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エリート御曹司は溺甘パパでした～結婚前より熱く愛されています～










プロローグ




「おめでとうございます。ご懐妊ですよ」

　初めて訪れた産婦人科で、ドキドキしながら診察を受けて緊張の面持ちだったのに、先生のひと言で胸に喜びが広がった。飛び上がりそうなほどの衝動をようやく抑えたくらいだ。

「ありがとうございます！」

　私、波は多た野の忍しのぶより先にお礼を口にしたのは、お腹の子のパパ、浅あさ海み宏ひろ希きさん。

「本当によかった」

　切れ長の黒目がちな目を大きくして噛みしめるように続ける宏希さんが、本気で喜んでいると伝わってきて、瞳が潤んでくる。

　私はそっとお腹を手で押さえた。ここに、彼との赤ちゃんがいるのだ。妊娠の宣告がこれほど幸せなものだとは知らなかった。

　先生に妊娠初期の注意事項やこれから先の診察について話を聞いたあと、会計に向かう。混雑しているので待たなければならないが、そんな時間ですら幸せだった。

「忍、ありがとう」

　隣に座る宏希さんは私の手をギュッと握ってお礼を口にする。

「こちらこそです」

　妙に恥ずかしくなってうつむき加減で言うと、彼は私の頭を自分の肩に誘導して、胸くらいまである髪にそっと触れた。

「俺、さっき、やったー！って大声で叫びそうだったよ。危なかった」

「ふふふ。そんな人、周りにいませんでしたね」

　たしかに仕事中は冷静沈着な彼が、珍しくソワソワした様子で冷静さを欠いていた。けれど、それが喜びから来るものだとわかっていたので感激だった。

「うん。忍、いろいろごめん。でも、俺が全力でお前もこの子も守る。誓うから」

　耳元でささやかれ、大きくうなずく。

　私たちは彼の両親の反対に合い、実はまだ結婚できていない。しかし同棲はしていて、事実婚状態なのだ。

　この妊娠は、いつまで経っても結婚を認めてもらえない私たちの、計画的なものだった。










絶頂からの転落




　――宏希さんと付き合い始めたのは二年ほど前。

　大手スポーツ用品メーカー『レーブダッシュ』の後継ぎである彼は、二十八歳にして営業統括部の主戦力として働いていた。

　営業統括部は、国内の小売店を担当するリテール営業部、法人営業部、そして海外営業部をまとめる部門で、営業のなんでも屋といったところ。

　総勢十五名という少数精鋭のこの部署では、営業部門の意見をくみ上げて商品開発に反映させたり、はたまた有力なスポーツ選手とのスポンサー契約の折せっ衝しょうをしたりという仕事も請け負っている。

　柔軟な対応と、新しいことへの挑戦ができる人材が求められる部署だ。

　彼は親の七光というわけではなくかなりの切れ者で、取締役就任も近いのではと噂うわさされる能力の持ち主。

　しかも百八十センチを超える身長に、少し茶色がかったサラサラの髪。鼻筋はすらっと高く、端整な顔立ちでもあることから、女子社員からの人気も高い。

　私は入社して半年経った頃、営業統括部に秘書的な役割として抜擢され、部員のスケジュール管理や事務サポートを引き受けてきた。

「波多野、この選手をどう思う？」

　宏希さんは事務職の私にも時々相談事をしてくる。というのも、有望な選手に目星をつけて、その選手のデータを徹底的に調べるのも私の仕事だからだ。

　莫大な資料を集めて分析し、まだ大活躍とまではいかない選手と交渉してレーブダッシュの商品を提供する約束を取りつける。やがてその選手が注目されるようになると、使用しているレーブダッシュの商品も話題になる。就職戦線における青田買いのような戦略を取り、国内外の様々なスポーツ選手との契約にこぎつけているのだ。

　ちなみに、私が分析し宏希さんが成功すると見込んだ高校生の男子走幅跳の選手が、高校日本新記録、かつ日本歴代五位という素晴らしい成績を達成して、レーブダッシュのシューズに注目が集まっている。

「そうですね……。たしかに今は絶好調ですが、むしろこちらの選手のほうが伸びしろを感じるというか……」

　今話しているのは、高校生の競泳選手についてだ。

「おぉ、俺と意見が一緒だ。最近の記録だけ見たら断然この選手が上だけど、それは体の大きさに比例している気がする。でも、こっちの選手は背もまだこれから伸びそうだし、体もできあがっていないのにこの記録の伸び率。腕も長いようだし有望だ。成長したら末恐ろしい」

　彼は私とは違い、実際に練習を積んでいるクラブにも赴おもむいて選手を間近で見ている。データだけでなく、練習の取り組み方や仲間との関係まで探るのだ。それらをすべて考慮して、スポンサー契約をする選手を絞っていく。

「練習もストイックにこなしていて真面目な印象だった。まだどのメーカーも目をつけていないから、うちが押さえたいな」

　彼の目は輝いている。

「そうですね。スポンサーがつくのは選手にとっても喜ばしいことでしょうし、会議で通るといいですね」

「うん。それにしても……また今回も悪かった」

　彼は先ほどまで一緒にのぞき込んでいたファイルにチラリと目をやってから、申し訳なさそうな顔をする。おそらく、今回私が集めたデータが五十人分以上あるからだと思う。

「地道に調査を重ねて才能ある選手を確実に引き当てる浅海さんのこと、尊敬しているんです。少しでもお役に立てるなら、こんなにうれしいことはありません」

　それは本心だった。ときにはデータ収集に夢中になるあまり気がつけば終電間近だったなんてこともあったが、この仕事が好きだからまったく苦ではない。

「そう言ってもらえるとありがたい。けど、もっと波多野の仕事が評価されてもいいと思うんだ。契約選手が活躍しだしても、俺たち営業の手柄だと言われるだけ。実際は波多野の力が大きいのに」

「なに言ってるんですか。私はあくまでサポートです。もちろん、浅海さんのお手柄ですよ」

　彼が褒めてくれるだけでもう十分だ。

「いや……。会議でもっと波多野の力をアピールするよ。まずは飯でも行かない？　お礼におごるよ」

　ハッと時計を見るともう二十時半。彼との議論が白熱して、いつの間にか私たちふたりだけになっていた。

「おごっていただくなんてとんでもないです。でも、お腹は空きました」

「あはは。実は俺もペコペコ」

　目尻を下げて笑う彼は、仕事中の鋭い目はなりを潜め、優しい表情をしていた。

　その日、思いがけず「ずっと好きだった」と告白をされて、私たちは交際を始めた。

　彼ほど有能で眉び目もく秀しゅう麗れいな人がどうして私なんて……と不思議だったが、「忍は自分の価値をわかっていない。他の男にかっさらわれないかヒヤヒヤだったんだぞ」と力説されて、納得できないながらにうなずいた。




　付き合い始めると、世界が変わった。毎日が充実しているのだ。

　どれだけ仕事で飛び回っていても、宏希さんは常に私を気遣いマメに連絡をくれた。

　休みの日は一緒に旅行に行くこともあったし、彼のマンションでゆっくり過ごすこともあったが、楽しくない時間なんて一秒たりともなかった。

　そして……付き合い始めて一年半ほど経った、私の誕生日の九月二十二日。プロポーズされて、どれだけうれしかったか。

　若くして営業統括部をけん引するような力を持っていてカリスマ性すらあり、将来は社長のイスに座るであろう宏希さんの妻が自分では不足なのではと不安はあった。けれども、「忍が好きなんだ。一生そばにいてほしい」というストレートな言葉に、うなずく以外の返事なんてなかった。

　しかし、問題はそれから。宏希さんが両親に結婚したい女性がいると話したところ、いきなり大反対されたのだ。どうやら彼には良家のお嬢さんとの見合い話が用意されていて、ごく一般家庭で育った一介の事務員との結婚が気に入らなかったらしい。

　結婚を許されないことにショックを受けた私を、宏希さんは励まし続けた。

　そして、「必ず忍と一緒になるから離れないでくれ」ときっぱり言われ、私は彼を信じることにした。

　しかし雪解けはいっこうにやってこず、宏希さんと両親の仲は険悪になっていった。

　とはいえ、宏希さんが社長であるお父さまとの関係をこじらせてしまうのは、決していい状態だとは言えない。

　宏希さんの仕事への情熱の傾け方は半端なく、レーブダッシュへの愛が伝わってくる。それも、将来この会社を背負うという覚悟があるからだろう。

　地道な努力をコツコツ積み重ね、レーブダッシュの売り上げを引っ張っている宏希さんのことは部長たちも認めていて、私との結婚で彼の成功を邪魔することだけは避けたかった。

「宏希さん、無理しないで」

「大丈夫だ。もう一度話すから待っててほしい」

　彼は仕事中と同じように凛々しい表情をしていた。

　プロポーズから三カ月ほど経った週末のある日、宏希さんは結婚の話し合いのために、一旦実家に戻った。

　すでに同棲している彼のマンションで帰りを待っていた私は、玄関のドアを開けた瞬間、浮かない顔をした彼を見て、説得が失敗に終わったことを知った。

「はー」

　ドサッとソファに座り、盛大なため息をつく宏希さんを前になすすべもなかった。彼がこんなに苦しんでいるのに、『それなら別れましょう』とはどうしても言いたくない。

「忍」

　宏希さんは立ち尽くす私に視線を送ったあと、腕を強く引いて膝の上に私を座らせた。近い距離にたちまち鼓動が速まり、息が苦しくなる。

「お前の耳にも入るだろうから言っておく」

　なに？　深刻な話？

　しばらく口を閉ざし、私を見つめたままの宏希さんの様子に、緊張が高まる。

「見合いの日時を指定された。俺は行かないと言ったが、行かなければ営業統括部が存続できなくなるかもしれない」

「え……」

　彼の話では、指定された見合いに行かなければ営業統括部の来期の予算を承認しないと言われたそうだ。もともと社長は、他の営業部とは異なりすぐに実績が上がらない営業統括部の存在を軽んじているようなところがあり、他部署が兼任すればいいと主張している。しかし、片手間でできるような仕事ではないのに。

　来期の予算が取り上げられると、とあるサッカーチームとの契約に影響が出る。

　そのチームは長らくＪ２リーグに甘んじていたが、宏希さんが先頭に立って様々なデータを分析。来シーズンからのスポンサー契約を結んだ頃、Ｊ１昇格が決まった。でも、あてにしていた予算が下りないとなれば……非常にまずい事態になることは必至だった。

　どうしたらいい？　私が身を引けば丸く収まるの？　でも、そんなの嫌。宏希さんと別れるなんて……絶対に。

「忍、なに考えてる？」

　私の頬に優しく触れ視線を絡ませる彼は、苦しげな顔を見せる。答えられないでいると、彼は続けた。

「忍を手放すつもりはないよ。なにがあっても、絶対に」

「宏希さん……」

　まさに別れを意識していたからか、手放さないと断言されて瞳が潤んでくる。

「ただ、営業統括部の仲間たちの努力を無駄にはできない」

　唇を噛みしめる宏希さんの表情には、悔しさがありありと見てとれた。

「忍。これは相談だ。もし忍が嫌なら嫌と言ってほしい」

　妙な前置きに拍動が激しくなる。

　よくない話なの？

「俺は、生涯忍と一緒に生きていきたいと思ってる。その気持ちは、絶対に揺らがない自信がある。……子供を、作らないか？」

「子供？」

「このまま話し合いを続けても平行線だ。見合いを断るのは簡単だが、懸命に働いている仲間を思えば、予算をカットされるのも営業統括部がなくなるのも痛い。でも、真剣に愛する人との間に子供ができたと言えば、さすがに結婚を認めてくれると思うんだ」

　考えてもいなかった提案に、しばしなにも言えない。

　宏希さんは追い詰められている。ただ、そう感じた。

「順序は逆になるが、いずれは忍との間に子供が欲しいと思っていた。子供を結婚の道具のように使うのにはためらいがある。でも、もうこれしか……」

　彼の苦々しい顔を見ていると胸が痛む。私はこんなことを言わなければならない彼のつらさを理解した。

「宏希さん」

「うん」

　私をまっすぐ見つめる彼の目には、一点の曇りもないように思える。

「私を幸せにしてください。私も宏希さんを幸せにします」

「それじゃあ？」

　大きくこくりとうなずくと、彼は私を強く抱きしめた。

「ごめんな。本当にごめん」

「謝らないでください。私も赤ちゃん欲しいです」

　この苦渋の決断には私への愛が詰まっていると感じる。そうまでしても、私との結婚を選びたいのだと。だから、この返事に後悔はない。

「必ず忍と結婚する」

　強い口調で言いきった彼は、私から離れてソファの横に置いてあったバッグからなにかを取り出した。

「これ……」

「忍が持ってて」

　それはすでに彼の名前が記入してある婚姻届だった。

「宏希さん……」

　おそらく、私がこれ以上不安にならないようにしてくれたんだ。

「忍。俺と結婚してほしい。忍のことも子供のことも、絶対に幸せにする」

　真しん摯しな眼差しを向ける彼は、もう一度プロポーズの言葉を口にする。

「はい」

　私は笑顔で答えた。

　この先宏希さんとずっと一緒にいられるなら、順序なんてどうでもいい。私たちなりの幸せな人生を築いていこう。

「ありがとう。愛してる」

　彼は目を細めて私を愛おしそうに見つめ、熱くて甘いキスを落とした。




　それから私たちは、避妊をせずに体を交えるようになった。

　きっと真面目な宏希さんは、入籍していないのに子供を作ろうとしていることに罪悪感があるのだろう。苦しげな表情を見せるが、私は彼を抱きしめた。

「宏希さん。私、幸せですから」

「忍……」

　もっともっと溺れさせて。すべての不安を吹き飛ばすくらい、私の心をあなたで満たして。

　キスを求めると、彼は応じてくれた。しかも、触れるだけのキスからどんどん深くなり、舌と舌がもつれあって体が火ほ照てっていく。

「はぁっ……」

「俺の忍。俺だけの……」

　あからさまに独占欲を全開にして、長い指と熱い舌で私の体を真っ赤に染め上げてから、彼は一気に入ってきた。

「宏希、さん……」

　激しく腰を打ちつけられ、髪を振り乱して悶もだえる。

「愛してる。俺から離れないでくれ」

　精いっぱいの愛の叫びに、鼓動がどんどん速まって胸が苦しい。

「離れません。宏希さんが好き……んぁっ」

　彼からの愛を全身に浴びながらの行為は、たまらなく気持ちがよくて幸福感で満たされていたのだった――。




　必ず妊娠できる保証はどこにもなかったが、祈りが通じたのか、お腹に赤ちゃんが来てくれた。

　産婦人科の先生に『ご懐妊ですよ』と言われた瞬間、私たちはこれ以上はない幸せの絶頂にいた。

「忍。なにか食べて帰ろうか。この子がすくすく育つように」

　病院を出ると宏希さんは私のお腹にそっと触れて、満面の笑みを浮かべる。その姿に、心がホカホカ温まるのを感じた。

「そうですね。お腹空きました」

　春の暖かな風が私の髪をふわっと揺らす。

　桜は散ってしまったが若葉が芽吹き始めていて、鮮やかな新緑がまぶしいほどだ。

　お腹に宿った命が、来年の今頃はもうこの世に誕生していると思うと感慨深い。

　宏希さんは私を気遣うように腰を抱き、ゆっくりと駐車場のほうに足を進めた。

　――ブオン。

　そのとき、エンジンをふかす音が耳に届いて、そちらの方向に顔を向けた直後、「忍！」という宏希さんの叫び声とともに体が吹き飛んだ。

「嘘……」

　路肩の芝生に倒れ込み顔を上げた瞬間、全身に鳥肌が立つ。私たちが歩いていたところに車が突っ込んでいて、フェンスにぶつかり停止していたのだ。

「……宏希さん？　どこ？」

　彼の姿が見えず、事故を起こした車に駆け寄った。

　すると車の向こう側に頭から血を流した彼の姿を発見して気が遠のきそうになる。

「嫌！　宏希さん？」

　半泣きになりながら彼を抱き上げると、うっすらと目を開いた。しかしすぐに目を閉じ、私の腕の中で脱力する。

「宏希さん？　宏希さん!?」

　半狂乱になりながら彼の名前を叫び続けるも、反応がない。

　そのうち、誰かが病院に助けを呼びに行ってくれたらしく、宏希さんはストレッチャーに乗せられて病院内に運ばれていった。

　ここ『野の上がみ総合病院』の救命救急は優秀だと耳にしたことはあるけれど、まさかそこで手当てを受けることになるとは思ってもいなかった。

「宏希さん……」

　私もかすり傷を負ったため処置室に入れられたが、宏希さんのことで頭がいっぱいで体がガクガク震える。

「落ち着いてください。傷の処置をしますね。どこかぶつけていませんか？」

　女性医師に尋ねられてお腹を押さえる。

「赤ちゃんが……」

「赤ちゃんがいるのね？　旦那さんは別の医師がしっかり治療しますから、あなたは赤ちゃんを守りましょう。すぐに検査をします」

　医師の言葉に泣きながらうなずいた。この子は私にしか守れない。

　検査の結果、幸い赤ちゃんにはなんの異常もなく、私の腕や膝の傷もごく浅かった。宏希さんが私を突き飛ばして、飛び込んできた車から守ってくれたのだ。そのせいで自分ははねられてしまったのだろう。

　私の検査が終わっても、宏希さんがいる初療室のドアは開かない。

「宏希さん。宏希さん……」

　初療室の前で泣きじゃくり、ただひたすらに祈った。




　それからどれくらい経っただろう。初療室のドアが開いてドクターが出てきた。

「ご家族ですか？」

「……はい」

　正式にはまだ家族ではなかったが、そう返事をした。

「安心してください。命に別状はありません。頭を強く打ちつけ、脳のう震しん盪とうを起こした状態で一時的に意識がありませんが、検査の結果、脳内出血などの異常は見られません。しばらく注意しなければならないことはありますが、すぐに回復するでしょう」

「あぁ……」

　よかった……。

　気が緩んで腰が抜けそうになると、先生が慌てて支えてくれた。

「すみません」

「ご心配でしたよね。しばらく入院になります。あと、右足の骨にひびが入っていまして、これからギプス処置をします。こちらも後遺症などは残らないと思います。もう少しお持ちください」

「ありがとうございました」

　私は深々と頭を下げた。すると、安堵の涙が床にポタポタとこぼれていった。




　ギプス処置の間に警察がやってきて事情を聞かれたものの、すさまじい音がして宏希さんがかばってくれたことしかわからない。

　どうやら運転手は高齢で、駐車場の料金ゲートでブレーキとアクセルを踏み間違えたらしい。しかし、軽いケガで済んだようだ。




　その後も意識が戻らない宏希さんは病棟に移された。

　宏希さんの自宅の連絡先を知らなかったので、彼と同期で同じく営業統括部に所属している沖おきさんに電話をして、両親に状況を伝えてもらってある。

　ちょうど病棟に移った頃、廊下からバタバタという激しい足音が聞こえてきたと思ったら、宏希さんの両親が走り込んできた。

　社長であるお父さまの顔はもちろん知っているが、個人的に対面するのは初めてだった。宏希さんが結婚の相談をしても、面会すら許されなかったからだ。

「宏希！」

　両親は私のことなんて眼中にないという感じでベッドに駆け寄り、彼の顔をのぞき込む。

「宏希、どうしたの？　返事なさい！」

　お母さまが真っ青な顔をして畳みかけるも、反応はない。

「君は宏希の……。どういう状態なんだ？」

　お父さまがやっと私のほうを振り返り尋ねてきた。

「頭を強く打って、脳震盪を起こしたそうです。でも異常はなく、一時的に意識をなくしているだけですぐに回復すると」

「宏希……」

　私が先生に聞いたままを伝えると、お母さまは涙を流し宏希さんにすがりついた。

「波多野さんだね」

　宏希さんとどことなく目元が似ているお父さまが、怒りを纏まとった視線を私に投げつける。

「……はい」

「君は疫病神か？　宏希は順調に私の後を継ぐ準備をしていたのに、君と付き合い始めて、なにもかもが悪い方向に進み始めた。しかも、こんな事故まで……。いい加減にしてくれ」

　疫病神って……。そんな……。

　鼻の奥がツーンとしてきて、なにも言わずに頭を下げて病室を出た。すると、廊下に難しい顔をした沖さんが立っていて、両親に背を向けた瞬間こぼれた涙を見られてしまった。

「波多野」

「沖さん、来てくださったんですね。さっきはありがとうござい――」

「そんなこといいから。こっち」

　連絡を取ってくれたお礼を言おうとすると、彼に手を引かれて、ナースステーションの隣にある待合室のようなスペースに連れていかれる。彼は私をベンチに座るように促して、自分も隣に腰を下ろした。

「浅海の意識、戻ってないんだな」

「……はい」

「波多野のこと、かばったんだってな。アイツは波多野を守りたかったんだと思うよ。だから後悔してないはずだ。波多野は疫病神なんかじゃない」

　さっきの会話が聞こえていたんだ。

　沖さんと宏希さんは仕事でもよきパートナーだが、プライベートでも仲がいい。私たちの交際を部内で唯一知っている人だ。

　目頭が熱くなり、また涙が頬を伝う。つい先ほど妊娠を知り、最高のひとときを味わったばかりなのに、どうしてこんなことになってしまったんだろう。

「波多野。元気出せ。浅海、すぐよくなるんだろ？」

「……はい」

　先生は意識もすぐに戻ると言っていたが、ずっと目を閉じたままの宏希さんを見ていると、もしこのまま目覚めなかったら……と不安でたまらない。

「結婚、反対されてるんだって？」

　それも聞いているのか。

　小さくうなずくと、彼は続ける。

「アイツは波多野がいないとダメになる。なにがあっても浅海が必ず波多野を守るよ。波多野に告白を承諾されたときの浅海の浮かれっぷりときたら。普段は冷静なくせしてこんな一面もあるんだなと驚いたんだ」

　浮かれっぷり？

「なにかあったんですか？」

「おぉ、おおあり。夜中にほろ酔いで家に来て、チャイムを鳴らしまくった挙げ句、ドアを開けたらいきなり抱きつかれた。気持ち悪いったらありゃしない」

　沖さんはそのときのことを思い出しているのか、口元を緩めている。

「そんなことが……」

「うん。それで、俺に絶対に離さないと宣言するから、それは波多野に言えって。そうしたら、もちろん言ったと恥ずかしげもなく答えてさ。そのまま家に泊まって波多野の自慢を夜通し聞かされたんだよ。最高に迷惑だったけど、浅海の羽目の外し方を見ていたら、俺も幸せだった」

　私もそれほど弾けた宏希さんを知らない。沖さんの話を聞いていたら恥ずかしくなったものの、交際をそれほど喜んでくれたんだと思えば、私も幸せだ。

「だから、波多野は浅海のそばにいるべきだ。アイツは会社を背負ってるから、俺みたいに自由奔放ってわけにもいかなくて窮屈だろうけど、自分の立場を鼻にかけることもないし、本当にいいヤツだから。……って、知ってるか」

　沖さんが私を安心させるようにクスッと笑みを漏らす。

「ありがとうございます」

「困ったらなんでも言え。浅海家のことでアイツに相談しにくいなら、俺がそれとなく伝えてやるから」

「はい」

　沖さんの優しさが胸にしみる。

「今日はどうする？　帰るなら送っていくぞ」

「いえ、ここにいます」

　心配で帰ることなんてできない。病室には両親がいるので入れそうにないけれど、離れたくなかった。

「そっか。それじゃ、俺も付き合うか」

「いえっ、沖さんはお帰りください」

「浅海の大切な人は俺にとっても大事なんだぞ。病室の前までは行くか？」

「はい」

　温かい言葉をかけられて再び涙るい腺せんが緩んだものの、グッとこらえてうなずいた。

　病室に戻ろうとすると、うしろから来たドクターとナースが小走りで追い越していく。そして宏希さんの病室に入っていったので、沖さんと顔を見合わせて走りだした。

　なにかあったの？

　緊張で呼吸が苦しくなるのを感じながら病室に飛び込むと、ベッドに横たわる宏希さんの目が開いていて、一気に気持ちが高揚する。

「よかった……」

　思わず漏らしたひと言を沖さんに拾われて、肩をポンポンと叩かれた。

「お名前言えますか？」

「浅海宏希です」

「年齢は？」

「三十です」

　先生の質問に、はっきりとした口ぶりで答える姿を見て、ホッと胸を撫なで下ろす。

「あの、ここは？　俺はどうして……」

　宏希さんがそう口にしたとき、事故のことを覚えていないのだと悟った。

「浅海さんは、恋人の女性をかばって車にはねられたんです。それで、脳震盪を起こしたんですよ」

　先生がゆっくりとした口調で話しかけると、宏希さんはキョトンとしている。

　脳震盪のせいで一時的に記憶が混乱しているのだろうと思った瞬間。

「恋人？　俺、付き合っている人がいたんですか？」

　衝撃的なひと言が耳に届いて目を瞠みはる。

「浅海、波多野だぞ。わかるだろ？」

　同じように目を丸くしている沖さんが、私の腕を引き彼の前に立たせた。

「沖か……。来てくれたのか、悪いな」

　宏希さんはそう言ったが、表情を硬くしたまま私をチラリと視界に入れる。

「波多野さん、ですか……」

「え……」

　他人行儀な呼び方をするのは、両親の前だから？

「すみません、どちらさまで……」

　信じられない発言に驚愕し、瞬きすることすら忘れて呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「波多野忍さんだぞ。お前がべた惚ぼれしてた彼女じゃないか」

　沖さんが畳みかけるも、宏希さんは眉をひそめるだけ。

　沖さんのことは認識しているのに、私のことはわからないの？

「浅海さん、こちらはどなたかわかりますか？」

　私たちのやり取りを見ていた先生が、お父さまのほうに手を向ける。

「えぇ、父です。それと母」

　覚えていないのは私だけ？

「浅海さん、お仕事はなにを」

「レーブダッシュというスポーツ用品メーカーの営業統括部にいます」

　淀よどみなく言葉が出てくるのに、私の存在だけがなかったかのように消されている。

「なるほど。少し混乱されているようですね。今日はゆっくりお眠りください。痛むところはありませんか？」

「はい、大丈夫です」

　先生に返事をした宏希さんは、もう一度私と視線を合わせたがその瞳は無反応で、まるで代わり映えのない景色でも見ているかのようだった。

「波多野さん、少しよろしいですか？」

「……はい」

　私は先生に呼ばれて病室をあとにした。

　もう宏希さんの顔を見ていられなかった。『あなたは誰？』と言いたげな瞳がつらくて、とても無理だった。

「波多野、俺も行く」

　沖さんも付き添うと言う。心配してくれているのだろう。

　先生はカンファレンスルームに私と沖さんを案内して、主治医の先生を呼びに出ていった。

「頭を打って一時的に記憶がないだけだよ、きっと。波多野のこともすぐに思い出すって」

　沖さんは隣に座った私を盛んに励ます。

　しかし、素直にその言葉を受け取れなかった。

　両親も沖さんもわかるのに、この二年、一番近くにいたはずの私の記憶がないなんて。

　それから沈黙が続き、十分ほどして宏希さんの主治医だという先生が入ってきた。

「失礼します。今後、浅海さんの治療を担当する橋はし本もとです。浅海さんの検査結果を拝見しましたが、外科的には問題ありません」

　橋本先生は話しながら、テーブルを挟んだ向かいに座る。

「お付き合いされていた方の記憶だけがないとお聞きしましたが……」

　先生は私に視線を送り、優しい口調で言う。

「彼女は波多野と言います。私は浅海と彼女の同僚で沖です」

　動揺で言葉が出てこない私の代わりに、沖さんが話を進める。

「そうでしたか。波多野さんが浅海さんと出会われたのはいつですか？」

「二年半ほど前に、同じ部署に配属されたときです」

　なんとか声を振り絞ると、沖さんが心配そうに見つめている。

「お付き合いはいつから？」

「二年前です。プロポーズもされましたが、彼の両親から反対されていて……」

　私は無意識にお腹に触れていた。

　事故のことで混乱していて、この子のことを十分に気遣えていなかった。宏希さんは私だけでなく、この子も守ってくれたのに。

「そうでしたか。沖さんは浅海さんとはいつからのお知り合いですか？」

「私は、入社してすぐからですから……もう八年になるでしょうか」

「なるほど」

　先生は柔らかな笑みを浮かべているものの、私の頭の中は不安が爆発寸前だった。

　このまま宏希さんの記憶が戻らなかったらどうなるの？　この子は……？

「まだはっきりとはわかりませんが、なんらかの理由で最近の記憶がすっぽり抜けているようですね」

「なんらかの理由って？」

　宏希さんが忘れているのは私のことだけだ。それは他の人たちに比べて私が、記憶に残しておくほどの価値がない存在だからだとしたら？

　そんなことをふと考え、声が震える。

「それはわかりません。浅海さんとお話しして、どれくらいの期間の記憶がないのか確認することから始めましょう」

「それは期間の問題ですか？」

「といいますと？」

「例えば……ほとんど覚えているのに、私のことだけ――」

「波多野」

　先生との会話に割って入ってきた沖さんは、首を横に振る。

「言っただろ。浅海は波多野のことをすごく大切に思ってるんだ。期間の問題だ」

「波多野さん、ずっと記憶が戻らないと決まったわけではありません。日常を取り戻せば、なんらかの拍子に突然思い出す可能性もあります。肩を落とさないでください」

　橋本先生は私を励ますように言ったが、『可能性がある』だけで『必ず思い出す』とは口にしなかった。




　週明けの月曜。

　宏希さんは私の記憶が戻らないまま退院が決まった。追加で様々な検査をしたものの、その原因はわからないようだ。

　私のことを認識できない彼に近づくことができず、お母さまに付き添われて実家に戻っていく様子を、ただ遠くから眺めることしかできなかった。

「宏希さん……」

　ここにあなたと私の赤ちゃんがいるのに。赤ちゃんはあっという間に大きくなる。どうしたらいいの？

　この先の不安で頭がいっぱいで、私はあれから泣き暮らしている。そんな私を心配した沖さんから提案されて、会社も休んでしまった。

　宏希さんの広いマンションでただ時が過ぎるのを呆然として待つだけ。大きなベッドにひとりでは寂しくて眠ることすらできない。

　その日の夜、突然チャイムが鳴り、宏希さんのお父さまが訪ねてきた。

　リビングに通してコーヒーを用意したが、緊張で体が震えて、カップがカチャカチャと音を立てる。

「単刀直入に言おう。宏希とは別れてくれ。宏希も波多野さんのことを覚えていないようだし、このまま関係を続けられるはずもない」

　予期していたことを告げられて、絶望的な気持ちになる。もともと反対だったのだから当然だ。

「宏希さんの記憶が戻る可能性もあると……」

「もし、この先何年も、いや何十年も戻らなかったら？　あなたはそれまで待つというのですか？」

　何十年？　それじゃあ、この子はどうなるの？

　いつか記憶が戻ることに希望を見いだしていた私には、頭を殴られるようなひと言だった。

「あなたのことを思い出さないということは、さほど思い入れがなかったということでしょう。あんなに恋愛と結婚は別だとくぎを刺しておいたのに。宏希は責任感が強いですから、お付き合いをしたからには結婚しなければと思ったんでしょうね」

　愛などなかった、責任だけだった、というような言い方に、顔が引きつるのを感じる。

　違う。宏希さんはたしかに私を愛してくれた。だってこの子も……。

　そっとお腹に手を当てて考える。もし、お父さまに赤ちゃんの存在を告白したらどうなる？　私と宏希さんのことを認めてくれる？　ううん。肝心の宏希さんに私の記憶がないのだから、ありえない。

　だとしたら……。

　ひとつの可能性に気づいて、背筋が凍る。

　……堕ろせと言われる？

　それだけは絶対に嫌だ。宏希さんとの間に授かった命を、なかったことになんてできない。それなら……妊娠を悟られてはいけない。

「宏希の伴侶はもう決まっています。ですから波多野さんは波多野さんで幸せになってください」

　テーブルの上に茶封筒を置かれ、中身を確認せずともそれが手切れ金だとわかった。

「このマンションは売りに出します。急に出ていけと言われても困るでしょうから、しばらくはお貸しします。早急に次の住居を探してください。それから、次の仕事も。再就職先にお困りでしたらこちらで用意しますので、秘書に連絡ください。退職の手続きはしておきますので、もう出社の必要はありません。それでは」

　お父さまは自分の言いたいことだけまくし立て、あっという間に帰っていった。

　テーブルに置かれたコーヒーからはまだ湯気が立ち上っている。

　結局、なにひとつとして反論できなかった。私の頭の中はお腹に宿った命を守ることでいっぱいで、他のことを考えられなくなっていた。

「ひとりで……」

　産んで育てる？　退職を迫られて、収入もなくなる。それなのに育てられる？　でも、宏希さんが体を張って守ってくれたこの命を殺せる？

　そんなことを考えていると胸が痛くて瞳が潤んでくる。

　強くならなければ。この子を守れるのは私しかいない。

　自分の気持ちを鼓こ舞ぶするもうまくいかず、頬に涙が伝った。

　一生をともにすると誓った愛する人を突然失った苦しみは、耐えがたいものだった。




　翌日、私は長いメールをしたためた。

　それは宏希さんに向けたものではあったが、内容はすべて仕事の引き継ぎだ。もしここ数年の記憶がないのなら、彼の頭の中にあったはずのデータが必要だろうと思ったからだ。

【選手のデータは私のパソコンの〝経歴〟というファイルにあります。パソコンのパスは、０８２５】

　書きながらあふれでてくる涙を懸命に拭った。

　このパスは、宏希さんの誕生日。そして彼のパソコンのパスは０９２２。私の誕生日だ。

　そのファイルに詰まっている情報は、必死に走り回る宏希さんの役に立ちたくて片っ端から調べたもの。思えばこの作業を通して彼との距離が近づいた。

　ふたりで一緒にデータをのぞき込んで、あれこれ分析をしては資料を作り、彼はそれをもとに、スポンサー契約する選手やチームを選定していった。それがことごとく当たり、『忍の分析力はレーブダッシュの重要な戦力だ』と褒めてもらえた。

　あの頃のことを思い出すと、涙が余計に止まらない。けれど、過去には戻れないのだ。

　それからは涙を拭くのも忘れて、ひたすら仕事に関する内容を打ち続けた。

　そして最後に……。【どうかお幸せに】というひと言だけ添えて、歯を食いしばりながら送信ボタンを押した。










再会の衝撃




　あれから五年。

　お腹に宿った命は無事に産まれてきてくれて、すくすく成長している。

「和かず宏ひろ、遅くなってごめん」

　スポーツ用品店での仕事のあと保育園に駆け込んで、愛息子の和宏を抱きしめる。

「ママー」

　四歳になったちょっと甘えん坊の彼は、目元が宏希さんにそっくりだ。宏希さん譲りの茶色がかった癖のない髪には天使の輪ができている。

　宏希さんと別れてから、苦労の連続だった。

　一度は実家に戻ったものの、結婚もせず、しかも父親が誰か明かすことなく子を産むことを父や母に強く反対された。特に父は大激怒で、赤ちゃんを堕胎させるために私を病院に無理やり連れていこうとした。赤ちゃんをどうしても守りたかった私は、逃げるようにして実家を飛び出し、それから一度も帰っていない。

　宏希さんと一緒に住んでいた街から電車で一時間ほどの家賃の安いアパートに住居を構え、出産直前まで必死に働いた。スポーツ用品店での仕事を見つけ、レーブダッシュの商品に関わっていられることは幸せだった。

　生活はつつましく、贅沢なんてとてもできない。出費が重なるときは貯金を切り崩さなければならなかったが、和宏がいるだけでいい。

　最後に渡された手切れ金は、封を開けることなくしまってある。送り返そうとしたこともあったが、将来和宏のために必要になったとき使おうと思っていた。なんの援助もない状態では、この子を大学まで行かせてやるのは難しい。私自身のプライドより、和宏の将来を思った。

「今日のご飯、なにがいい？」

「オムライス！」

「えー、また？」

　和宏はオムライスが大好物。ケチャップライスの上にふわふわのたまご焼きをのせて、テーブルの上でスーッとナイフを入れると、とろとろのたまごが流れ出るアレだ。

　実はこれを宏希さんも休日のお昼などに好んで食べた。

　彼は育ちもいいので、素敵なレストランをたくさん知っていた。しかし、私の作ったオムライスを本当においしそうに食べてくれた。

「ママ、どうかしたの？」

「ううん、なんでもない。それじゃあ、今日は和宏がたまごを切る？」

「うん！」

　まだふとした瞬間に、宏希さんのことを考えてしまう。憎みあって別れたわけではないので、簡単には忘れられないのだ。

　彼は幸せに暮らしているだろうか。

　昨年、レーブダッシュの専務取締役に就任したことは知っている。でも、プライベートは知る由もない。あのお見合い相手と結婚したんだろうな……。

　そう思うと胸がチクリと痛むが、もう私には関係のないことだった。




「わー、これがいい！」

　翌日の土曜。和宏を保育園に預けて店で接客をしていると、小学生くらいの男の子がレーブダッシュのサッカーシューズを手にして目を輝かせている。

「こちら、Ｊリーグの選手がよく使用しているんですよ。現場でもかなり使用感がいいと好評で、発売から一気に人気商品になり一時は品薄でした」

　これは宏希さんが主導した商品で、私も情報収集を手伝った。スポンサーとなったＪ１リーグに昇格したサッカーチームの選手にシューズの改善点を聞き出して、商品を開発。その結果プロも唸うなる商品ができて、そのチームの半分近くの選手が愛用してくれている。

「かっこいいなー、これがいい！」

　おねだりされたお母さんは「それじゃあこれにしましょう」と即決した。

「ありがとうございます」

　レーブダッシュの、しかも宏希さんこだわりの商品がひとつ売れた喜びは、私を幸せにする。

「和宏にも買おうかな……」

　爆発的ヒットを飛ばしてから、スパイクのついていないタイプも売り出し、幼児向けの小さいサイズもそろっている。ただ、値段は高めだ。

「社割で五千円にはなるか」

　決して裕福とは言いがたい生活で、すぐにサイズアウトする靴に五千円はきつい。でも、宏希さんの魂たましいのこもったこの靴を履かせてあげたい。普段、パパがいなくて寂しい思いをさせているからなおさらだ。

　私は十六センチの靴を、和宏のお土産にすることにした。




　日曜日は、晴れ渡る青空のもと、和宏の手を引いて公園に向かった。

　住宅街の中にあるここはさほど広くはないが、近所に公園が少ないからかいつも子供たちでいっぱいだ。

　薄いピンクの花が散った桜は、若葉を芽吹き始めている。それを見ていると、和宏の妊娠がわかったあの日のことを思い出す。人生で最高に幸せな瞬間と、最悪の事態を味わったあの日を――。

「ママ、僕かっこいい？」

「うん、すごーくかっこいい！」

　和宏はロイヤルブルーの新しいサッカーシューズを履き、小さなサッカーボールを懸命に蹴っている。

　つい先日までは野球の選手になると言っていたんだけどな。

「ママ、へたくそだなぁ」

「あはは。ごめんごめん」

　和宏とこうして遊ぶようになるまではサッカーなんてしたことがないので、時々ボールがおかしな方向に飛んでいく。でもそれがおもしろくて、私も和宏も笑い転げていた。体力は消耗するがとても幸せな時間だ。

　次のパスはうまくいったが、和宏が盛大に空振りをした。残念がる彼は、転がっていくボールを追いかけて公園の出入り口のほうに走っていく。

「和宏、外に出ちゃダメ！」

　車通りは激しくないとはいえ、公園の前の道は危険だ。

　大きな声で叫び焦って追いかけると、和宏はピタリと足を止めた。男の人がボールを拾ってくれたようだ。

「ありがとう！」

　和宏はその人のところに駆け寄り、ボールを受け取った。私もお礼を言おうと近づいていったが、足が止まる。

　宏希、さん……？

　袖をまくり上げた白いオックスフォードシャツにジーンズ姿の彼は、あの頃と変わらない優しい笑顔で和宏にボールを渡した。

「お、この靴、俺が作ったんだぞ。使ってくれてありがとう」

「ホント？　ママ、この靴、おじちゃんが作ったんだって！」

　和宏が叫ぶので、宏希さんの視線が私に向いてしまった。すると彼は、ハッとしたような表情を見せる。

「あれ、おじちゃん、写真の人？」

「写真？」

　和宏が余計なことを言い始めたので慌てて駆け寄り、「ありがとうございました」と深く頭を下げてから彼の腕を引いた。

「知らない人と仲良くお話ししちゃいけません」

「知らない人じゃないよ。写真のおじちゃんだもん！」

　あぁ、余計なことを口にしたのは私のほうだ。

「とにかく、今日はもう終わり。……あっ」

　和宏とつないでいないほうの手を不意につかまれて、ドクッと心臓が跳ねる。

「待ってください。波多野さん、だよね？」

「そうだよ。僕は波多野和宏」

『違います』という隙もなく、和宏が答える。

　宏希さんは私たちの前に回り込んできて、和宏と視線を合わせるように腰を折った。

「和宏くんか。俺は、浅海宏希と言います。よろしく」

　ふたりが満面の笑みを浮かべて握手を交わしているのを複雑な気持ちで見ていた。

「俺の写真、見たことあるの？」

「うん、ママの手帳にいつも挟んであるよ」

　あのマンションを出てからも、宏希さんに託された婚姻届と彼の写真はいつも持ち歩いていた。和宏が産まれたとき、いつまでもすがっていてはいけないと婚姻届は破って処分したが、彼の写真だけはどうしても捨てられなかったのだ。

「和宏、行きますよ」

　もうこれ以上はつらい。どうやら記憶が戻っているわけでもなさそうだし、忘れようともがいているのに関わりあいになりたくない。

　私は再び歩き始めたが「待って」と立ちふさがれてしまった。

「和宏くん、お腹空いてない？」

「空いた！　オムライス食べたい」

「俺もオムライス大好きなんだ。たまごがふわふわのやつ」

　宏希さんの発言に鼓動が速まるのを止められない。

「僕も！　ママが作るの上手なんだよ。おじちゃん、食べにおいでよ」

「和宏！」

　動揺で叱るような大きな声が出てしまい、反省した。和宏はなにも悪くないのに。

「いきなりお邪魔はできないな。でも、レストランで一緒に食べない？　実はママと同じ会社で働いてたんだ。久しぶりだからお話ししたいんだけど……」

　なに言ってるの？　私は話なんてない。

「うん、いいよ！」

　和宏が威勢よく返事をすると、宏希さんは私に視線を向ける。

「お誘いしてもいいですか？」

「いえっ、失礼します」

「あなたを捜していたんです」

　そう言われた瞬間、胸になにかがこみ上げてきて言葉が出てこなくなった。

　私を捜していたの？　どうして？

「ねー、ママ、お腹空いたよ。おじちゃんと一緒に行こうよ」

「でも……」

「もう我慢できないよー。オムライス食べたいよぉ」

　和宏の甘えた声に観念してうなずいた。

　近くの駐車場に停めてあった車に私たちを乗せた宏希さんは、ごく普通のファミリーレストランに入った。交際していた頃は彼がファミリーレストランを利用することはまずなかったが、和宏がいることに配慮してくれた気がする。

「オムライス、オムライス！」

　はしゃぐ和宏は、無意識なのか宏希さんの手を握って引っ張る。

　本当なら、こうして幸せに暮らしていたはずなのに。

　切ない感情がこみ上げてきて、目を伏せた。

　三人ともオムライスを注文をしたあと、私と和宏の向かいに座った宏希さんが口を開く。

「和宏くん、何歳？」

「四歳」

「誕生日はいつ？」

　もしかして……。

　質問の意図に気づいて焦ったが、和宏を前にしてなにも言えない。

「十二月十六日だよ」

「そっか」

　宏希さんは和宏ににっこり笑ったあと、私をじっと見つめる。その目はなにか言いたげだった。

　大丈夫。今さらあなたの子だなんて言うつもりはない。だから、もうこれきりにして。

　私は心の中で唱えながら視線をそらした。

「ママ、ジュース飲みたい！」

「うん。取りに行こう」

　ドリンクバーに連れていこうと立ち上がると、「自分で行けるもん！」と和宏はひとりで行ってしまう。最近、なんでもひとりでしたがるのだ。しかし、宏希さんとふたりで残されると気まずくて顔を上げられない。

「俺、事故の日より前の三年分くらいの記憶がそっくり飛んでるんだ。沖から波多野さんのことはいろいろ聞いた。婚約して、同棲していたんだよね」

　やはりまだ記憶が戻っていないのか。

「……はい」

　沖さんから聞いているのなら隠しても仕方がない。正直に答える。

「あの日、どうして病院にいたのかと沖に聞かれたけど、どうしてもわからなかった。でも、もし……」

　そこまで言った宏希さんは、コップを手にして順番待ちをしている和宏に視線を送る。

「なにを勘ぐっているんですか？　病院にいたのは偶然です」

「けど、和宏くんは四歳だ。俺が父親でないのなら、波多野さんは俺と婚約していながら別の男とも付き合っていたというの？」

　そういうことになってしまうのか。私は宏希さんだけが好きで……彼がすべてだったのに。

「そう、です。他の人とも付き合っていました。ごめんなさい」

　心が悲鳴をあげる。涙がこぼれそうになったがグッとこらえた。

　今さらだ。宏希さんには私との間にあった幸せな時間の記憶がないのだから。

　それにきっと、彼には両親が理想とする奥さまがいて、私たちが入り込む余地なんてない。

　彼は小さなため息を落としたあと、再び口を開く。

「引き継ぎのメール、本当に助かった。顧客の名前すら思い出せなくて苦労したけど、あれがあったおかげで乗り越えられた」

「よかった、です……」

　身を切られるような気持ちで送信したメールが役に立ったのなら、送った甲か斐いがあった。

「俺のパソコンのパスがわからなくて……」

　そうか。私のパソコンのパスは知らせたものの、あのときは頭がいっぱいでそこまで気が回らなかった。

「沖に相談したら、波多野さんの誕生日じゃないかって言うから、調べて入れたら見事に開いた。それでメールを発見したんだ。沖には、『互いの誕生日をパスにするくらい、お前は浮かれてたんだよ』と笑われた」

　沖さんがそんなことを……。

　たしかに私たちは浮かれていたかもしれない。もちろん仕事中は上司と部下として振る舞ったし、恋人だからといって優遇してもらったこともない。でも、互いの誕生日をパスにするような些さ細さいなことで、どれだけ忙しくても、なにかにつまずいても、乗り越えられるくらいの気持ちの高ぶりがあったことは否定しない。

「俺……波多野さんのことを思い出せないくせに、パスのことやその中の資料を見ていたら、無性に胸が熱くなって」

「えっ……」

「思い出せないのに、波多野さんのことがすごく大切だったんだろうな、という気持ちだけは湧いてきた。それを沖に打ち明けたら、同棲していたマンションの存在を知らされてすぐに向かった。どうしても一度話がしたかったんだ。でも、もうもぬけの殻からで……」

　あのマンションは、事故のちょうど三年前くらいに購入したはずだ。マンションの存在自体が、記憶から抜け落ちていたのか。

　でも、あれからマンションに来たの？　そのとき会えていたら、今頃違った未来を歩いていたのだろうか。ううん。結局思い出していないのだから、これでよかったんだ。

　気持ちが激しく揺れ動き、焦点が定まらない。

「ママ。これ、炭酸だったよぉ」

　そこに和宏がオレンジジュースを手に戻ってきて泣きべそをかいている。彼は炭酸が苦手なのだ。

「それじゃあこれは俺が飲むよ。和宏くん、一緒に新しいのを取りに行こう」

　和宏の手からコップを奪った宏希さんは、まるで父親のように優しい笑みを浮かべ、席を立って行ってしまった。

　自然と手をつなぐふたりのうしろ姿を見ていると、胸が震える。同じ血が流れているのに、親子だと打ち明けられないもどかしさで苦しくて息ができない。

　あのときした選択は間違っていたのだろうか。

　けれど……もし妊娠を告白したら、和宏はこの世に誕生しなかったかもしれないのだ。逃げること以外、選ぶ道はなかった。

　和宏が戻ってきてからは笑顔を心がけた。せっかく楽しそうにはしゃいでいるのだから、このひとときだけでも気持ちよく過ごしたい。

「僕、サッカー選手になるんだ」

「先週までは野球選手だったでしょ？」

　自信満々で語る和宏に口を挟むと、宏希さんが白い歯を見せる。

「いいよな。俺だって最初は野球選手で、その次は水泳選手で、そのあとがお医者さんだったんだ。いっぱい夢はあったほうがいい。新しいサッカーボール、プレゼントしようか」

「ホント!?」

「いえっ、結構ですから」

　おそらく公園で蹴っていたのが三百円ほどで買った安いゴム製のボールだったからだろう。遊び道具にお金をかける余裕がない。

「俺がプレゼントしたいんだ」

　宏希さんが言うと、和宏は「やった！」と大喜び。

　オムライスをすっかり平らげたあと、宏希さんが車でアパートまで送ってくれた。

　家を知られたくなかったので最初は断ったが、和宏がもっと一緒にいたいと駄々をこねるので根負けした。宏希さんとの時間がよほど楽しかったようだ。

　アパートの前に車を停めた宏希さんは、運転席から降りてきて和宏を抱き上げた。

「今度はボール持ってくるから。また遊ぼうな」

「うん！　オムライスも食べようね」

「あはは。そうしよう」

　勝手に約束されて困惑した。でも、和宏の笑顔が見られたのは素直にうれしい。

「波多野さん、連絡先教えてくれないかな」

「それは……」

　彼と再びつながるのが怖い。私はまだ宏希さんのことが好き、だから。

「頼む」

「でも、奥さまに悪いですから」

　他の女と――しかも婚約までしていた女と連絡を取りあっているなんて知ったら、私ならいい気はしない。

「俺、独身だよ。彼女もいない。だからその点は心配いらない」

　まさかの事実に驚愕して彼を見つめる。

「退院したあと父に、波多野さんとは付き合っていたけど、事故の直後に別れたいと申し出があったと教えられて……」

　そんなのひどい。私は、彼との別れをあれほど苦しんだのに。

「記憶がない俺には、それを呑むしかなかった。それから他の女性との結婚を迫られたけど、俺が求めている人はその人じゃないとなぜか強く感じた。そしてそれが間違いではなかったと、今日わかった」

　それは、どういう意味？

「俺……記憶がなかったとはいえ、謝っても済まないほど波多野さんを傷つけたと思う」

　和宏が自分の子だと確信したということ？

　そう言われた瞬間、不覚にも涙がこぼれそうになり必死にこらえる。彼に抱き上げられている和宏に見られなくてよかった。

「大切な時間を、どうして忘れてしまったんだ……」

　悔しそうに吐き捨てる宏希さんは、話が呑み込めずキョトンとしている和宏の頭を撫でている。

「和宏くん、また遊ぼうな」

　あきらめたように和宏を下ろした宏希さんを見て、心が大きく動いた。

「メッセージのＩＤでいいですか？」

「……もちろん！」

　宏希さんは目を大きくして一瞬信じられないという顔を見せたが、すぐに笑顔になった。

　もうとっくに型落ちのスマホを取り出し、ＩＤを表示して彼に見せる。すると彼は最新型のスマホにそれを打ち込み、「ありがとう」と切なげな笑みを浮かべた。

「バイバーイ」

　和宏は、彼の車が見えなくなるまで興奮気味に手を振っていた。

「ママ、ボールくれるって！」

「そうだね」

　私は返事をしながらもどこか上の空。

　まだ独身だなんて意外だった。部の予算カットの話はどうなったのだろう。あれから予定通りスポンサー契約を交わしたので、間違いなくお見合いをして結婚に至ったと思っていたのに。

　そんなことを私が考えても無意味か。もう会社にも宏希さんにも関係ないのだから。

「元気出さなきゃ」

　気持ちが沈む自分を戒いましめるよう声に出す。

　和宏の前ではなにがあっても笑顔でいると決めているのだ。




　家に帰って掃除を始めると、スマホの着信ランプが光っているのに気がついた。

「宏希さん……」

　早速メッセージが入っていて、お絵かきをして遊んでいる和宏をチラリと見てからそれを開いた。

【今日はありがとう。楽しかったよ。かずひろくんと約束して連絡先を聞き出すなんてずるいことをしてごめん。でも、やっと会えた波多野さんとのつながりを切りたくなかったんだ】

「やっとって……」

　彼は私を捜していたと言うけれど、本当なのだろうか。

【今日は和宏がお世話になりました。今後はお気になさらず】

　私はあえてそう返事をした。本当は彼とこうしてつながれてうれしいのは私なのに。

【和宏ってこういう字を書くんだね】

　しまった……。

　すぐの返事に心臓がバクッと音を立てる。

〝和宏〟と書くことを彼に知られてしまったことを後悔した。これでは宏希さんの子だと主張しているみたいだ。もう二度と会わないと思っていたので、せめてもと彼の名前から一字もらって名付けたのに。

　返信を見て固まり、指が動かない。するとすぐに次のメッセージが入った。

【来週の日曜。十時にあの公園で待ってる】

　宏希さんはいきなり時間と場所を指定してきた。予定を聞かれたら忙しいと嘘をついて断ろうと思っていたのを、読まれているかのようだ。

【わかりました】

　迷いに迷ってそう返事をした。和宏がお絵かき帳に大きなサッカーボールを描いているからだ。

【楽しみにしているよ。疲れた様子だったから、ゆっくり休んで】

「えっ……」

　疲れた様子って、私のこと？

　途端に涙がにじんでくる。

　和宏をひとりで産み育てると決めてから、立ち止まることなく走り続けてきた。どれだけ走ってもゴールが見えず、本当はヘトヘトだ。でも、弱音を吐けるような人が誰もおらず、こうしていたわってもらえたのは初めてだった。

【ありがとうございます。おやすみなさい】

　送信ボタンを押したあと、スマホを握りしめる。

　優しくて気遣いのできるところは、記憶がなくなる前とまったく変わらない。私が愛した彼そのものだった。




　そして日曜日がやってきた。

　和宏は朝から上機嫌で、いつも休みの日はなかなか目覚めないくせに、六時には起床して「ママ起きて」を連発している。

「まだ早いじゃない」

　やはり疲れがたまっているのか体が重い。

「えー。だって写真のおじちゃんと会えるんだよ」

　その言葉が最初に出てきたのが意外だった。新しいサッカーボールがもらえることを楽しみにしているとばかり思っていたからだ。

「浅海さんっていうのよ」

　さすがに〝おじちゃん〟は失礼かと思いくぎを刺すと、「そっか」と納得している。

「それじゃあ朝ご飯にしよう。なにがいいかな？」

「オムライス！」

「えっ、また？」

　和宏は宏希さんと一緒にレストランに行ってからオムライスばかりリクエストする。それだけ楽しかったということなのかもしれない。

「あっ、やっぱりいいや。オムライスは浅海さんと食べる」

「本気？」

　昼食を一緒に食べる気満々な彼に困る。

　でも……。本当は〝パパ〟でいいはずなのに〝浅海さん〟と呼ばなければならないのが切ない。

「うん！　だから早く公園行こうよ」

「約束は十時よ？」

　と言いつつ、彼のこんなに弾けた笑顔は久しぶりで私もうれしかった。




　テンションが上がった和宏はとても十時まで待つことができず、結局九時過ぎから公園で遊んでいる。もちろん、レーブダッシュのあの靴を履いてだ。

　今までは保育園でお構いなしに汚してきたのに、この靴は汚れないように気をつけている。かなりのお気に入りらしい。

「ママ、パス！」

　さほど広くない公園で、小学生たちが走り回る間に紛れながら、ボールを私のほうに蹴ってよこす。

「おぉ、うまいね。いくよ」

　それを蹴り返すと、和宏の近くにいた小学生が彼に気がつかず背を向けたまま近づいてきた。このままではぶつかる！

「和宏、危ない！」

　叫んだものの、間に合わない！と肩をすくめた瞬間、宏希さんが現れてその小学生との間に体を入れてくれたので、和宏にはぶつからずに済んだ。小学生は倒れたものの「すみません」とひと言口にして離れていく。なんともなかったらしい。

「ありがとうございました」

　駆け寄り宏希さんに頭を下げるが、和宏はなにが起こったのか理解していない様子でキョトンとしている。しかしすぐに「浅海さん！」と顔に喜びが広がった。

「おはよ。待ったかな？」

　宏希さんは和宏に挨拶をしたあと、私に「大丈夫だから」と小声で付け足した。

　そして、和宏を軽々と抱き上げて柔らかな笑みをこぼす。

「ボール、持ってきたぞ」

「ホント？」

「おぉ。ここ、狭いからもう少し広い公園に行こうか？」

「いいの？　森しん林りん公こう園えんがいい！」

　和宏の目がキラキラ輝いている。

　森林公園というのは、ここから車で十五分ほどの場所にある大きな公園だ。保育園の友達は皆こぞって遊びに行くと聞いている。うちは車がないので、和宏は連れていってと言うことはないが、内心うらやましいと思っているのは知っている。

　こんなに物分かりのいい子に育ててしまったことに罪悪感を抱きつつ、宏希さんの申し出がありがたかった。

「了解。波多野さん、いい？」

「はい。よろしくお願いします」

「よーし。行くぞ」

　淡いイエローのシャツ姿の宏希さんは、和宏をヒョイッと肩車してみせる。普段してやれないことを実現してくれる彼が、まぶしいほどだ。

「わー、高い！」

　和宏も大喜びだった。




　彼の車に乗せてもらい森林公園に着くと、和宏は大興奮で駆け出していく。

　宏希さんにもらったレーブダッシュのサッカーボールを持ち、あとを追いかけようとしたら、「俺が行く」と宏希さんがあっという間に和宏に追いついた。そして手をつなぎ、なにやら楽しそうに話している。

　先ほどの公園とは比べ物にならないほど広い芝生広場で、ふたりはすぐにサッカーを始めた。

「お弁当、持ってくればよかった……」

　ここなら木陰でお弁当を広げてもよさそうだと思ったものの、宏希さんをこれほど巻き込んでもいいのかというためらいもある。

　けれども、大はしゃぎをする和宏と、目尻を下げて白い歯を見せる宏希さんを見ていると、胸が熱くなる。

　宏希さんばかりに相手をさせてはいけないと思い近づいていくと、「波多野さんは座ってて」と声をかけられ、首を傾げた。

「疲れてるだろ？　あそこの自販機でジュース買ってきてほしいな。俺はスポーツ飲料、ふたりは好きなもの」

　和宏にボールを蹴り返しながら、ポケットから素早く財布を抜き、丸ごと私に預ける。

「えっ、ジュースくらい私が……」

「今日、連れ出したお詫わび。和宏くん、うまいなぁ」

　和宏から蹴り返されたボールが少しずれたところに行ってしまったのに、彼は褒めながら追いかけていく。

　お詫びって……それはこっちのセリフだ。しかも、ポンと財布ごと渡されて、戸惑いを隠せない。

　しかしこういうところ、ちっとも変わっていない。付き合っていた頃は一緒に買い物に行くと全部支払ってくれたし、支払いのときに自分がいられないとこうして私に財布を預けた。

　記憶は戻っていなくても、生活習慣は変わっていないのかな……。

　厚意をありがたく受けることにして、スポーツ飲料を三本購入して戻ると、和宏は宏希さんに蹴り方のコツを教わっている。

　宏希さん、サッカーできるんだ。彼はたしか野球少年だったはずだけど。

　ふたりの様子を木陰のベンチに座って見ていると、しばらくして和宏がこちらに走ってきた。

「ママ、喉渇いた！」

「浅海さんがジュースを買ってくださったのよ。お礼を言って」

「ありがとう！」

　くるっと振り返り宏希さんに頭を下げる和宏だけど、早く飲みたくてたまらない様子ですぐにこちらを向く。

「ちょっと。お礼は丁寧にしなさい」

「いいよ。ちゃんとありがとう言えたもんな。偉い偉い」

　宏希さんは和宏を甘やかす。

「ママ、開けて！」

　ペットボトルのキャップをまだうまく開けられない和宏は私にせがむが、それを宏希さんがスッと奪った。

「ママ、握力ないから俺がやるよ」

「えっ……」

　彼はすぐにキャップをひねって開け、和宏に渡した。

「波多野さん、どうかした？」

「いえっ」

　私が唖あ然ぜんとしていたからだろうか。宏希さんが不思議そうな顔をする。

『握力ない』って間違いなく言ったよ、ね。

　私はたしかに力がなく、固くて開かない蓋ふたはいつも彼に助けてもらっていた。それを覚えてる？

「あっ、ごちそうさまでした。これ……」

　私が財布を差し出すと彼は受け取り、自分が持っていたボトルのキャップもひねる。

「これくらい。……あれっ」

　そしてスポーツ飲料をじっと見つめたまま動かなくなった。

「俺……波多野さんが握力弱いこと、知ってる」

　私に視線を移した彼は、それから黙ってしばらく考え込んでいる。

　他にもなにか思い出したの？

　一いち縷るの望みにすがりたい私は、ペットボトルをギュッと握りしめて、彼と視線を絡ませていた。

「ごめん」

　しかし彼は悔しそうに唇を噛みしめ、視線をそらす。それ以上は思い出せなかったのだろう。

「はい」

　宏希さんは気持ちを切り替えるようにキャップを開けたボトルを私に渡し、交換した。私の分まで開けてくれたのだ。

「ありがとうございます」

「いえいえ」

　緊張が走った空気を和らげようとしているのか口角を上げる宏希さんは、スポーツ飲料をゴクンと喉に送る。

　私にはない大きな喉ぼとけが上下に動くのが視界に入って、一瞬ドキッとした。

「和宏くん、サッカーうまいね。サッカー選手になれるかも」

　褒められて照れくさいのか、和宏は私に抱きついてくる。

「あおらないでください。本気にしますから」

「いや、やる気が一番さ。サッカーチームに入って練習したらいいのに」

　彼は軽い気持ちで口にしたのだろうけど、経済的にそんな余裕はどこにもない。生きていくだけで精いっぱい。

「ママ、サッカーチーム入りたい」

「……うん。ごめんね。ちょっと無理かも」

　これ以上期待を持たせるとダメだったときのダメージが大きすぎると思い、正直に話す。すると、宏希さんがハッとした表情を見せた。

「和宏くん、俺と練習しよう」

「ホント？」

「そんな、大丈夫ですから。ボールまでいただいて……十分です」

　宏希さんと会うのはこれで最後にしようと思っていた。私たちはもう別の道を歩き始めているのだから、この先、その道が交わることなどない。

「実は、和宏くんがサッカー好きだと聞いて、蹴り方のコツとかドリブルのやり方を勉強してきたんだ。俺もうまくなりたいから一緒に練習しよう」

　和宏のためにわざわざ勉強したの？　真面目な彼ならやりかねないが、仕事ではないのに。

「うん！　また来週もね」

「来週は無理なんだけど、その次の週はどう？」

「ちょっと、浅海さんは和宏みたいに暇じゃないのよ？」

　土日も仕事が入ることもあるのに、勝手なことばかり言って……。しかもまた会ったりしたら、宏希さんの記憶が戻るのではないかという期待が膨らんでしまいそうで怖い。

　慌ててふたりの会話に口を挟んだものの、宏希さんは頬を緩ませて首を横に振っている。

「仕事のときはもちろん言うから、また会ってもらえないだろうか。波多野さんといると、記憶の引き出しが開きそうなんだ」

　私の握力が弱いことを無意識に思い出したからだろうか。空白の時間を取り戻したいという彼の気持ちは理解できる。私だって、歩んできた人生の一部がなかったことになってしまったら悲しいもの。

「でも……」

「お願い」

　強く懇願されて、うなずいていた。

　私が次の約束を強く拒否しなかったのは、彼が過去を取り戻すことに協力したかっただけだろうか。それとも、また宏希さんに会えることがうれしいから？

　激しく揺れ動く自分の気持ちがよくわからなくなった。




　それからまたふたりはサッカーに興じていた。

　宏希さんひとりに子守りを押しつけては悪いと思い交ざろうとしたが、彼は「休んでて」の一辺倒。もしあのまま結婚に至っていたら、こうして役割分担をしながら子育てをしていたんだろうな、なんて思いを馳はせる。

　両親の反対を押し切るために和宏を授かったとはいえ、彼は私との子供を本気で望んでいたし、妊娠を知ったときの喜びようといったら。『やったー！って大声で叫びそうだったよ』と興奮気味に話した姿を、今でも思い出すことができる。

　けれども、妊娠を隠したまま逃げたことは後悔していない。和宏の笑顔がこうして見られるんだもの。

「ママ、滑り台してくる！」

　和宏はサッカーに飽きたようで、宏希さんの手を引いて遊具のほうへと足を進める。私も慌てて続いた。

「これが噂の……」

　保育園で話題になるという滑り台だ。階段はなく、ジャングルジムを上っていく構造。これに上れたことを保育園のお友達が自慢していたと何度聞かされたことか。

「和宏、大丈夫？」

「うん！」

　彼は自信満々だが、私は心配でたまらない。そこそこの高さがあるからだ。

　不安げな視線を向けていると、宏希さんが私に目配せしたあと、和宏のあとに続くようにジャングルジムに足をかけた。

「なるほど……」

　こうして真下からついていけば、もし和宏が足を滑らせても宏希さんが助けられる。しかも、成功すればおそらく自分で上れたという自信になる。だから宏希さんは私に目配せしてきたのではないだろうか。

　母親を四年してきた私より、彼のほうが和宏のことをわかっている気さえする。

　宏希さんのおかげで、それからは安心して見ていられた。

　危なっかしさはあったものの、見事に最上部に到達した和宏は満足げな笑みを浮かべて私に手を振る。

「ママ、すごいでしょ？」

「うん、すごいよ。頑張った」

　我が子の成長を目まの当たりにして、胸がいっぱいになる。

　和宏は、私の知らない間にいろいろなことができるようになっていた。毎日忙しくても、もっとじっくり向き合っていれば、すべての瞬間に立ち会えたかもしれないのに。仕方がないとはいえ少し残念に思っていたので、こうした姿を見られるのは感動的だった。

　それから同じように上りきった宏希さんは、和宏を自分の足の間に入れて長い滑り台を滑り始めた。

「おおおおー」

　想像以上にスピードが出て、和宏が目を丸くしながら雄叫びをあげている。しかし、宏希さんが一緒だからか楽しそうだ。

「うわっ、痛っ」

　滑り終わり、声をあげたのは宏希さんのほうだ。滑り台を勢いよく飛び出したせいで地面に尻もちをついたのだ。

　和宏はうまく立ち上がり、なんでもない顔をしている。

「だ、大丈夫ですか？」

「うん、なんとか」

　バツが悪そうな顔をする宏希さんだけど、それから「あははは」と噴き出した。

「大失敗。和宏くんはうまいなぁ」

「浅海さん、もう一回！」

「ちょっと……」

　強打したようだけど本当に大丈夫？

　慌てて止めに入ったが、宏希さんは「平気だよ」と言って、再び滑りに行ってしまった。

　二度目は着地も見事に。

「あー、おもしろかった」

　これで自慢話の仲間入りができるね、和宏。

「ありがとうございました」

「いやいや。童心に返るっていうの？　病やみつきになりそう」

　クスッと笑みを漏らす宏希さんは、私に視線を合わせながら和宏の頭を撫でた。

「波多野さん、毎日頑張ってるんだね」

「ん？」

「俺なんか今日だけ、しかもまだ二時間も経ってない。それなのに体がバキバキだ」

　たしかに、体力余りある和宏と仕事で疲れた体を引きずるようにして遊ぶのは骨が折れる。けれども、それが子育てというものだ。ただ……こんなふうにねぎらわれては目頭が熱くなる。

「いえっ」

「和宏くん、お腹空かない？　またご飯を一緒に食べようか」

「食べる！」

　即答した和宏は、宏希さんを見上げて両手を伸ばす。抱っこしてほしいときのポーズだ。するとそれがわかったのか、宏希さんは抱き上げた。

　もうすっかりなついた様子に胸が高ぶる。

　このままずっと一緒にいられたらいいのに……なんてふと考え、慌てて打ち消した。




　今日もオムライスを食べたいとねだった和宏のために、宏希さんは先週とは別のファミリーレストランに連れていってくれた。

　私と和宏がオムライスに決めると、宏希さんまでもがそうした。今日はデザートまでつけてもらい、しかもまたごちそうになってしまった。

「本当にありがとうございました」

　十四時過ぎにアパートまで送り届けてもらい頭を下げると、宏希さんは笑顔でうなずく。

「楽しかったなぁ。今度は再来週遊ぼうな」

「うん、サッカーやろうね！」

　和宏の頭を撫でる宏希さんは「うん、約束」と答える。

「また連絡させてもらってもいい？」

「本当にいいんでしょうか」

　またこの楽しい時間を持てたらうれしいが、戸惑いもかなりある。

「もちろん。和宏くん、またね」

　宏希さんは和宏を抱き上げてハグをしてから車に乗り込み、発進させた。

「ママ、また遊んでくれるって！」

「よかったね」

　私は興奮気味の和宏を抱きしめ、宏希さんの車が小さくなるのを見送った。




　宏希さんから連絡が入ったのは、翌々週の水曜日。

【土曜日、大丈夫かな？】

【はい。大丈夫です】

　宏希さんと会えることを指折り数えている和宏を知っている私は、そう返事をした。

　やはり父親が必要なのだろうかと考えさせられるような和宏の気持ちの高ぶりに、驚くとともに罪悪感を覚える。

　父親がいない子にしてしまった私の罪は深い。でも、産まないという選択だけはできなかった。

【よかった。また十時でいい？　今度はアパートまで迎えに行くよ】

【よろしくお願いします】

　宏希さんのメッセージに対し、私からは事務的な言葉の繰り返しばかり。

　本当は、前回会ったあと和宏が興奮して寝つけなかったこととか、保育園であの滑り台を滑った仲間に入れたこととか、伝えたいことがたくさんあるのに。

　しかし、一度書きだしたら感情があふれてきて止まらない気がして、淡々とした返事のみになってしまう。

　お弁当作ろうかな……。

　迎えに来てくれるということは、また森林公園に行くのだろうし。

　和宏はもちろんだが、私自身の気持ちも浮き立っているのに気づき、宏希さんに知られないようにしなくてはと思った。




　そして土曜日がやってきた。

　和宏は相変わらず早起きをして、私がお弁当を作っているのを見て目を輝かせている。

「唐揚げある？」

「あるよ。つまみ食いする？」

「うん！」

　ひとつお皿にのせると、和宏はイスに座って食べ始める。醤しょう油ゆやにんにくで味付けした唐揚げは、彼の大好物なのだ。

　宏希さんもそうだった……。

　最近、ふとした瞬間に宏希さんのことを考えていることに気づいては、慌てて打ち消している。

　揚げ物が終わり、次はたまご焼きを作ろうとしたが、なんだか体が重い。今週はパート仲間のお休みが重なり、それをカバーするのに働き通しで、休む暇がなかったからだろうか。

　顔を洗ったとき、目の下にくっきりとクマが浮き出ていたので、ギョッとした。メイクで隠さなくちゃ。

　宏希さんの前では、少しでもきれいでいたいという女心が残っているらしい。

　なんとかお弁当を仕上げて、残り物で朝食を食べ始めたものの、まったく食欲がない。

　どうしたんだろう……。別に熱があるわけでもないし、やはり疲労のせいかな。

「ママ、これも食べていい？」

「いいよ。どんどん食べてね」

　それでも和宏の笑顔を見ていると、気持ちが上向いた。




　しかし朝食が済んだ頃、勤務先の店長から電話が入った。

『波多野さん、今日午前中出られない？　バイトの子が急に休むって言うから人が足りないんだ』

「今日はちょっと……」

『そこをなんとか。今度のお遊戯会のときは休んでいいからさ』

　店長の頼みは断りにくい。これまでに何度も和宏の急病で休ませてもらっているからだ。

「わかりました。九時半でいいですか？」

『うんうん。十二時まででいいんだ。助かる』

　電話を切ったあと、いつもはだらだらなのにさっさと着替えている和宏の隣に行く。

「和宏、ごめん。ママ、お仕事になっちゃった」

「えー、浅海さんは？」

「また今度にしてもらおう。お昼で帰ってくるから、公園でお弁当を食べようか。ちょっとお留守番できるかな」

　恐る恐る尋ねると、へそを曲げた和宏はプイッと顔をそむけて隣の部屋に行ってしまった。

「ごめんね」

　泣き叫んで抗議したっていいのに、和宏は絶対にしない。彼なりに私が仕事に行かなければならないことを理解しているのだ。

　我慢させてばかりでかわいそうだけど、仕事を失うわけにはいかない。たまには店長の無理も聞かなければ。

　和宏の怒りをひしひしと感じながら、宏希さんにメッセージを送る。

【おはようございます。今日の約束ですが、仕事が入ってしまい、延期していただけませんか？】

【延期は構わないけど、仕事の間、和宏くんは？】

　あまりにもすぐに返信があったので驚いた。まるで待ち構えていたみたいだ。

【午前中だけなので留守番させます】

【ひとりで？】

　私だって本当は心配だ。でも、預けるところもない。

【はい。保育園も土曜の利用は事前申請がいるんです。急で預けるところがないので仕方ありません】

【そうか……。気をつけて行ってきて】

【ありがとうございます】

　それから急いで支度をした。

「和宏、本当にごめんね。できるだけ早く帰ってくるから、そうしたら遊ぼうね」

　ふすまを少し開けてのぞいたけれど、彼はふてくされて布団にくるまっている。

　ひとり親のせいか、和宏は同年代の他の子より大人びているように感じる。甘えたくても甘えられない状況になったり、今日のように我慢させたりすることが申し訳なくてたまらない。でも、働かなければ生きていけない。

「和宏。キッチンには近づかないでね。誰かが来てもカギを開けちゃダメ。本当にごめん。行ってくるね」

　私はうしろ髪を引かれる思いで家を出た。




　土曜日のせいか朝からお客さんが多い。

　必死に接客をこなしていたが、なぜか頭がふわふわする。こんなことは初めてだ。

　けれどもその日、午前中だけでレーブダッシュの靴が四足も売れてうれしかった。

　十二時きっかりに仕事を終えて、自転車で家路を急ぐ。その間も体が自分のものではないような不思議な感覚に襲われていた。

　アパートの前に到着すると、黒の高級車が停まっている。

「宏希さん？」

　階段を二階まで駆け上がったが、息が切れてクラッとした。

　なんとか部屋までたどり着きカギを開ければ、大きな男性物の靴がそろえて置いてあり、和宏の笑い声が広がっている。

「ママ！」

「どうして……」

　そこにいたのはやはり宏希さんだ。

「勝手にごめん。和宏くんひとりだとやっぱり心配で」

　彼が立ち上がって私のほうに歩いてきたのが見えたものの、天井がグルグル回りだして靴を脱ぐ前に倒れ込んでしまった。

「忍！　どうした？」

　すぐに宏希さんが抱きかかえてくれたが、目が回って吐きそうだ。

「和宏くん。ママを病院に連れていく。和宏くんも靴履いて」

「うん」

「忍。頑張れ」

　忍って呼んだ？　私のことを、あの頃と同じ呼び方で……。

　意識がもうろうとしているのに、それがうれしいだなんて。

　宏希さんは私を抱き上げ、和宏についてくるように言い聞かせている。

　それからはぷっつりと記憶が途絶えた。




　鼻び孔こうを刺激する消毒の匂いにふと目を開けると、真っ白な天井が飛び込んでくる。

「あれ……」

「よかった。気分はどう？」

　私の顔をのぞき込んだのは宏希さんだった。

　隣に温もりを感じて視線を向けると、同じベッドで和宏が眠っている。そして私の左腕には点滴がつながれている。どうやらここは病院らしい。

　私……倒れたんだ。

「大丈夫です」

「過労だろうって。ずっと顔色が悪いと思ってたんだ。腕もこんなに細くて、折れてしまいそうだ」

　彼は私の左手を握る。

「すみません。ご迷惑をおかけしました」

「迷惑なんて全然。和宏くん、本当にいい子で。でも、波多野さんが倒れて不安だったのか泣きだしてね。泣き疲れて寝てしまった」

　そうだったのか。めったに泣かない子なのに。

「ごめんね、和宏」

　和宏の頭を撫でながら謝った。

　けれど、また呼び方が〝波多野さん〟に戻っていて、寂しく感じる。もう私の人生には関係のない人だとわかっていても。

「スポーツ用品店に勤めているんだよね」

「どうしてそれを……」

　勤務先のことなんてひと言も伝えていないのに。和宏が話したの？

「実は、公園で会ったのも偶然じゃないというか……。ずっと波多野さんのことが気になって捜していたんだ。そうしたら、リテール営業のヤツが店で波多野さんらしき人を見かけたって言うから」

　そうだったんだ。

　たしかに、店には様々なメーカーが出入りしているので、レーブダッシュの営業も来たことがあるかもしれない。しかし、対応するのは店長なので私は知らなかった。

「それで店を訪ねたら、波多野という名前の従業員はたしかにいるけど今日は休みだと言われてね。でも、近くに住んでいるんじゃないかと思ったら、いてもたってもいられなくなって、人が集まりそうなスーパーなんかを捜し回っていた」

　どこに住んでいるのかもわからないのに、なりふり構わず捜してくれていたとは驚きだ。

「さすがに無茶かと思ってたけど、たまたま通りかかった公園で見つけたときは、神さまって本当にいるんだと感謝したよ」

　土日は和宏と公園にいる確率が高いとはいえ、あのとき再会できたのは、とんでもなく低い確率の偶然だったと知った。

「うれしかったな。波多野さんがレーブダッシュの商品を売ってくれてると知ったときも、和宏くんが俺たちの開発したシューズを履いているのを見たときも、最高に」

「それは……」

　未練がましいと思われただろうか。

「だけど、こんな……」

　彼は唇を噛みしめて苦しげな表情を見せる。

「体を壊すまで働いたらダメだ。和宏くんのためなのはわかってる。でも、自分も大切にして」

　そんな優しい言葉に目頭が熱くなる。

　しかし、和宏を一人前にしなければ。私が産むと決めたのだから。

「俺の子、だよね」

　ストレートに尋ねられて動揺で目が泳ぐ。

「違います」

　はいと告白したい衝動に駆られたが、お父さまの『宏希は責任感が強いですから、お付き合いをしたからには結婚しなければと思ったんでしょうね』という言葉を思い出してこらえた。

　私の記憶がないのに、自分が妊娠させたと自責の念に駆られているのなら、それは違う。いや、まだ彼のことを愛している私には、責任感だけでつながるなんて虚しくて耐えられない。

「波多野さんのことを思い出したくて必死に記憶をたどっても、どうしてもあの頃のことは出てこない。それなのに、波多野さんを公園で見つけたとき、ここがすごく苦しくなったんだ」

　宏希さんは自分の胸をトンと叩く。

「最後のメールを見たときもそうだった。仕事について淡々と書かれていただけなのに、脳の中の引き出しが開きそうで開かなくて、すごく苦しくて。でも、これらの仕事をきっと波多野さんと楽しくやったんだろうなと感じた」

　その通りだ。簡単ではない案件もたくさんあったが、彼と一緒ならいつも楽しかった。

「そうですね。浅海さんとの仕事はとても楽しかったです。ですが、過去の話です」

　少し強めの口調で言ったのは、彼にすがりたくなる自分の気持ちを戒めるためだ。

　すると彼は眉根を寄せ、困惑の表情を浮かべた。

「お見合い相手の方と結婚されなくて大丈夫だったんですか？」

「あぁ。お相手も、俺が記憶を失っていると知って尻込みしたみたいだ。まあ、脳にダメージを受けたから、この先どうなるかわからないとは吹き込んだけど」

　なるほど。あちらから断るように仕向けたということか。

「策士、ですね」

　仕事ではそうだった。緻密な計算をして、相手が反論できる隙を潰してから行動に移す。それが彼の戦略だった。

　でも、私の前では違った。なんの計算もなく、楽しいときには大きな口を開けて笑い、悔しいときには顔をしかめて肩を落とした。そして……いつも私に愛をささやいた。

「仕事ならどれだけでも冷静になれる」

「仕事？」

「そう。あの結婚話は仕事だろ？　結婚するなら、気持ちが止められなくなるほど本気で愛した人としたい」

　彼は私に真摯な視線を注ぐ。その視線があまりに強くて思わずそらした。

「波多野さん、俺ともう一度始めてくれないか」

　思いがけない提案に目を瞠る。

「俺……波多野さんとなら、そんな恋ができる気がするんだ」

　どうしてそんなことを言うの？　必死になって忘れようとしてきたのに、どうして……。

「私は……和宏がいればいい」

　あとになってやっぱり無理でしたなんて言われたら、もう耐えられない。

「どうして？」

「浅海さんは、和宏が自分の子かもしれないと疑って、責任を取りたいだけです。そんな押しつけがましい愛はいりません」

　また一緒にいられるなら、本当はそれでもいい。しかし、彼の責任感の強さにつけ込んで、記憶のない宏希さんに私たちのことを背負わせても、彼が幸せになれない。

「ごめん」

　彼はそれきり黙り込む。

　そして私は泣きたいのを必死にこらえた。

　しばらく沈黙が続き、点滴の液剤がポタポタと落ちてくる様子をボーッと眺めていた。今はなにも考えたくない。彼ともう一度始めたいという気持ちがあふれてしまいそうで怖い。

「家政婦の仕事に興味はない？」

「家政婦？」

　唐突すぎる質問に首を傾げる。

「今のスポーツ用品店以上の給料は保証する。住み込みで家賃もいらないし、和宏くんと一緒で構わない」

　和宏と一緒？

「そんな仕事、あるんですか？」

　ずっと和宏に寂しい思いをさせていると胸を痛めていた私は、食いついてしまった。

「うん。俺のマンション」

「浅海さんの？」

「そう。一緒に住んでいたんだよね。だから勝手もわかるだろ？」

　あのマンションにまだ住んでいるの？　売ったんじゃなかったの？

「実は……まだ波多野さんの荷物がたくさん残ってるんだ」

「捨てなかったんですか？」

「あぁ。正確には捨てられなかった。波多野さんの置いていったものを見ていると、なんというか……たまらない気持ちになる。うまく言えないけど、ホッとするというか胸がいっぱいになるというか。たくさんの感情が流れ込んでくる」

　驚きばかりで拍動が速まりっぱなしだ。

「家事全般をお願いできれば、あとはどう過ごしてもらってもいい。和宏くんと遊びに出かけてもいいし、もちろん、マンションから幼稚園に通わせても」

　こんないい条件、他には絶対にない。飛びつきたいところだけど、やっぱり無理だ。近くにいたら、愛が欲しくなってしまう。

　自分にこれほど未練が残っていたなんて驚きだった。

「これは仕事の依頼だ」

　落ち着き払った声で言われ、涙の跡を頬に残した和宏を見つめる。

　彼の提案に乗れたらどれだけいいか。もう和宏をこんなふうに泣かさずに済む。でも、宏希さんの近くにいたら、きっと苦しくなる。

「そうしてくれないか？　今日はたまたま俺がいたからいいようなものの、また同じようなことがあったらどうする？」

「それは……」

　たしかに和宏ひとりでは助けを呼ぶこともできないし、そんなことになれば余計な不安を与えてしまうだろう。

「仕事だと割り切ってくれていい」

　仕事だと線を引けるだろうか。宏希さんではなく、私が。

　それからしばらく黙って考えていた。しかし、隣で眠る和宏が身じろぎしたとき、気持ちが決まった。

　今日のように私の都合ばかり気にしておどおどし、我慢をして口を閉ざすようなことがないようにしてあげたい。

「よろしく、お願いします」

　突然口を開いたせいか、宏希さんは目を丸くしている。

「よかった……。波多野さんのオムライス、楽しみにしてる」

「いえっ、もっとちゃんとしたものを作ります」

「いや。食事も和宏くんに合わせてくれていい。すごく優しい子に育ってるね。さっきも『ママは僕のために頑張ってるのに怒っちゃった』って何度も俺に訴えて……」

　和宏がそんなことを？

　罪悪感で胸が引き裂かれそうだ。

「けど、俺言ったんだ。ママは和宏くんのために頑張るのがうれしいんだよって。だから、なにも心配いらないって」

「浅海さん……」

　胸に熱いものがこみ上げてきて、目尻から涙がこぼれていく。すると彼はそれを指で拭った。

「波多野さんも和宏くんも頑張ってきたんだ。昔の同僚としてでいい。俺にも少し手伝わせてくれないか？」

　同僚が私たちを救うなんておかしい。でも、彼の申し出が温かくて、ありがたくて……私はうなずいた。

　まさかこんな日がやってくるなんて。

　胸がいっぱいになり、流れ出る涙を拭っていると、和宏がパチッと目を覚ました。

「ママ！」

「和宏。心配かけてごめんね」

　ギューッと抱きついてくる和宏は、口をへの字にして泣きそうな顔をしている。

「ママ、死んじゃ嫌！」

「大丈夫。和宏と一緒に生きるんだから、死んだりしないよ」

　私は彼を強く抱きしめて言った。

「和宏くん、ママはもう大丈夫。俺の家に来て一緒に暮らさない？」

「浅海さんの？」

　戸惑うかもしれないと思っていた和宏の顔に喜びが広がるのを見て、この選択は間違っていなかったと感じた。

「そう。ママには今のお仕事の代わりに、俺の家のお掃除とご飯を作るお願いをしたんだ。和宏くんはママとずっと一緒にいられる。でも、今の保育園は遠くなるから、違うところに行かなくちゃいけなくなるかもしれないけど……」

「いいよ！　ママと一緒にいられるならいい！」

　興奮気味にベッドの上で飛び跳ねる和宏を、宏希さんは抱いて下ろした。

「ママ、まだ点滴があるから、少し外で遊ぼうか」

「うん！」

「浅海さん、もう大丈――」

　悪いと思い断ろうとすると、彼は口の前に人差し指を立てて制する。

「こういうときは、ありがとうがいいかな」

「……はい。ありがとう、ございます」

　私の返事に頬を緩めた彼は、和宏と手をつないで出ていった。










サプライズは感動の嵐




　それから二週間。

　ゴールデンウイーク中に身の回りの片付けを済ませて、宏希さんのマンションに転がり込んだ。

　久しぶりの部屋はなにひとつ変わっておらず、あの頃の楽しかった思い出があふれてきそうになる。ここで私たち親子三人の歴史を始めるはずだったのにと考えると、胸が痛くもなった。

　彼が住むタワーマンションはかなり広く、使っていなかった部屋に私たちのためのベッドやテレビまで準備してくれていると知ったときは驚いた。しかも、住み込みを提案したのは自分だからと、その費用すら受け取ろうとはしない。

　引っ越し当日は時間もなくて、夕食はオムライスのみ。宏希さんは疲れただろうからデリバリーでも頼もうと提案してくれたが、和宏から宏希さんと一緒に私の作ったオムライスをどうしても食べたいとせがまれたのだ。

　上にのせたふわふわのたまごにナイフを入れると、ふたりが同じタイミングで「おぉ」と声をあげるのがおかしかった。

　しかも記憶がないはずの宏希さんが、ひと口食べて「懐かしい味だ」とつぶやいたときはドキッとした。もしかして、こうして一緒に暮らしていたらいつか私との過去を思い出すんじゃないかなんて淡い期待を抱いたりして。

　夕食のあとは、宏希さんが和宏をお風呂に入れてくれて至れり尽くせり。私は父親のように振る舞う宏希さんの姿を見ては、瞳を潤ませていた。




　お風呂から上がり、興奮しすぎてコテンと眠った和宏を寝室に残して、私はリビングに向かった。宏希さんはソファに座ってなにやら書類を手にしている。

「浅海さん、本当にありがとうございました。これから、よろしくお願いします」

　深々と頭を下げると「こちらこそ」と微ほほ笑えんでいる。

「コーヒーでもお淹いれしましょうか？　あっ、紅茶がいいですね」

「紅茶……」

　彼は私の発言を聞き、視線を宙に舞わせる。

「すみません。コーヒーがよかったでしょうか？」

「いや。頭になにかが浮かんだ気がして。紅茶に思い出があるのか……」

　それを聞き、心臓がドクッと跳ねた。カギのかかった記憶の引き出しが、カタカタと音を立てている気がしたからだ。

「会社ではコーヒーばかりでしたので、家では紅茶を飲むことが多かったんです。疲れたときはアールグレイにほんの少しはちみつを垂らして」

　はちみつには疲労回復の効果があると聞き、そうしていた。

「そうだったのか。お願いできる？」

「はい」

　うれしそうに微笑む宏希さんの姿に、胸が熱くなる。

　キッチンではちみつを入れたアールグレイの紅茶を淹れて戻り、テーブルに置くと、彼はすぐさまひと口飲んでいる。

「はー、うまい」

「大げさですよ」

　でも、彼はこういう人だった。私が作る料理や飲み物をいつもおいしそうに口にしていた。

「あの……これをお返ししたいのですが」

　私は床に正座をして、ポケットから封の開いていない茶封筒を取り出し、テーブルに置いた。

「これはなに？」

　彼は手にして首をひねる。

「ここを出ていくときに、お父さまからいただいたものです。でもお返しします」

　一旦は和宏のためにと受け取ったが、どうしても手をつけられなかった。和宏の病気で仕事を休まざるを得ず、給料が少なくて大変だったときも。これを使うということは、それまでの宏希さんとの関係を汚すような気がしたからだ。

　私の言葉にハッとした様子の彼は、すぐさま封を開けている。そして出てきた札束に大きなため息をついた。

「父が、申し訳ないことをした」

「いえっ、謝ってほしいわけじゃないんです」

　これが手切れ金だと気づいた彼が、悲痛の面持ちなので焦る。

「いや、どれだけ波多野さんにつらい思いをさせたんだろうね、俺は」

「違いますよ。つらかったのは浅海さんです」

　彼と再会するまでは自分ばかりが大変な思いをしていると勘違いしていた。しかし、記憶を失って一番苦しかったのは宏希さんだ。

「波多野さんは……和宏くんを守ってくれたんだね」

「え……」

　言葉に詰まる。

　彼は、私が妊娠を隠して去ったことに間違いなく勘づいている。

「おかげで、あんなにかわいい子に会えた。ありがとう」

　まだ彼の子だと認めたわけではないのに、瞳を潤ませる宏希さんを見ていると、うなずきそうになる。しかも、黙って和宏を産んだことを否定せず、喜んでいるとわかって安堵した。

　それから隣に座るように促され、緊張しながらもふたりで紅茶を楽しむことにした。

　あの頃の日常が戻ってきたと錯覚してしまいそうで胸がいっぱいになる。

　せっかくこんな時間を再び持てたのだから、笑顔で満喫しよう。

「はちみつ、なかなかいいね」

「はい。あれっ、これは……？」

　ふと彼が手にしていた書類が目にとまり、声が漏れる。そこに載っていたのが、かつて私たちが契約を目論んでいた競泳の選手だったからだ。着々と記録を伸ばしていたけれど、ケガをしてから記録が落ちて、契約も頓とん挫ざした。その後引退したはずだ。

「この選手と契約することになりそうなんだ。波多野さんも関わっていたよね？」

「はい。でも、ケガをして一線を退いたんじゃ……」

「最近、テレビは見ないの？」

「忙しくてなかなか」

「そっか……」

　彼はそれから書類を何枚かめくった。

「日本選手権優勝？」

　まさか復帰しただけでなく、日本一に輝いていたとは。

「そう。ケガを克服して復活したんだよ。オリンピックでメダルも期待されている。波多野さん、俺にこの選手には伸びしろがあると言っていたそうだね」

「そうです」

「部長が、波多野には先見の明がある。波多野の言うことはいつも正しいと自慢げに吹聴していたよ」

　それはきっと、宏希さんが私の情報収集能力を部長に何度も訴えてくれたからだろう。

「それにその頃、水着の開発のためにたくさんの選手から情報を聞き出して、全部まとめてくれていたよね」

「はい」

「あの水着、ついにできたよ。次のオリンピックでたくさんの選手に使ってもらえるように手を打っているところだ」

　自然と口元が緩む。

　私たちの仕事は、他の部署のようにすぐに売り上げがドカンと上がるものではなかった。水面下で地道に交渉を続けたり情報収集をしたりして、何年後かにようやく花咲くような仕事ばかり。その分、よい結果を聞けたときは飛び上がるほどうれしい。

「波多野さんと一緒に喜びたかったと、皆残念がっていたよ。なあ、もしかして親父に退職を迫られた？」

　そこまで気づいているの？

　宏希さんとお父さまとの関係をあまりこじらせてほしくなくて否定も肯定もしなかったけれど、私の表情でそうだと確信したようだ。彼は首を垂れる。

「ごめん。本当にひどいことを……」

「いいんです。営業統括部の皆さんの苦労が報われたなら、それで……」

　もうそれで十分。

　彼の眉間に深いシワが寄っているので、私は笑顔を作って答えた。

「波多野さんは、昔からそうだったんだろうね。自分の手柄も、全部営業のおかげだと笑っているような人だったって、沖が言ってた」

　沖さんがそんなことを……？

　照れくさくて、視線を紅茶に落として話を変える。

「取締役に就任されたと小耳に挟みましたけど、この仕事にも携わっているんですか？」

「親父は軽んじるけど、営業統括部は我が社の要なんだ。今は専務と部長を兼任している」

「そうだったんですね」

　彼は努力も才能も一流の人。きっとこの先、レーブダッシュをけん引していくだろう。

「波多野さん、戻ってこない？」

「えっ？」

「まだ和宏くんが小さいから、今じゃなくてもいい。波多野さんがいなくなってから、皆『波多野さんに聞けばすぐにわかるのに』が口癖で、どれだけ存在が大きかったか気づいた」

　まさか。私はただのサポート要員だったのに。

「俺、自分が波多野さんに恋していたのがどうしてなのかわかった気がしたんだ。縁の下の力持ちで出しゃばりもせず、コツコツ努力を重ねるような人だったんだろうなって」

「それは過大評価です」

「いや。その痕跡は波多野さんのパソコンの中にあった。誰も見たことすらない資料が詰まっていて、こんなに調べていたのかと皆驚いていたよ」

　実際に走り回っていたのは営業の人たちなのに、少しは役に立てていたのかなと思うと感慨深い。

「ありがとうございます」

「いつか育児が落ち着いたら考えてみて。波多野さんのような社員が必要なんだ」

　優しい言葉は、疲れ切っていた心に潤いをくれる。

　久しぶりに心休まるひとときを過ごした。




　翌日、和宏は朝から絶好調。

「浅海さん、おはよー。朝だよ。起きなさい！」

　いつもお寝坊さんのくせして、宏希さんを起こすという役割を与えたら張り切っている。しかも、命令口調で寝室のドアをドンドン叩く音がキッチンにいる私のところまで聞こえてきて、目が点になった。一方でそれが和宏を起こすときの私の口調そのものなので、よく聞いているんだなと噴き出した。

「和宏。浅海さんは疲れてるの。もっと優しく起こして」

「だってママも疲れてるのに起きてるでしょ？」

　慌てて寝室の前まで行きたしなめるも、彼は当たり前の顔をして言う。

「和宏くんおはよう。その通りだ。ママは偉いなぁ」

　部屋から出てきた宏希さんは、和宏を抱き上げてそう口にする。

　まるで家族団らんのような光景に頬が緩んだ。

　それから三人で朝食だ。家政婦として雇われているのに、こうして同じ食卓を囲ませてもらえるのはありがたい。

　宏希さんも和宏も納豆が大好物。ふたりは同じタイミンクで納豆に手を出し、同じように混ぜ始めた。

「和宏くんも納豆食べるんだね」

「うん、大好き！」

　和宏の元気な返事に宏希さんは目を細めている。こんな日が来るとは思ってもいなかった。

「今日は、幼稚園？」

「はい。ご挨拶と入園の説明を聞きに行ってきます」

　幼稚園の手配も宏希さんがしてくれた。感謝の気持ちでいっぱいだ。

「かっこいい制服があるんだぞ」

「僕、制服初めて！」

　保育園は私服にスモックだったので制服に憧れがあるようだ。でも、制服も体操服もカバンも園の指定があり、しかも保育料も高くなるのでかなりの出費になる。

　当初は今まで通り保育園を考えていたが待機児童だらけで、おまけに宏希さんの厚意で家にいられることもあり、幼稚園に決めた。

「楽しみだな」

　宏希さんは大きな手を伸ばして和宏の頭を撫でた。




「行ってらっしゃい」

　宏希さんの出勤を玄関で見送るのが不思議。以前は一緒にここから会社に向かっていた。

「行ってきます。波多野さん、和宏くんの入園に必要なもの一式、俺がそろえるから心配しないで」

「そんなことまでしていただかなくても」

　私、不安が顔に出ていただろうか。

「かわいい子は甘やかしたいんだよ。それじゃ」

　彼は笑みを残して行ってしまった。

　住居を貸してくれて給料まで出してもらう上に、和宏のものまでそろえてもらうなんて甘えすぎだ。

　そりゃあ、レーブダッシュのように大きな会社の後継ぎなら、お金に不自由はしていないだろう。このマンションは多分一億円はするし、彼が乗っている車も高級車だ。以前からスーツは一流テーラーに仕立ててもらったオーダーメイドを着ているし、部屋にそろえられている調度品もこだわりの輸入品ばかり。

　でも、納豆やオムライスのような素朴な食べ物が好きで、突然コンビニのデザートにはまったりする不思議な人。一緒にいるとごく普通の感覚を持っているのがわかるし、だからこそ私も素でいられた。

　しかし、時々こうした瞬間に違う世界の人だと思わされる。

　いいのかな。

　もしあのまま結婚していれば、和宏は宏希さんの息子として、何不自由なく暮らしていたはずだった。私はともかく、和宏には引け目を感じない生活をさせてやるべきなのかもしれない。

「ママー、用意できたよ！」

　私のところに駆け寄ってきた和宏の足元を見ると、片方ずつ違う靴下を履いている。

「あはは。これとこれ、おそろいじゃないね」

「あっ、間違えた！」

　タタッと戻っていく和宏がいつもの何割増しもの弾けた笑みを見せている気がして、宏希さんに甘えてみようかなと思った。




　無事に入園手続きを済ませ、その二日後の土曜日に制服を買いに行くことにした。

　幼稚園は月曜に初登園の予定だ。

　和宏は朝からウキウキで、広いリビングをグルグル走り回っている。

「和宏、下の人に迷惑だから静かにね」

「はーい」

　アパートはかなり音が響くので、小さな頃からよく言い聞かせていた。だからか、これまではあまり騒ぐこともなかったのに。買い物に行けるのがよほどうれしいに違いない。

「和宏くん、おはよ。早いな」

　八時近くになって宏希さんが起きてきた。休日はゆっくりめの起床が多かったのに、起こしてしまったかもしれない。

「すみません、うるさかったですよね」

「いや、寝すぎた。約束だもんな」

「約束？」

　また遊びに行く約束でもしたの？

　聞いていないけど……と思い首を傾げていると、和宏は宏希さんに抱きついた。

「早くデパート行こうよ」

「うん。でも、十時からしかやってないぞ」

　もしかして、買い物に付き合ってくれるの？

『俺がそろえる』と言っていたが、一緒に買いに行ってくれるとは。しかも私の知らないところで約束をしていたなんて驚いた。

「和宏、宏希さんは忙しいんだから、振り回しちゃダメよ」

「宏希さんって誰？」

　和宏が私を見つめて不思議そうな顔。

　しまった。ついくせで……。

「あ、浅海さんだった……。毎日遅くまでお仕事してるんだから、お休みは休憩するためにあるの」

　慌てて早口でまくし立てたあとチラッと宏希さんに視線を送ると、彼は少し驚いた様子で私を見つめている。

「いいよ。約束だったもんな。和宏くん、自分で着替えられるかな？」

「うん！」

　まだパジャマ姿だった和宏に宏希さんが声をかけると、和宏はドタバタとリビングを飛び出していった。

「すみません。うるさい上に、お休みまで奪ってしまって……」

　なんとなく気まずくてうつむき加減で言うと、彼は数歩足を進めて私の前に立つ。

「楽しんでるから心配いらないよ。俺……そう呼ばれてたんだね」

　追及された瞬間、彼への未練を見破られた気がして息苦しくなる。

「波多野さん。俺はなんて呼んでた？」

　倒れたとき、『忍』と呼ばれたが、無意識だったのかな。

「……忍、と」

「そうか……。もう一度、宏希と呼んでくれないだろうか。呼ばれた瞬間、胸の奥のほうがカーッと熱くなって……」

　記憶がよみがえってきているのだろうか。

「……宏希、さん」

「忍」

　あの頃と同じように、張りのあるバリトンボイスで名前を呼ばれて、拍動が激しくなる。

　なにか思い出したの？

　期待いっぱいで彼を見上げたが、どうやら違ったようだ。彼は唇を噛みしめていた。

「ごめん。図々しいお願いを……」

「とんでもないです。朝食にしましょう」

　妙に恥ずかしくなった私は、すぐに視線をそらしてキッチンに戻った。

　三人で囲む食卓はにぎやかで楽しい。今朝は、フレンチトーストとツナサラダ、そしてコーンスープを並べた。

「うまいなぁ。波多野さんの作った飯はなんでもうまいね」

　簡単なものなのに大げさに褒めてくれる宏希さんは、口の周りに牛乳のひげをつけた和宏を愛おしそうな目で見つめている。

「うん！　僕はオムライスと唐揚げが好き！」

「おっ、一緒」

　適当に話を合わせているのかと思いきや、「隠し味のにんにくがたまらない」と漏らしている。

　宏希さんは、私が倒れた日に作ったお弁当を、和宏と一緒につまみ食いしたらしい。

「今晩、唐揚げにしようか？」

「うーん。今日はダメ」

　和宏はいつも唐揚げだと大喜びするのに、まさかの拒否。どうしたんだろう。

「オムライスがよかった？」

「今日はね――」

「早く食べないと全部食べちゃうぞ」

　宏希さんが子供のような無邪気な笑みを浮かべ、和宏の皿のフレンチトーストに手を伸ばすふりをした。

「僕のだもん！」

「あはは。和宏くんのママの料理がおいしくてつい」

　宏希さんは笑い飛ばしているが、和宏の発言をわざと遮ったような……？　けれども、どうしてなのかはわからなかった。




　それからお言葉に甘えて宏希さんの車に乗り込み、『東とう郷ごう百貨店』に向かった。

　デパートなんて何年ぶりだろう。和宏が生まれてからは一度も来ていない。

「わー、変わってる……」

　一階の化粧品売り場も様変わりしていて驚く。私がよく購入していた『ドゥシャイン』というメーカーのブースが一番目立つ場所にある。

「店舗改装したからね」

　宏希さんはそう教えてくれた。

　そういえば、ここの上層階にあるスポーツ用品売り場でもレーブダッシュの商品を扱っているはずだ。リテール営業部の管轄なのでよくは知らないのだけど。

「えぇっと、制服売り場は……八階だって」

　宏希さんがフロアガイドを手にして調べている。

「早く行こうよ！」

　和宏は宏希さんの手を引き、焦るようにエレベーターのボタンを押した。

　こうして手をつなぐことにもすっかり抵抗なく――最初からなかったような気もするが――傍から見れば本当の親子にしか見えない。

　私が親子のような振る舞いを目の当たりにして胸を熱くしていることをふたりは知らない。

　制服売り場は、季節外れのためか比較的空いていた。高校の制服が多い中、幼稚園の制服を出してもらって試着することに。ところが、和宏と一緒に試着室に入ろうとすると拒否されてしまった。

「僕、ひとりでできるもん」

　ひとりでやりたい病が発症した。喜ばしいことではあるが、着替えに時間がかかりすぎるので、店員に迷惑がかかっては申し訳ない。

　どうしたものかと私が迷っていると、宏希さんが心の中を読んだかのような質問を店員に投げかけてくれる。

「申し訳ありません。念願の制服でテンションが上がっていて、ひとりで着替えさせてやってもいいですか？」

「もちろんですよ。今日は空いていますし、慌てなくても大丈夫です。かわいらしいですね」

　優しい言葉に安堵しつつ、店員さんに頭を下げた。

　試着室のカーテンがもぞもぞと揺れる。下の隙間からズボンを脱いだのはわかったが、なかなか出てこない。

　しびれを切らした私がカーテンに手をかけようとしたら、宏希さんに止められた。

「もう少し待ってあげよう。きっと和宏くんは階段をひとつ上っている最中なんだよ」

　私より親らしいことを口にするので驚きはしたが、その通りかもしれない。なにもできなかった赤ちゃんから、ボタンがいっぱいの制服をこうしてひとりで着られるようになったのだから、喜ばなくては。

「はい」

「その間に体操服を選んでおこう」

　試着室の前を離れ、私たちは別の棚に向かった。

「小さいね。俺もこんなの着てたのかな」

　見本の上着を手にした宏希さんは目を細めている。

「少し大きめを買います。すぐに大きくなるんです」

「そっか。一枚ずつでいいんだっけ？」

「はい。帰ってきてから洗えば大丈夫かと」

　運動会の前などは毎日汚すので二枚あったほうがいいとは言われたが、制服も高いし……。

「翌日も必要だったら大変じゃないか。二枚ずつにしよう」

「でも……」

「今までクタクタになるまで頑張ってきたんだろ？　手抜きできることはしてほしい。それに、俺にもなにかさせてほしいんだ」

　彼は私を泣かせたいのかな？

　優しい言葉をかけられると目頭が熱くなってしまう。

　宏希さんが父親だとカミングアウトしたわけではないのに、もうひとりで頑張らなくてもいいんだと思えて、胸がいっぱいになる。

「すみません。ありがとうございます」

「うん。これがカバンか。弁当しか入らないサイズだな」

　次に小さなカバンを手にしてクスクス笑っている。その様子があまりに楽しそうで、私も頬が緩んだ。

　そうこうしているうちに、試着室のカーテンが開いた。

「ママ、すごいでしょ！」

　ズボンからシャツが出ているのはご愛あい嬌きょう。でも、シャツのボタンを掛け違えることなく着られている。

　制服は、白いシャツにタータンチェックの半ズボン。それに紺のブレザーを着る。

　大人顔負けのかっこよさで、大喜びの和宏は鼻息が荒い。

「こちら、ジャケットになります」

　店員に渡されて彼に羽織らせると、これまた一生懸命ボタンをはめた。

「和宏くん、すごくかっこいい」

「浅海さんみたいだね！」

　ニターと笑う和宏が、宏希さんのスーツ姿に憧れていることを初めて知った。

「そうだな。このサイズでいい？」

「はい」

　ひとつ大きめを選んだので袖は長いが、よく似合っている。

　それから夏服も注文して、たくさんになった荷物を宏希さんが車に運んでくれた。

「本当にありがとうございます。助かりました」

　制服だけ甘えるつもりだったのに、結局すべて支払わせてしまった。

「気にしないで。俺までテンションが上がったよ。かっこよかったからいいよな」

　彼は和宏に微笑みかけている。

「うん！」

「うんじゃなくて、ありがとうございますでしょ！」

　調子に乗る和宏をたしなめると、「えへへ」と笑って、宏希さんを見上げた。

「浅海さん、ありがとう」

「どういたしまして。ちゃんとお礼が言えて偉いね」

　宏希さんはことあるごとに和宏を褒める。忙しい私が忘れがちだった、褒めるということを思い出させてくれた。

　それから車に乗って帰るのかと思いきや、ふたりはなにやら目配せして笑い合っている。どうしたのだろう。

「ママ、行こう」

「えっ、どこに？」

　突然和宏に手を引かれ、再び百貨店に戻っていく。宏希さんもなにも言わずについてきた。

　そして一階に入ると……。

「波多野さん、化粧品はいつも決めているブランドがある？」

「化粧品？　えっと、以前はドゥシャインを使っていましたけど、今はお安いものを……」

　質問の意図がわからなかったが正直に答えた。

「ドゥシャイン……ってここだ」

　目の前にあるドゥシャインのブースに、今度は宏希さんが私の背中を押して促す。

「ん？」

「すみません。彼女に似合いそうな商品を見繕ってメイクしていただけますか？　あとで彼女が気に入ったものをいただきます。あと、なんだっけ……化粧水とか？　必要なものも一式ください」

「はっ？」

　ドゥシャインで一式そろえたら何万円かかるかわからないのだから、おかしな声も出る。

「かしこまりました。こちらにどうぞ」

「いえっ。ちょっ……」

　なにが起こっているの？

「俺は和宏くんを連れておもちゃ売り場に行ってるから、メイクが終わったらメッセージ入れて」

「そうじゃなくて……。えっ」

　戸惑う私を残して、ふたりは手をつないで去っていく。

「お優しい旦那さまですね」

「あー、はい……」

　旦那さまではないけれど、うまく説明できそうもなくて濁した。

「少し肌が荒れていらっしゃいますね。まずは化粧を落として美容液を――」

　店員さんの話を耳に入れつつ、エレベーターに乗り込むふたりを呆然と見ていた。

　どういうことなのだろう。

　ひと通りメイクをしてもらい鏡をのぞくと、自分じゃないみたいでくすぐったい。

　レーブダッシュにいた頃はきちんとメイクをしていたとはいえ、ナチュラルメイクを心がけていた。けれども今日は、最近人気があるというラメが入ったシャドウを使い、くっきりとアイラインも引いてある。マスカラもきちんと下地を使ったのでまつ毛がくるんとカールして目がぱっちりとして見えるし、久しぶりにチークをのせたせいか、顔色もよく見える。

「モデルさんみたいですよ。お肌のお手入れをしていけば、もっとメイクのノリもよくなるはずです」

　もちろんお世辞だとわかっているが、自分の化粧なんてずっと二の次だったので気持ちの高ぶりを否定できない。

　メイクが終わったことを知らせるメッセージを送信すると、すぐにふたりが化粧品売り場に戻ってきた。和宏はミニカーを買ってもらったらしくご満悦。

「ママ、きれい」

「ありがとう」

　わかっているのかいないのか、和宏は褒めてくれる。

「すごくいいよ。うん、最高」

　次に宏希さんまでそんなふうに言うので、照れくさくてうつむき加減になる。

「それじゃあ、一式いただこう」

　本気なの？

　彼が財布を出すので慌てる。

「いえっ、私が」

　制服もおもちゃも化粧品もだなんてありえない。一式は無理でも、口紅くらいなら自分で買える。

「幼稚園の送り迎えにきれいなママが来てくれるとうれしいよなぁ」

「うん！」

　ふたりは示し合わせたかのような会話をしている。

「ずっとひとりで頑張ってきたご褒美だと思って」

　宏希さんは私の反対を押し切って、強引にカードで支払いを済ませてしまった。

「すみません。今月のお給料から引いてください」

「どうして？　これはプレゼント。ほら、次行くよ」

　次って？

　唖然としている間に腕をつかまれて再びエレベーターに乗せられた。

「浅海さん、どこに？」

「実は、沖がようやくつかまえた彼女のお気に入りのブランドがここに入店しているらしくて。『ブランピュール』っていうんだけど」

「ブランピュール！」

　たしか最近人気急上昇中の女性服ブランドだ。価格設定が高めなので私は買ったことはないけれど、前に勤めていたスポーツ用品店のパート仲間にファッションに詳しい人がいて教えてもらったことがある。

　それにしても、ようやくつかまえたって。沖さん、あんなに素敵な人なのに独身なのが不思議だったけれど、ずっと好きな人がいたのか。

「やっぱり知ってるんだ」

「はい。素敵なショップだと聞きました。でも、ブランピュールになにか？」

「なにかって……」

　宏希さんはクスクス笑いだす。

　そんな会話をしているうちにエレベーターを降り、ショップに入ってしまった。

「和宏くん、ママにどれが似合うかなぁ」

「えっ、私？」

「そりゃそうだよ。ここ、女性服しかないんだから」

　まさか、また買ってくれようとしているの？

「浅海さん、帰りましょう」

「これがいい！」

　和宏が声をあげるので視線を向けると、スカートがふわふわのピンクのパーティドレスを指さしている。

「あはは。これもかわいいけど、いつも着られないからなぁ。これなんかどう？」

　私の話なんてそっちのけで宏希さんが選んだのは、七分袖の紺のワンピース。清楚でシックな雰囲気だ。

「ママ、着てみて」

「いやっ、でも……」

「幼稚園は、保護者が行かないといけない行事もたくさんあるんだろ？　洋服は何枚あっても困らないよ。はい」

　だからといって、こんな一流ブランドじゃなくてもいい。身の丈にあったもので十分だ。

　首を横に振ったものの、なかば無理やり試着室に入れられてしまった。

　仕方なく着替えると、メイクがいつもと違うこともあり、鏡に映る自分が自分ではないみたい。

　カーテンを開けて出ていくと、宏希さんが目を大きくした。

「よく、似合ってる」

　そして、なぜか彼が満足げにひと言。

　そういえば交際中も、ショッピングに嫌がらずに付き合ってくれて、こうして褒めてくれたっけ。楽しい思い出ばかりがよみがえる。

「これ、このまま着ていきますから」

「えっ……」

　私が戸惑っている間に、彼はテキパキと話を進め、支払いも済ませてしまった。

「ちょっと予定より遅れ気味だぞ。急ごう」

「まだなにかあるんですか？」

　尋ねると、ふたりはなにやら目配せしている。

　予定ってなに？

「ママには内緒！」

　内緒って、和宏もどこに行くのか知っているの？

　再び車に乗り込むと、後部座席に並んで座った和宏が妙にニタニタしているのが気になる。

「ねぇ、和宏。なにたくらんでるの？」

「えーっとね――」

「コホン」

　和宏が話し始めると、運転している宏希さんが咳ばらいをした。まるで言うなと口止めしているみたいだ。

「内緒だよ」

　すると和宏も口を閉ざし、買ってもらったミニカーで遊び始める。だから私も仕方なく黙っていた。

　それから二十分ほどで到着したのは、『フルジェンテ』という店構えからして高級なイタリアンレストランだった。

「こんなところに子連れは……」

　ドレスコードがありそうなレストランに、和宏を連れては入れない。

「予約のときに言ってあるし、個室にしてもらったから大丈夫」

「個室？」

　しかも予約もしてあるの？

　今日はずっと驚くようなことだらけで、心臓がバクバク音を立て通しだ。

「うん。ここはあらかじめ依頼しておけば子供用のメニューも用意してくれるんだ」

　そんな配慮まで……？

「行こうか」

　彼はドアを開けて、私をエスコートした。

　大理石の床に眩いシャンデリア。どう考えても場違いだと腰が引けたが、よく考えると、素敵なワンピースを買ってくれて、メイクも完璧にしてもらったのは、ここに来るためだったの？

「浅海です」

「お待ちしておりました。こちらへ」

　案内されて入ったのは、三人で使うには広すぎる個室だった。

　緊張の面持ちで和宏と並んで座ると、宏希さんは余裕の笑みを浮かべている。

「すぐにご用意いたします」

「お願いします」

　どうやら料理も注文済みらしい。

　隣の和宏が落ち着きなくソワソワしだして私が焦る。慣れない場所で私と同じように緊張しているのだろう。

「和宏くん、もういいよ」

「うん！　ママ、いつも僕のために頑張ってくれてありがとう」

「えっ……」

　突然、なに？

　和宏はポケットから折りたたんだ紙を取り出して私に差し出す。それを手に取って広げると、私の顔が大きく描かれていた。

「引っ越しで遅れたけど、母の日だったから」

　宏希さんがそう言った瞬間、瞳が潤んできた。

　ふたりが朝から示し合わせた様子だったのは、すべてこのためだったんだ。

「和宏……」

「いつもご飯作ってくれたり、お仕事してくれたりしてありがとう」

　和宏にもう一度お礼を言われて、完全に涙腺が崩壊した。

「和宏が私をお母さんにしてくれたんだよ。こちらこそありがとう」

　隣の和宏を抱きしめて言葉を紡ぐ。

　決して順風満帆でも、楽しいことばかりでもなかった。でも、和宏に出会えて本当に幸せだ。

「ママ、どうして泣いてるの？」

「ママはね、うれしくて泣いてるんだぞ。和宏くんが優しい子に育ってるから」

　泣きすぎてうまく話せない私の代わりに、宏希さんが答えてくれた。

「ママ、大好き！」

　一番欲しい言葉をかけられ、しかも小さな手でギュッと抱きしめられて、温かな気持ちで包まれる。

　それから宏希さんが部屋を出ていったと思ったら、すぐに戻ってきた。

「波多野さん、これは俺から。お母さん、お疲れさま」

　真っ赤なリボンがかけられた大きな花束を見て、止まりそうだった涙が再びあふれてくる。

　こんなのずるい。どうしたって感動するでしょ？

「ありがとう、ございます」

　和宏を妊娠してから今日までの大変だったことが、すべて幸福に置き換えられた気さえする。

　小さくうなずく宏希さんは、優しい眼差しを私に注ぎ、頬を伝う涙をそっと拭ってくれた。




　それから、幸福で満たされた気分のまま食事を楽しんだ。

　和宏には肉汁あふれるハンバーグが出てきて、彼はおそらく価値もわからないままパクパクと口に運ぶ。

　私たちのメインは、柔らかい鴨かも肉にく。こんな上品な食事はいつ以来だろう。

「すごくおいしいです」

　もっとうまい言葉でこの感激を伝えたいのに、それしか出てこない。

「気に入ってもらえてよかったよ。夜のほうがいいかなと思ったけど、和宏くんが眠くなるだろうし」

　そこまで考えてくれたんだ。本当に優しい。

「ありがとうございます。マンションに住まわせていただいているだけでありがたいのに、こんな……」

　今日一日、どれだけ彼に甘えたのだろう。和宏の制服から始まり、私への配慮まで。

「住み込みで働いてもらっているのは俺のほうだよ？　波多野さんの料理が食べられると思うと、疲れていても頑張れる。今度は唐揚げ作ってくれる？」

「もちろんです」

　私の食事でいいのか恐縮するほどだけど、毎日おいしそうに食べてくれるので、作り甲斐がある。

　和宏はハンバーグに夢中だったが、一応いつものレストランとは違うことを心得ているようで、ナイフとフォークを懸命に動かしている。

　初めてまともに使うナイフはうまく動かせず、こっそりフォークで切っているが、見なかったことにしよう。きっとこうした経験を積んで、大人になっていくのだから。




　フルジェンテを出た頃には、お腹も心も満たされて足取りも軽くなっていた。

　駐車場に向かう途中、和宏は右手で私の手を握ったかと思うと、左手で宏希さんの手も握る。これでは、完全に親子だ。

　宏希さんは迷惑じゃないだろうかと心配になりそっと視線を向けると、彼の頬が緩んでいてホッとした。

　本当の親子として生きていけたら最高なのに。

　ふとそんな考えがよぎったけれど、こうしてそばにいられることが奇跡なのだ。これ以上を望んではいけない。

　私は自分に言い聞かせて、暴走しそうになる宏希さんへの気持ちを抑えた。










思い出のデートをなぞって




　宏希さんの家で住み込みの家政婦をするようになってから、あっという間に一カ月。

　梅雨入りしてじめじめした気候にもかかわらず、和宏は毎日元気いっぱい。新しい幼稚園にも慣れてきたようだ。

　和宏は宏希さんと一緒に暮らすようになってから笑顔が増えたように思う。

　彼にしてみれば、よく知らないおじさんとの同居だったものの、すんなりなじんでいるのは、宏希さんが優しいからなのか、本当は血がつながっているからなのか。

　私は仕事でここにいるのだからと、家事をするとき以外は借りている部屋で過ごそうと思っていたが、和宏が宏希さんと一緒にいたがりそうもいかない。

　リビングのソファで隣に座ってテレビアニメを見たりしているので、「浅海さんは疲れてるんだから自分の部屋で見なさい」と誘導しても、宏希さんが「なかなかおもしろいぞ、これ」なんて甘やかす。

　今までひとり暮らしだった宏希さんは完全に生活のペースが乱れているはずなのに、いっさい文句をこぼさなかった。

　しかし、雨がしとしとと降り続く蒸し暑いある日。

　和宏は幼稚園から戻ると、なぜかベッドの中にもぐり込んで出てこない。体調が悪い？と心配して体に触れてみたものの、特に熱はないようだ。

「お腹痛いの？　頭？」

「どこも痛くない」

　幼稚園でなにかあった？

「お友達とケンカした？」

「……ううん」

　一瞬の間はなんだろう。やはりケンカだろうか。どこもケガはなさそうだけど、もしかしてケガをさせたほう？

　保育園ではそういうことはなかったが、心配になる。しかしそんなことがあれば先生から報告があるはず。迎えに行ってもなにも言われなかったし。

　和宏が話そうとしないので仕方なくそのままにして、リビングの掃除を三十分ほどしたあともう一度のぞくと、眠っていた。

「疲れたのかな……」

　新しい生活は順調のように見えるものの、戸惑いもあるだろうし、もしかしたら気を使っているのかもしれない。幼稚園でなのか、家でなのか、はたまたその両方か。

　宏希さんの申し出がありがたくて同居して家政婦に収まっているが、これでよかったのだろうか。

　でも……以前のような生活を続けてまた倒れたら、それはそれで後悔しただろうし。

　人生って難しい。

　洗濯ものを畳み終え和宏の寝顔を見ていると、私までうたた寝してしまった。

「いけない……」

　ふと目が覚めると十八時近い。和宏はよほど疲れているのか起きる気配もない。

　私は慌てて、夕食を作り始めた。

　宏希さんのリクエストで、今夜はビーフシチュー。リクエストといっても、彼は和宏の好きなものしか要求しない。それも和宏に合わせてとは絶対に口にせず『俺が食べたくて』と言う。

　圧力鍋でお肉を柔らかく煮込んでいる間に、ベーコンとアスパラガスのサラダもこしらえる。和宏はアスパラが苦手だが、宏希さんが好きなのだ。ふてくされる和宏の顔が思い浮かぶので、他にじゃがいもと鶏肉のアヒージョも作る予定。

　宏希さんとふたりで暮らしていた頃は、夕食にワインをたしなむこともあったけれど、今は和宏がいるからか飲もうとはしない。でも、家主に遠慮ばかりさせては申し訳ないと思い、今日は赤ワインも準備してある。

　途中で和宏の様子を見に行くと、彼は目を開けていた。おやつも食べていなかったので、「つまみ食いする？」と声をかけたが、首を横に振る。こんなことは初めてだ。

「本当に体調悪くない？　ママ、心配なの」

「大丈夫」

　そう繰り返すばかりで動こうとしないので、再びキッチンに向かった。

　十九時半を過ぎた頃、宏希さんが珍しく早めに帰宅した。

「ただいま。にんにくのいい香りがする」

「今、アヒージョを作ったので」

「和宏くんは？」

　いつもは真っ先に駆け寄って抱きつく彼がいないからか、宏希さんは視線をリビングに向けた。

「それが、園から帰ってきてからずっと布団の中で、出てこないんです」

「体調が悪い？」

　心配そうに眉根を寄せる彼に首を横に振る。

「そうでもなさそうなんですけど、なにも教えてくれなくて」

「そっか……。俺が話してみてもいい？」

「いえっ、お疲れなのにそんなことまで……」

　私たちはただの居候なのだから気を使わなくていいのにと思ったけれど、彼は「ちょっと入るね。任せて」と私たちの部屋に入っていった。

「和宏くん、ただいま」

「おかえりなさい」

　ドアを隔てた廊下で耳をそばだてていると、和宏の声もする。

「体調が悪いの？　ママに心配かけたくないなら、俺に言ってごらん？」

「悪くない」

　いつも宏希さんと話すときの和宏の声はもっと弾んでいるのに、テンションが低い。

「それならよかった。どうかしたのかな？　和宏くんは優しいから、ママが困ることは言いたくないんだろ？　内緒にしておくから、俺に話してみない？」

　宏希さんの言葉が胸に突き刺さる。仕方がないとはいえ、和宏には随分我慢させてきたから。

「絶対に内緒にしてくれる？」

「うん、約束」

「あのね……。今日、幼稚園でお父さんの絵を描きましょうって言われて……」

　そこまで聞いてハッとした。もうすぐ父の日だからだ。

　保育園は私のようにシングルで育てている人も多数いたので、母の日も父の日も、どちらの絵とは指定されなかったはずだ。でも、今の幼稚園は保育時間が短く土曜も完全にお休みのこともあり、そうした人はほぼいないと聞いている。

「それで描けなかったのか」

　ため息交じりの宏希さんの声を聞き、私は動揺していた。

　ごめんね、和宏……。

　そんなつらい思いをさせていたのかと思えば、胸が張り裂けそうだ。しかも、仕方がないとわかっているからこそ私にも言えなかったのだろう。

「和宏くん、俺を描いてくれない？　和宏くんのパパじゃないけど、代わりにならないかなあ。それと明日の朝は、俺と幼稚園に行こうか」

「いいの？」

　宏希さんの提案に目が飛び出そうだ。

　そんなことまでしてくれなくていいと口を挟みたくもなったが、聞いていないことになっているので入っていけない。

「おぉ。描いてくれるとうれしいな。俺でごめん」

「いいよ。浅海さんのこと大好きだもん！」

　和宏の声に張りが出てきた。

　私は聞いているのがいたたまれなくなり、リビングに戻ってキッチンでこっそり目頭を押さえた。

　するとしばらくしてリビングにやってきた宏希さんが、なにも言わずに私の横に立ち、励ますように肩を抱き寄せる。

「聞こえてた？」

「……はい」

「明日、幼稚園に送っていってもいい？」

「そんなご迷惑をおかけするわけには……」

　声を振り絞ると我慢していた涙がこぼれそうになり必死にこらえた。

「迷惑なんかじゃない。たとえ父親じゃなくても、波多野さんも和宏くんも俺の大切な人なんだ」

「……ありがとうございます」

　もうあなたが父親ですと告白してしまいたい。でも、宏希さんが忘れてしまった期間の責任を取ろうとしているのなら、私が勝手に決めた運命を背負わせるのは酷だ。しかも、おそらくご両親は認めてはくれない。そうしたら、もう一度別れのつらさを味わうことになる。和宏がいなければ立ち直れなかったほどの痛さを伴った別れを、二度と経験したくない。

「ひとりで頑張らなくていい。せっかく俺がそばにいるんだから、手伝わせてほしい」

　彼の優しい言葉は、私の胸に響いた。




　翌日は、雨が今にも降りだしそうな曇天だったが、和宏は元気いっぱい。

　あれから描き上げた宏希さんの似顔絵を大切そうに抱えて、三人で登園した。

「おはようございます」

　いつものように門の前で見送ろうとしたら、先に登園して園庭で遊んでいたクラスメイトが寄ってくる。

「和宏、パパいるじゃん」

　ひとりの男の子が大きな声をあげると、宏希さんに注目が集まる。

　この調子では絵が描けなかっただけでなく、お友達にもなにか言われたのかもしれない。

「和宏のお友達かな？　仲良くしてね」

　宏希さんは物怖じせず笑顔で話しかけている。しかもいつもは〝和宏くん〟なのに呼び捨てにしたのは、父親のふりをしてくれているのだと思う。

「和宏、元気に遊んでこいよ。行ってらっしゃい」

「行ってきます！」

　和宏は宏希さんの見送りに大きな声で答えている。あんなにふさぎ込んでいたのに、笑顔が見られてよかった。

　宏希さんと並んで手を振ったあと園から離れて、深く頭を下げる。

「本当にありがとうございました」

「いや、俺もちょっとワクワクしたよ。自分の子だったらこんな感じなのかなって」

　彼は顔を上げた私の目を凝視したまま口にする。

『そうだと言って』と促されているような気さえする強い視線に戸惑った。

「お仕事忙しいのに、ごめんなさい」

「平気。午前中は内勤だったし、問題ないよ」

　彼は安心させるように言うが、やはり甘えすぎだ。

「でも、頼ってばかりで……。私にはなにもできなくて申し訳ありません」

「おいしい飯も掃除も、本当に助かってるんだ」

　それは対価をいただいているので当然だ。

「それに、毎日の笑顔も、どれだけ活力になっているか」

「えっ……」

「波多野さんの沈んだ顔は見たくない。ほら、笑って」

　どうしてこんなに優しいのだろう。数年間の記憶がないとはいえ、こういうところは昔のままだ。

「はい」

　いつまでも難しい顔をしていてはいけないと口角を上げた。

　私は、和宏を幸せにするために宏希さんの申し出を受けたのだから。

「そうだ。明日、振り替え休日が取れるんだ。頼ってばかりと気にするなら、一日付き合ってくれない？」

「構いませんが」

　そんなことでいいの？

「それじゃあ予約」

　彼はそう言うと私の手を不意に握り、自分の小指と絡ませる。

　こんなふうに触れられると、胸が苦しくなるのに。

　私は激しくなる鼓動が彼に聞こえていないかヒヤヒヤしながら、笑顔を作った。




　翌日も和宏は元気いっぱい。宏希さんが園に顔を出してくれたおかげで、その後は友達からなにも言われなくなったらしい。

　ボタンの掛け違いを宏希さんに笑われて、「はめてー」と甘えている。

　しかし、宏希さんは簡単には手を貸さず、外すのを手伝っただけでもう一度自分でやらせている。それも全部、和宏の成長を見越してのことだろう。

　朝の忙しい時間にそんなふうに言われたら、私なら間違いなく手伝ってしまうところだ。ふたりのやり取りを見ていると、なんでも手を出すのはよくないと反省した。

　宏希さんのこうした姿勢は仕事でも同じ。後輩が失敗しても、必ず自分で責任を取らせていた。けれども突き放すわけではなく、要所要所で的確なアドバイスをして、成功に導いていく。

　彼は取締役になる以前から、人を育てる能力が十分に備わっている。そんな人が近い将来トップに立つレーブダッシュは、さらに発展していくと感じている。

　せっかく時間があるからと、和宏を幼稚園に送り届けてくれた宏希さんは、本当にいい人だ。休みなのだから寝ていればいいのに。

　マンションに戻ってきた彼に紅茶を出して、私は床に座った。

「ありがとうございました」

「波多野さんも遠慮しないでこっちにおいで」

　彼は私を自分が座っているソファの隣に促す。けれど、近くにいると鼓動が速まってしまうので、ここでいいのに。

「床が落ち着くんです」

「嘘ばっかり。遠慮してるんだろ？　そんな遠慮は悲しいな」

　遠慮より照れくささだが、そこまで言われては拒否できない。私は立ち上がり、彼の隣に腰かけた。

「和宏が甘えませんでしたか？」

　私が連れていくときより時間がかかっていたので尋ねた。すると彼は、なにやら含み笑いをしている。どうしたのだろう。

「雨上がりだから水たまりがいっぱいあってさ……」

「あっ！　水たまりトラップに引っかかりました？」

　だから遅かったのか。和宏は水たまりが大好きで、つい遊びモードに入ってしまうのでなかなか足が進まないのだ。

「あはは。トラップって……」

　彼はカップをテーブルに戻して肩を揺らしている。

「だって、ずーっと水たまりに反射する自分の姿を見てるんですよ。そのうち手で突っつきだして……」

「うんうん、そんな感じだった。今日は葉っぱを浮かべてたなぁ。でもいいと思うよ。好奇心は潰しちゃいけない。波多野さん、いつも付き合ってきたんだろ？」

「はい。自然現象に興味を持つのは悪くないと思って。でも仕事があるので、内心『早く！』と焦ってました」

　正直に打ち明けると彼は口角を上げている。

「そうだろうな。子供の探求心は尽きることがないからね。それに付き合っている波多野さんには頭が下がるよ」

「いえっ、私は母親ですから当然です」

　ごく当たり前の会話をしたつもりだったのに、宏希さんは突然真顔になり私から視線をそらそうとしない。

　やっぱり隣になんて座るんじゃなかった。息が苦しい。

「もし俺が父親なら、その〝当然〟を放棄してるわけだ」

「そんな意味で言ったわけでは……。それに何度も違いますとお話ししたはずです」

　思いがけない言葉をかけられて動揺で視点が定まらない。

「ごめん、忘れて。さて、出かけようか。和宏くんのお迎えは三時半でいいんだっけ」

「はい。今日は仲良しの子が延長保育を頼むので一緒に遊びたいからと」

　本当は十四時半にお迎えだけど、一時間遅い。

「楽しんでてよかった。波多野さんもたまには羽を伸ばして」

「ありがとうございます。でも、もし私のために出かけるんでしたら――」

「あぁ、違うよ。俺のため」

　すぐさま私の発言を遮った宏希さんは、再び私を強い視線で射る。至近距離で見つめられると、愛されていた頃のことを思い出して胸が張り裂けそうになる。

「頼みがあるんだ」

「はい、なんでしょう」

　こんなにお世話になっているのだから、頼みのひとつやふたつなんてことはない。

「今日は、忍と呼ばせてくれないか？」

「え……」

「俺のことは宏希と呼んでほしい」

　予期せぬ提案に心臓がバクッと大きな音を立てる。

「忍との日々を思い出したいんだ。ふたりがここに来てから、俺が忘れた三年余りの時間がとてつもなく充実してたんだろうなと感じて、思い出したくてたまらない」

「宏希さん……」

　彼の苦しげな表情を見ていると、自然と名前が口から出てきた。

「忍……。ごめん。つらいのは俺じゃなくて忍なのに」

　私は首を横に振った。

　彼の記憶から自分が消えていると知ったときは地獄の苦しみを味わった。しかし、再会して彼も苦しんでいることを知ってからは、きっと同じ胸の痛みを抱えているのだろうなと感じている。

「俺とデートしてくれないか？　できれば付き合っていた頃によく一緒に行った場所に行けるといいんだけど、覚えてなくて……」

「わかりました。私が」

　私は全部覚えている。

　もし記憶を取り戻すことができなくても、あの頃のことを思い出して、今日一日を楽しもう。

　そんなふうに思いながら、私たちは家を飛び出した。




　最初は小高い丘の上にある知る人ぞ知る公園に行くことにした。

　なにがあるわけでもないけれど、休日によくふたりで出かけては遠くに見える海を眺めていた。宏希さんは忙しく走り回り責任ある仕事も任せられていたので、ときには頭をすっからかんにする時間が必要だったのだ。人がほとんどいないこの公園は、それを実現できた。そして私も、穏やかなひとときを彼と一緒に過ごせるのが好きだった。

「こっちです」

　駐車場に車を停めて、舗装されていない小道を進み、大きなブナの木を目指す。

「ここ……」

　宏希さんは足を止めて、右に左に視線を送り始めた。

　なにか感じるものがあるのだろうか。息を呑んでその様子をうかがっていたけれど、結局、記憶の引き出しは開かなかったようだ。

　肩を落としてため息をついた彼は、突然私の手を握った。驚いて手を引こうとしたものの、強く握られて許してもらえない。

「今日は、恋人でいて」

「……はい」

　きっと思い出せない彼は、苦しみの中にいる。けれども私は、この世でたったひとり愛する人に手をつながれて、胸を高鳴らせていた。

「ここに座って、よくボーッとしてたんです」

　ブナの木の下が私たちの定位置だった。

　雨が上がり、日差しが強くなってきた今日も、風があるので心地がよさそうだ。

「そっか」

　私が腰を下ろすと、宏希さんは隣にぴったりとくっつくように座った。

「ここ、景色がいいね。この街が自分のものになったみたいだ」

「そうですね」

　なんて平然とした顔をしているが、呼吸が浅くなるほどドキドキしている。

　それから彼はしばらく押し黙っていた。

　緊張気味の私はチラチラ宏希さんの横顔を眺めているだけ。しかし、それだけで幸せだった。またふたりの時間が戻ってきた気がしたからだ。

　幸福に包まれて穏やかな時間を過ごしていると、宏希さんは突然私の膝に頭をのせて寝転がる。その様子に、息が止まった。

　思い出したの？

　ここでこうしてよく膝枕をねだられていたのだ。

「宏希、さん？」

「急にごめん。なんとなくこうしていたような気がして……」

　彼の記憶の引き出しが、少しずつ開こうとしているのを感じる。

「そう、ですね。よく膝枕をしてました」

「俺、忍には随分甘えてたんだな」

　そうかもしれない。会社では毅然としてなんでもテキパキとこなし、どこにも隙がないように見える彼だけど、意外と甘えたがりで、私の前では無邪気に笑った。

　そんな姿を私しか知らないことに、彼女としての優越感を覚えていた。

　下から私を見上げる彼と視線が絡まり、ほどけなくなる。

「忍」

　とびきり柔らかな声で名前を呼ばれ、胸を鷲づかみされたような痛みが走る。彼にこうして優しく呼ばれるのが好きだったから。

　宏希さんは手を伸ばしてきて、そっと私の頬に触れる。そして体温を確認しているかのようにしばらく離そうとしない。

　たちまち全身が火照りだし、冷静ではいられない。しかし、熱い眼差しにつかまったままそらせなかった。

「忍」

　もう一度私の名を切なげな声でささやき、苦しそうな表情をする彼を見ているのがつらい。思い出したいのに、思い出せないのだろう。

「宏希、さん……」

　私はたまらなくなり、彼の名前を口にした。

　すると彼は唐突に起き上がり、強く抱きしめてくる。

「ごめん。しばらくこうしてていい？」

「……はい」

　一瞬体がこわばったけれど、力を抜いた。彼の腕の中はあの頃と変わらず温かかった。

「忍がすごく大切な人だったことだけはわかる」

　もう、それで十分。

「焦らないでください。私は今、宏希さんに新しい幸せをいただいています。以前とは違う関係でも、それで十分です」

　それは本音だった。

　もちろん彼がすべてを思い出して、私と和宏を迎え入れてくれたら最高だ。でも、幸せの形はそれだけではないような気がしている。

　和宏という命を授かり、家族としてではなくても近くにいられる。しかもこれほど大切にされて……。

　彼のもとを去ったときにすべてをあきらめたのに、今は理想に近いところにいる。

　とはいえ、この生活がいつまで続けられるかはわからない。もしかしたら宏希さんの記憶が戻らないまま、いつか離れなければならなくなるときが来るかもしれない。それを考えると、幸福にどっぷりつかってしまうことが怖くもある。

　けれども、そのときが来るまでは、離れたくないと心が叫んでいた。

　それからどれくらい抱き合っていただろう。

　彼は長い抱擁から私を解放して、もう一度まっすぐな視線を送ってくる。

「ありがとう」

「いえ……」

　なんだか照れくさくて顔を伏せた。




　私たちは再び車に乗り込み、次は『エール・ダンジュ』という洋菓子店に足を伸ばした。

　ここは全国からお客さんが来るような人気店で、私が大好きなお店だった。いつも行列ができているが、午前中は比較的空いているので、休日によく彼とケーキを食べに来たのだ。

　といっても並ばずに入れたことはなく、特別甘い物が好きなわけではない宏希さんを付き合わせることにためらいはあったものの、彼は嫌な顔ひとつ見せなかった。

「忍はチョコレートケーキだよね」

　二十分ほど並びようやく席に着いた瞬間、メニューを開くまでもなく彼が当然のように言う。

　それを聞き、私は体にゾワゾワとした感覚が走り抜けるのを感じていた。その通りだったからだ。私はここのほんのりブランデーが香るチョコレートケーキが特に好きで、よく注文していた。

「俺は……」

　宏希さんはメニューを手にしたところでハッとした顔をする。

「チョコレートケーキ、あたってる？」

「はい」

　私がうなずくと、彼はうれしそうに頬を緩める。

「そっか……。俺はなんだっけ。覚えてないや」

「宏希さんは決まってなかったんですよ。その時季のおすすめが多かったです」

「うん。それじゃあそうする」

　私はチョコレートケーキ、彼はいちじくを使った珍しいケーキを注文した。

「はっきりとは思い出せないけど、この雰囲気懐かしいような」

「私がケーキ好きで、無理やり引っ張ってきていたんです」

「ケーキが好きなんだ。でも、食べてるところを見たことがない」

　今までは生活費を切りつめていたので、ケーキを日頃のおやつにはできなかった。和宏の誕生日やクリスマスなどの特別なご褒美だった。

「そうですね。和宏が産まれてからはそういう習慣がなくて」

　はっきりと経済的に苦しかったからとは言わなかったのに、気づかれたかもしれない。彼の目がキョロッと動いた。

「今度、和宏くんも連れてこよう」

「喜びます」

　私たちは顔を見合わせて微笑みあった。




　濃厚なチョコレートケーキを食べたあとは図書館に向かった。

　この街の図書館はかなり規模が大きく、専門書や小説、はたまた雑誌までずらっと並んでいる。建物の中心には中庭があり、気候のいいときはそこでも本が読めるのだ。

「ここにもよく来てた？」

「はい。でも、配置換えしたみたいですね。私が知っている棚の並び方と違います」

　あの頃と変わっているのが残念だったが、雰囲気だけでも味わってほしい。

「俺、そんなに小説を読む習慣がないんだけど……」

「そうですね。宏希さんがここによく来ていたのは、えーっと」

　私は館内配置図を確認して足を進める。

「この辺りの書籍を手に取っていたんです」

　この棚はスポーツ関連の書籍ばかり。自分がその競技をすることはなくても、トレーニング方法やそのスポーツの歴史などを調べて、選手と折衝する際に役立てていた。会話が弾むと、相手も心を開いてくれるからと言って。本当に真面目な人だ。

「そうか。そんな活用の仕方を……。記憶を失う前の俺のほうが優秀だったのかもね」

「今は取締役なんですよね。お仕事の種類が違いますから」

　営業統括部の部長も兼任しているとは言っていたけれど、さすがに選手との折衝までは自分でしないだろう。

「まあ、そうだけど。そういえばサッカーの勉強をしたとき、その次のページに書いてあることを知っているような気がしたのは、一度読んだことがあったからかもしれないな」

「それ、和宏のために読んでくださったんですか？」

　以前、蹴り方のコツなどを勉強したと言っていたが、ちょっと動画を見ただけだと思っていた。

「うん。結構はまって、必要のないキーパーの動きまで読んでたよ。あはは」

　平然とした顔で言うが、本格的に勉強したとは驚きだ。

「すみません……」

「いや、楽しかったよ。俺、取締役なんかやってるより、現場で走り回っているほうが向いてるのかもしれない」

　たしかに、営業統括部の主戦力として働いていた頃は輝いていた。

「でも、宏希さんにしかできない仕事があると思います」

「そうだな。レーブダッシュをもっと愛される会社にしたい。現場は沖に任せるよ」

「沖さん、お元気ですか？」

「うん。今は部長補佐って形だけど、実質的な営業統括部のドンだな。忍がいなくなって一番落ち込んでいたのはアイツだ」

　宏希さんの記憶がなくなったとき、私を支えてくれたのは沖さんだ。彼になにも言わずに消えたことは申し訳なく思っている。

　しかし、あのとき会ってしまったら……お父さまに手切れ金を渡されて、別れを迫られたことを話してしまいそうで怖かった。それが宏希さんの耳に入れば、ただでさえ記憶をなくして混乱の中にいる彼を余計に苦しめることになると思ったのだ。

　それに、どうしても和宏を産みたかった。

「そう、でしたか」

「実は、忍と一緒に暮らしていることは話してあるんだ」

　彼はサッカーの本を取り出してパラパラとめくりながら話す。

「えっ……」

「和宏くんがいることも、俺の推測も全部」

　推測って……和宏が自分の子だということ？

「そうしたらアイツ……思い出せないなら、もう一度始めればいいと」

　パタンと本を閉じた宏希さんは、私と視線を絡ませる。

「でも、忍の言った通りだ。俺の気持ちがいい加減では、押しつけがましい愛になって迷惑だ。ただ……今はふたりと一緒にいるとたまらなく心地いいし、忍のことを好きだったこともよく理解できる」

「宏希さん、あのっ……」

「焦らないで時間をかけたい。思い出せるならそうしたい。けど、思い出せなくても……。いや、ごめん」

　途中で言葉を濁した彼は、なにを言おうとしたのだろう。

　私が以前、『押しつけがましい愛』だなんて拒否したことが、これほど彼の心に刻まれているとは知らなかった。

　しかし、そう言うしかなかった。責任という言葉で彼を縛りたくない。

「この本、和宏くんにいいんじゃない？　絵で描いてあるからわかりやすい」

　サッカーボールをもらってからすっかりサッカー選手になる気満々の和宏は、あれからちょくちょく宏希さんに教えてもらっている。疲れているのに申し訳ないと何度言っても、『俺も楽しいから』と付き合ってくれる彼に頭が上がらない。

「本当ですね。でもボロボロにしちゃいそう……」

「そうだなぁ。それじゃ今度プレゼントしよう」

　ほんのり口角を上げる彼は、本棚に本を戻した。

　結局、図書館でも記憶は戻らなかったが、恋人のような時間を持てたことで胸が高鳴りっぱなしだ。髪を振り乱しながら和宏を必死に育ててきて、出産後初めて自分のために使った時間だった気がする。

　十三時半を過ぎたので昼食を食べることになり、思い出のレストランをチョイスした。

　とある競技場近くの大通り沿いにあるその店は、特に高級店というわけでもなく、ごくごく一般的なレストラン。

「ここ、俺が連れてきたの？」

　窓際の席に座ってメニューを広げると、彼に問いかけられた。

「というか、実はここに来たのは仕事関連なんです」

「デートじゃなくて？」

「はい。さっき見えた陸上競技場で三月に全国大会があって、注目している選手が出場するので見に来たんです。私も興味があると言ったら連れてきてくださって……。でもその日はひょうが降るほど大荒れの天気で、冷えてしまったのでここに飛び込みました」

　選手もコンディション維持が難しく、いい記録は生まれなかった。

　そのときの様子を話すと、彼は窓の外に視線を移して必死に思い出そうとしているのがわかる。

「俺、そのあと熱を出さなかった？」

　ボソリとつぶやいた言葉に目を瞠る。

「出しました。三十九度近い熱が出て、体を冷やしすぎたからだとお医者さまに言われて。あのとき、寒がっていた私にダウンコートを脱いでかけてくれたから……」

　どれだけ断っても『女の子は体を冷やさないほうがいい』と譲らなかった。そんな彼の優しさに、胸が熱くなったのを覚えている。

　そしてこのレストランに入ったものの、メニューを持つ私の手が震えていて、彼が大きな手で包み込んでくれた。彼の手も冷たかったが、その行為のせいで体が火照るのを感じた。

「そうだったんだ。ベッドで寝ている自分が頭に浮かんで……。忍、看病してくれなかった？」

「はい。まだお付き合いする前でしたが、翌日会社を休まれたので、マンションを訪ねました。そうしたらフラフラになっていて……」

　とても放っておけなくて、ひと晩付き添った。あの日から彼との距離が一気に縮まったのだ。

「そっか。でもその前から忍のことを狙っていたんだろうな、俺」

「えっ？」

「はっきりと思い出せないんだけど……。高熱でうなされていたのに、忍がそばにいてくれるのがうれしかったような気がするんだ」

　そんなの初耳だ。ひと晩中唸っていた彼は、ただただ苦しそうだった。

　彼はメニューも見ず、物思いにふけっている。

　今日、一緒に来てよかった。全部というわけにはいかないけれど、ほんの少し過去がよみがえっている。

「そのとき、なにを食べたか覚えてる？」

「とにかく温かいものがいいと、ドリアにしたんです。でも熱すぎてすぐに食べられなくて大失敗と、ふたりで噴き出しました」

「あはは」

　宏希さんの笑顔が見られてうれしい。

「それじゃあ、今日もドリアにする」と言う彼と一緒に私もドリアを注文して、ハフハフ言いながら食べた。

　食後に紅茶を注文して、しばらくそのまま思い出話を楽しむ。

「他に、どんなところに行ってたの？」

「そうですね……。宏希さんも私も仕事で関わっているからか、スポーツ観戦が好きで、いろんな競技の試合を見に行きました。サッカーも野球も競泳も……あと珍しいところではボルダリングも」

　選手を見る目を培うためにはたくさん試合を見ておきたいという彼の希望もあり、趣味と実益を兼ねたところもあったけれど、私も好きなので楽しかった。

「ボルダリング？」

「はい。試合を見て感心して、宏希さんもジムでチャレンジしたんですよ。でも難しくて……」

「そりゃそうだ。無謀だな、俺」

　もともと鍛えていた彼は、すいすい上っていったのでインストラクターも驚いていたが、さすがに指は鍛えておらず、せり出した壁は克服できなかった。

「多分……忍にいいところを見せたかったんだろうな」

　彼が紅茶を口にしたあとボソリとつぶやくので、照れくさい。

「今度、和宏くんを連れてサッカーを見に行こうか」

「いいんですか？　……あっ、いえっ」

　思わず身を乗り出したが、私は家政婦だった。これ以上甘えてはいけない。

「俺が一緒に行きたいんだけど、ダメかな？」

　きっと宏希さんは私が遠慮していることに気づいている。

　なにも言えずに目を泳がせると、彼は続けた。

「忍、サッカーチームのスポンサー契約にも協力してくれたんだよね」

「はい。情報収集のお手伝いはしました」

「あのチームのチケットなら格安で手に入る。忍も契約に貢献したんだからお得に見に行く権利はある」

　私は社員じゃないのに、本当にいいの？

　こうして親切にしてもらえることに慣れつつあることが少し怖くもある。いつか別れが来るのならこれ以上踏み込んではいけないと、心のどこかで警笛が鳴っている。

　もしも宏希さんがすべてを思い出したとしても、三人で暮らせるとは限らない。彼の両親は反対するだろうし、和宏を孫として認めてもらえないのなら、別の道を歩いたほうがいい。

　一番大切なのは和宏。彼が傷つくようなことだけは絶対にしてはならない。

　そんなことを考えていると、宏希さんの手が伸びてきて私の右手を包み込んだ。

「忍、ごめんな。全部俺が悪いんだ。俺の記憶が――」

「違います！」

　大きな声が出て、ハッと口を左手で押さえる。

　でも、彼が悪いということだけは絶対にない。あのときかばってくれなければ、私が車にはねられていた。そうしたら、私も和宏もこの世にいなかったかもしれないのだから。

「私、宏希さんに甘えすぎだと思って……」

「俺の気持ちばかり押しつけて……。ごめん」

　彼の手が離れていくのが切ない。しかし、これでいい。

「この紅茶、おいしいですね。アールグレイかな？」

　重くなった空気を払しょくしたくて、笑顔を作る。

「忍の淹れてくれる紅茶のほうがうまいよ。こうして一緒に飲めることが幸せだけどね。でも、もう時間がない」

　腕時計に視線を送った彼が本当に残念そうで、私との時間を楽しんでくれていることが伝わってくる。それに『一緒に飲めることが幸せ』だなんて。私にとっては、最高にうれしい発言だった。

「今日は楽しかったです。こんなにゆっくりしたのは久しぶりで……」

　本当は〝また宏希さんとデートできたのがうれしくて〟だったが、さすがに言えない。

「そうだよね。仕事と違って子育てに休みはないからね。世のお母さんたちってすごいな」

「子供の笑顔が見られるのがなによりもうれしいですから」

　私が言うと彼はうなずいている。

「その気持ちすごくよくわかる。和宏くんが声をあげて笑ってると元気をもらえるんだ」

「でも、うるさいですよね？」

「いいんだよ。俺たちだって、きっと子供の頃はそうだったんだし」

　目尻を下げて微笑む彼の姿は、私の心を穏やかにする。

「そうですね」

「このままふたりでお迎えに行こう」

「はい。うれしくてはしゃぎますよ、きっと」

　和宏は宏希さんが大好きだから。

　名残なごり惜しかったけれど、レストランをあとにして幼稚園に向かった。










もう一度、君に恋した




「波多野さん、行ってくる」

　ふたりで過ごした時間以来、また〝波多野さん〟に呼び方が戻り、少し寂しい。

　けれどもこれが本来の形なのだから、くよくよしていないで笑っていようと口角を上げる。

「行ってらっしゃい」

「浅海さん、行ってらっしゃい」

　私が見送りをしていると、幼稚園の制服のシャツにパンツ姿の和宏が飛んできた。

「あはは。和宏くん、行ってきます。ズボンはけよ」

　宏希さんは和宏の頭を撫でて出ていった。

「和宏……。パンツ姿は失礼だから」

「浅海さんにバイバイしたいもん！」

　悪びれる様子もない彼は、タタッと部屋に戻っていく。

　ここに来てから和宏は随分成長した。ふたりで暮らしていたときは、着替えができないと手伝わされていたけれど、今は自分ですべてやる。

　もしかしたら……あの頃はなかなかかまってやれなかったから、そうやって甘えていたのかもしれないとも感じた。

　今は、園から帰ってきたあと家事をしながらでも触れ合う時間がたっぷりあって、本当にありがたい。

　そんな私たち三人の生活はかなりうまくいっている。

　宏希さんの生活をかき回して申し訳ないと思い、借りている部屋で遊ぶように和宏に何度諭しても、宏希さんのことが大好きな彼はいつも話しかけにすっ飛んでいく。

　しかし、宏希さんはどんなときも笑顔で相手をしてくれて、迷惑そうな顔をしたことすらない。




　和宏を幼稚園に送ったあと掃除をしているとスマホが鳴りだした。宏希さんからだ。こんな時間にどうしたんだろう。

『もしもし。波多野さん、俺の寝室のデスクの上に封筒が置いてないか見てくれないかな？』

　どうやら書類が見当たらないらしく、電話をよこしたようだ。

　早速彼の寝室に行ったが、デスクにはない。

「あっ……。水色の封筒ですか？」

『それ！』

　デスクと壁の隙間に落ちていたので気づかずに出社してしまったのだろう。

『午後からの会議に必要なんだ。申し訳ないけど、届けてもらうわけにはいかないかな？』

「構いません。どちらにお持ちすれば？」

『十二時くらいに正面玄関でいい？　沖も誘って昼飯を食おう』

　沖さんに会えるんだ……。

　あんなにお世話になったのに黙って消えたお詫びもしたい。

「わかりました。うかがいます」

　久しぶりのレーブダッシュだと思うと、心が弾んだ。




　会社までは電車で二十分ほど。懐かしい駅に到着した瞬間、様々な思い出があふれてくる。

　毎日この駅から、目の前にそびえ立つ社屋に意気揚々と向かっていたっけ。大変なことももちろんあったけど、楽しかったな。

　営業統括部は若い人が多く、エネルギッシュで団結力もあった。皆仲がよかったので、苦しい局面も全員で乗り越えてきたのだ。

　十二時少し前に玄関の前まで行くと、沖さんの姿が見えた。ちっとも変わっていない様子に、頬が緩む。

「おぉ、波多野！」

「ご無沙汰しています」

　立ち止まって深々と頭を下げると、彼のほうから歩み寄ってくる。

「本物？」

「あはっ、もちろんです。あのっ……さんざんお世話になっておいて、黙って退職して申し訳あ――」

「波多野のせいじゃないだろ？　謝らなくていい」

　彼は私の言葉を遮り、眉をひそめて首を横に振る。宏希さんからいろいろ聞いているようだ。

「子供いるんだって？　浅海の子なんだろ？」

　彼は昔から、なんでもズバッと切り込んでくる人だった。それが営業力の高さにつながってはいるものの、こういうときは困る。

「いえ。違い、ます」

「そっか」

　嘘をつくのはつらい。でも、宏希さんの記憶が戻らずこの先どうなるかもわからない今、簡単にそうですとは口にできない。

　複雑な事情を察したのか、それ以上の追及はなかった。

「けど、またこうして会えるなんてうれしいよ。浅海、あの事故のあとわりとすぐに職場復帰はできたけど、記憶がすっぽり抜け落ちていることに相当落ち込んで……。でも、波多野のメールがあったから、歯を食いしばって耐えたんだ」

　宏希さんは、自身が手がけてきた仕事やクライアントの記憶も失っていたはずだ。コツコツ積み上げてきたものが一瞬でなくなり、またいちからの出発だったのかもしれない。

　そこから取締役に這い上がるとは、彼の努力のすさまじさを容易に想像できる。

「そうでしたか」

「それで、『俺、彼女のこと相当好きだったんだな』って恥ずかしげもなくつぶやくから、腹が立つくらいのろけてたって言ってやった」

「そんな……」

　ふたりでどんな話をしていたのだろう。照れくささのあまり耳が熱くなるのを感じる。

「波多野を思い出せないこと、本当に苦しんでいるんだ。だから許してやって」

「もちろんです。わかってます」

　沖さんは、とても素敵な親友だと思う。きっと私が去ったあとも、傷心していた宏希さんの支えになっていたはずだ。

「どれだけ見合い写真を持ってこられても見もせずに返却しているのは、波多野との関係をつなぎ直したいからなんだろうなと思ってたけど、見つけたと聞いてホッとした」

「いえ、でも私は……」

「そのとき、アイツの泣き顔を初めて見たんだ。『波多野が見つかった』と声を震わせて、目頭押さえてた」

　まさか……。宏希さんが泣いたなんて。私も泣き顔なんて見たことがないのに。

「遅れてごめん」

　そこに宏希さんがやってきた。

　ジャケットを羽織りながら颯さっ爽そうと歩くさまは、つい見惚れるほどのスマートさ。

「おぉ。忙しい？」

「わけのわからない決済ばかりでため息が出る。波多野さん、悪かったね」

　沖さんと話していたら、ここに来た目的を忘れそうだった。慌ててバッグから封筒を取り出して渡すと「助かったよ」と優しい笑みを浮かべている。

「飯、行こうか。混むと思って予約した。寿司でもいい？」

　こういうところはさすがだ。

「さすが御曹司さま。昼から寿司とか」

「ランチだからお得なんだ。お前も行ったことあるだろ？」

　茶化す沖さんにも動じない。ふたりの関係が以前と変わっていなくてうれしかった。

　私たちは歩いて十分ほどの場所にある『Laラ merメール TOKYOトーキョー』という大きなビルの中にある寿司屋に向かった。

　ここには高級ホテルが入っており、レストランも超一流店ばかり。しかしランチなら手の届く価格帯なので、私もレーブダッシュに勤めていた頃は何度か利用したことがある。

　私、宏希さん、沖さんの順でカウンターに座ったあと、「好きなものを頼んで」と言われてびっくり。『ランチだからお得』と言っていたのに。

「いえっ、ランチで」

「和宏くん、刺身ダメだから寿司も食べてないだろ？」

　鋭い指摘に眉が動いた。たしかに和宏は生ものが苦手で、刺身や寿司の類たぐいはずっと食べていない。

「なるほどね。だから寿司か」

　沖さんは意味ありげな笑みを浮かべてつぶやく。

「波多野。それじゃあ、じゃんじゃん頼もうぜ」

「沖は自腹な」

「マジかよ……」

　沖さんは肩を揺らしている。

　それでも気が引けて注文できないでいると、宏希さんが代わりにどんどん頼んでくれた。

「それでおふたりさんは、よりを戻したりはしないわけ？」

　すずきの握りを口に運ぼうとすると、沖さんがそんなことを言いだしたので手が止まる。

「お前を呼んだのは間違いだった。帰れ」

「は？　気を利かせて聞いてやったのに」

　宏希さんは冷たい声で一喝したが、沖さんはどこ吹く風だ。ふたりはいつもこんな調子だった。

「私は家政婦ですから。浅海さんには助けていただいて、本当にありがたいと思っています」

　慌てて口を挟むと、沖さんは顔をしかめている。

「ふたりとも意地張らないでさ。楽になっちまえばいいだろ」

　意地……なのかな。

　沖さんの言う通り、和宏は宏希さんの子だと明かせればどれだけ楽か。でもそれができないのは、彼の両親に受け入れてはもらえないだろうという思いが強いからだ。

　それに加えて、私の勝手な判断で産んだ子の責任を、記憶のない宏希さんに負わせたくないという気持ちもある。

　けれど……彼と一緒に暮らしていると、和宏に対する態度が責任云々なんていう言葉では片付けられないものだと感じ始めている。本当に和宏のことがかわいくてたまらないことが伝わってくるし、和宏は和宏で完全に彼のことを信頼している。

　最近では一緒にお風呂に入ると言って聞かなくて、『いいよ』とふたつ返事の宏希さんに任せると、バスルームからはしゃぐ声が聞こえてくる。傍から見れば、完全に親子だ。

「そんなに簡単じゃないんだよ」

　宏希さんはそれだけ言うと、寿司を口に運んだ。

　私が『押しつけがましい愛』という言葉で宏希さんをけん制したのが、彼の悩みを深くしているのだろうか。

　でも、宏希さんが言う通り、やはり簡単ではないのだ。

「社長、また見合い写真持ってきたんだろ？　……痛っ」

　再び沖さんが話しだすと、宏希さんが彼の足を蹴ったらしい。

　……まだお見合いの話があるのか。レーブダッシュという大きな会社の跡取りで、結婚適齢期なのに彼女もいないのだから、周りがやきもきするのは当然か。

「お前、例の仕事今週中に成果上げろよ」

「今週中なんて無理に決まってるだろ。暴君め」

　憎まれ口を叩き合っているふたりの軽快な会話が懐かしくて、心地いい。

「そういえば波多野。うちの部の手伝いしない？」

　唐突な沖さんの話に目を丸くする。

　以前宏希さんからも復帰しないかと提案があったが、どこか現実的ではないと思っていた。和宏を優先に考えたいので、以前のようにフルタイムで働くのは無理だ。

　チラッと宏希さんに視線を送ると「うーん」と唸っている。

「今、事務が足りないんだ。できれば即戦力が欲しい。波多野ならデータの分析まで頼めるから最高なんだけどな」

　沖さんがマイペースに続けると、宏希さんも口を開いた。

「もちろん、波多野さんなら大歓迎だけど……。和宏くんがいて大変だから」

「けど、お前ん家の掃除とかしてるんだろ？　だったら週に二、三日数時間だけでもパートみたいな形で頼めない？　波多野の能力があれば、それで十分だろ。掃除なんて一日二日しなくても平気だって」

　復帰できるかもしれないという話に心が躍る。営業統括部の仕事は、やり甲斐があったからだ。

　それに、そのくらいの勤務なら家政婦の仕事をしていてもなんとかなる。

　ただ、戸惑うのは……そうやって外で働けるなら、やはり宏希さんの家からは出ていくべきだろうと考えるからだ。彼は家政婦を必要としているわけでなく、困っている私を助けるためにそう提案してくれただけだから。

　私が倒れたら和宏が困るという彼の説得に応じた形で始まった居候生活だったが、こんなにいい条件、普通はありえない。しかも、和宏の面倒まで見てもらっている始末なのだ。いかに宏希さんに甘えているのか、よくわかった。

　それに、会社には宏希さんのお父さまがいる。私の復帰を許されるとは思えないし、宏希さんとまだ関わりがあることを知られてしまう。

　黙っていると、宏希さんが再び話しだす。

「掃除はそれで構わない。ただ、俺の家から通うという条件は譲れない」

　私の心の中を読んだかのような発言に目を見開く。

「なるほど。できる男は相変わらず先を読むね」

　沖さんは口角を上げてニヤリと笑って続ける。

「パートなら部長権限で採用できる。浅海なら人事にちょっと手を回すことだって可能だろうし、社長の耳に届かないようにできる」

　ふたりの洞察力にはまいる。あっという間に私の不安を吹き飛ばした。

　お茶を喉に送った沖さんは、「いい返事待ってるから」と言って立ち上がった。

「仕事思い出した。先に帰るわ。お前たちはもう少しゆっくりして。浅海、ごち」

「本気かよ」

　宏希さんは苦笑しているが、最初からそのつもりだったと思う。それに沖さんは、気を利かせてふたりにしてくれた気がした。

「仕事の話、断ってもいいよ。和宏くんはまだ手がかかるし、波多野さんの負担が増えるだろうから」

「でも、本来なら浅海さんにお世話になっているのがおかしな話ですし――」

「俺をひとりにしないでくれ」

　まっすぐ前を見据えたまま絞り出された彼の声が切なげで胸が潰れそうだ。

「ひとり、に？」

「波多野さんをようやく見つけたとき、神さまに感謝した。そりゃあ、和宏くんがいたのは腰が抜けそうなほどびっくりしたよ？」

　彼はそこまで言うと、私のほうに顔を向け、真摯な視線を投げてくる。

「でも、ずっと俺の写真を持っていてくれたことがすごくうれしくて。記憶は抜け落ちていても、頑張り屋の波多野さんが俺の理想の女性だと、すぐにわかった」

「宏希さん……」

　しまった。つい下の名前で呼んでしまった。

「忍にそう呼ばれると、胸がカーッと熱くなる。なにかがあふれでてきそうなのに、厚い壁に阻まれているような……。クソッ」

　悔しそうに唇を噛みしめる彼は、私の手をそっと握った。

「沖や他の友達も、記憶をなくして落ち込んでいた俺を献けん身しん的に支えてくれた。だから頭が上がらない。でも、どうしても心の中にぽっかり空いた穴が埋まらなかった。絶対的に足りないものがあったんだ」

　それが、私の存在だとでも言うの？

「公園で波多野さんを見つけた瞬間、うまく言えないけど、胸に温かいものがなだれ込んできて……。ようやく心が満たされて時計の針が動きだした気がした」

　そんなふうに言われてうれしくないわけがない。

　私も、本当はずっと彼と一緒にいたい。たとえ家政婦でもいい。同じ時間を共有できるだけで、たまらなく幸せ。

「もうひとりは怖い。一緒にいてほしい」

　まるでプロポーズのような言葉に胸が激しく揺さぶられ、鼓動が速まっていく。

「私……浅海さんのそばにいてもいいんでしょうか」

「もちろん強制はできない。でも、いてほしい」

　私は彼の言葉にうなずいていた。

　宏希さんと同じように、あの公園で再会した瞬間、なんとも言い難い感情が湧き上がってきて、冷静ではいられなかった。

　あのときとっさに離れなくてはと思ったのは、彼がもう別の道を歩いて幸せに暮らしていると思ったからだ。

　しかし、過去の記憶を思い出せなくても私たちのことを大切にしてくれているのは十分伝わってくるし、一緒にいると本当に心地いい。

「ありがとう。沖が、波多野さんは本当は営業統括部の仕事を続けたかったんじゃないかと盛んに言ってる。もしそうなら、ぜひ戦力になってほしい。だけど、和宏くんを優先にしたい気持ちもわかってるからゆっくり考えて」

「はい。ありがとうございます」




　それから私たちは、口の中でとろけていくような中トロや、プリプリの甘エビなどを楽しみ、会議があるという彼とは会社の前で別れることになった。

「午前中、書類の山でヘトヘトだったけど、波多野さんに会えたから元気が出たよ」

「大げさですよ」

　でも、同じ家で暮らし、朝晩顔を合わせているというのに、昼食をともにできただけで私も力がみなぎってくるのを感じている。

　付き合っていた頃もそうだった。私は彼から刺激をもらい仕事に励んでいたし、疲れたときは彼の優しい言葉に癒いやしてもらった。

「大げさじゃないさ。本当は抱きしめてもっとエネルギーチャージしたいところだけど」

「え！」

　抱きしめてって……。

　大胆な発言に目を白黒させていると、彼は小刻みに肩を揺らしている。

　あれっ、冗談だった？

「歯止めが利かなくなりそうだから、我慢しておく」

　彼は、私の耳元に口を寄せて甘い声でささやく。

　そして、絶対に真っ赤な顔をしているであろう私に「今日はありがとう。気をつけて帰って」と、もう一度お礼を口にしてから社屋へと消えていった。

「は、歯止めが利かなくなるって……？」

　こんなことを言うなんて、なんだか宏希さんとの距離が縮まってきているのを感じる。

　記憶は戻っていなくても、また新しい歴史を積み重ねているせいだろうか。

　倒れたとき『俺ともう一度始めてくれないか』と言われた。私はとっさに拒否してしまったが、もしまた彼と同じ道を歩けたら……と期待するのは、やはり彼を振り回すことになる？

　しかし、なにがあっても和宏のことが最優先。和宏の存在を祝福されないのなら、いくら宏希さんが私たちを愛してくれたとしても、生涯にわたり寄り添うことは難しい。和宏には、自分を否定されるという経験をしてほしくない。

　またここで……。

　十五階建ての本社ビルを見上げて考える。

　沖さんの言う通り、仕事は続けたかった。だからこんないい条件での勤務を打診されて、飛びつきたい気分だ。

「できるかな」

　和宏がいると突然の発熱などでどうしても休まなければならないこともある。スポーツ用品店でもそうだったが、同じような立場のパート仲間が大勢いたので融通を利かせあってきた。しかし営業統括部にはそういう立場の人はいなかったはずだ。迷惑をかけないだろうか。

　ただ、宏希さんや沖さんが本当に私を必要としてくれているのならやってみたいという気持ちが大きくなるのを抑えることはできなかった。




　それからあっという間に月日は流れ、幼稚園の長い夏休みを和宏と過ごすことができた。

　スポーツ用品店で働いていた頃は、夏休みなんて関係なく毎日保育園だったのでとても新鮮だった。

　私が家事をしている間、彼はひとりでおとなしく遊んではいたが、仕事が終わればべったりとくっついてきて、暑くても近所の公園に繰り出すことも多かった。

「ママ、いつまで経ってもへただねぇ」

　宏希さんにサッカーを教えてもらい、和宏は驚くほど上達している。きちんと私のところにパスが来るのに、私からのパスは時々それていく。

「あはは。ママ、スポーツは見るほうが好きなの」

　なんて濁したが、ふと宏希さんにサッカー観戦に誘われたことを思い出していた。

　楽しそうだな。和宏の興奮する姿が目に浮かぶ。

　あのときは、宏希さんに近づきすぎると別れがつらくなると自分を律したけれど、いつか甘えてみようかな……。




　宏希さんは相変わらず和宏と積極的に関わってくれて、最近、和宏は彼としかお風呂に入りたがらない。なにか楽しいことでもしているのかと聞いてみたが、「内緒」とニタニタするだけで教えてくれなかった。

　九月に入り、再び幼稚園が始まったので本格的に仕事のことが気になりだし、考えに考えて和宏の意見を聞くことにした。

「和宏。ママ、浅海さんの会社でお仕事をしようかと思ってるんだけど」

　宏希さんが帰ってくる前に話しかけると、彼はブロックで遊んでいた手を止め私をじっと見つめる。

「お仕事？」

「うん。今はこの家のお掃除をしたりご飯を作ったりしてお金をいただいてるけど、それを減らしてもらって、会社に行こうかなと思ってる」

　最終的に決め手となったのは、このまま宏希さんに甘えていてはいけないという判断だった。

　仕事というより共同生活で、手伝ってもらうことも多いのに、住まわせてもらうだけでなく、食費まで宏希さん持ちだ。それに加えて、家政婦としてのお給料までもらっている。

　幼稚園に転園して保育料が以前より上がったというのに、家賃や食費がいらないので負担はかなり減っている。しかし、この生活をずっと続けていくわけにもいかない。やはり経済的に自立すべきだと思ったのだ。

　ここに来る以前は、家事は手抜きだらけだったとはいえ、朝から夕方まで働いていてもなんとかなっていた。週に何度か、しかも半日の勤務なら家事をするのにまったく支障はない。

　レーブダッシュで働いて、宏希さんからのお給料は止めてもらおうと考えていた。

「ママ……」

　話した途端、和宏は眉尻を下げて私に抱きついてくる。

「どうしたの？　嫌？」

　尋ねてもなにも言わず、私の首に回した手に力がこもるだけだ。

「あのね、週に何回かだけで、和宏が幼稚園から帰る時間は戻ってきてるよ。お迎えも行ける」

「……うん」

　安心させたくて伝えたものの、返事はかんばしくない。

　彼はそれからしばらく黙って私にくっついていた。なにに不安を感じているのかわからず、ただ和宏を抱きしめるだけ。

　彼にしてみれば今まで通りの生活が続くのに、なにがいけないのだろう。

　そうこうしているうちにチャイムが鳴り、宏希さんが帰ってきた。すると和宏はタタタッと駆け出し、私たちの部屋に戻ってしまった。

　あぁ、子育てって難しい。

「おかえりなさい」

　宏希さんに心配をかけまいと、笑顔を作って出迎える。

「ただいま。和宏くんは？　遊んでる？」

　彼は私たちの部屋のドアに視線を移して怪訝顔。

　いつも彼の帰りを待ち構えている和宏が、そそくさと部屋に行ってしまったからだ。

「いえ……。お仕事をしてもいいかと尋ねたら、へそを曲げてしまって。幼稚園のお迎えまでに帰れると伝えたのですが、嫌だったんでしょうか」

「そっか……」

　彼はネクタイを緩めながら、首を傾げた。

「うーん。先にお風呂にしてもいい？　和宏くんと一緒に入って、俺が聞いてみるよ」

「すみません……」

　このままでは埒らちが明かないと思った私は、宏希さんからもアプローチしてもらうことにした。

　こうして手を貸してもらうのは二度目。やはり私だけの力では限界があるのかな……。

　それから彼は、ドアの外から「お風呂で水鉄砲するぞー。そのあとはママに内緒でジュースを飲もう。コンビニで新しいジュース見つけたんだ」とうまく誘い出してくれて、ふたりでバスルームに入っていく。

　心配だったがバスルームで聞き耳を立てるのもどうかと思い食事の支度をしていると、三十分ほどして、お風呂上がりの和宏が全裸でリビングに駆け込んできたので目が点になる。

「ちょっと、パジャマは？」

「ママ、お仕事していいよ！」

　実に元気に、弾んだ声でひと言。

　どういう気の変わりよう？　宏希さん、どんなふうに説得したの？

「和宏くん、パンツ忘れてるぞー」

「はーい」

　ハキハキとした返事をする和宏は、ブーメランのように戻っていった。

　いったいお風呂の中でなにがあったの？　あんなに沈んでいたのに、どんな魔法を使ったのだろう。

　しばらくすると、Ｔシャツとスエット姿で首からタオルをかけた宏希さんと、きちんとパジャマを着た和宏が手をつないで戻ってきた。

「あ――」

「おー、いい匂い」

　私が口を開こうとすると、宏希さんはなにやら目配せして言う。今は聞くなというサインかな。

「今日はミートグラタンです。和宏、ブロッコリーひと口食べてね」

「えー」

　口をとがらせる彼は、それでもお腹が空いているのかすぐにイスに座った。

　焼き立てのグラタンをオーブンから出そうとすると、「俺が」と宏希さんが近寄ってくる。彼は和宏にだけでなく私にも過保護だ。

　素直に甘えることにして、私はレタスとベーコンのサラダやキャロットスープを並べた。

　グラタンは大きめの耐熱皿で三人分まとめて焼いた。こうして取り分ける料理を作ると家族団らんのようで私はうれしいが、宏希さんはどう思っているのかな。

「早く、早く」

「熱いから気をつけて」

　待ちきれない和宏に取り分ける。

　ここに来たばかりのときは、宏希さんを先にしようとしたが、『それじゃあ、俺が和宏くんに嫌われる』と茶化した言い方で和宏を優先することを許してくれた。

　それからずっとそう。本来なら雇い主と従業員という関係なのに、家族のように接してもらえるのがありがたい。

　小さめではあるがブロッコリーをひとつお皿に取り分けたからか和宏が一瞬顔をしかめたけれど、上にチーズの部分をのせたら笑顔が戻った。

「いただきます！」

　私の隣に座る和宏は、フーフーと息を吹きかけてマカロニを口に運んでいる。その様子を対面から宏希さんが目を細めて見ていた。




　お腹が満タンになるまでグラタンを堪能した和宏を寝かしつけてリビングに戻ると、宏希さんが書類を手にしている。

「紅茶でいいですか？」

「うん。はちみつ垂らしてくれる？」

「わかりました」

　ふたり分のアールグレイを淹れてローテーブルに置いたあと床に正座をすると、手招きで隣に呼ばれた。

「もう遠慮はなしだって。食わないからさ」

　肩を揺らす彼は、お言葉に甘えて隣に座った私に視線を送ってから、カップに口をつけた。

「波多野さんの淹れた紅茶は、どうしてこんなにうまいのかな」

「お世辞がお上手ですね」

「本当だよ？　疲れが飛んでいく」

　カップをテーブルに戻した彼は優しく微笑む。

「いつも和宏の世話まで押しつけて、すみません」

　食事のあと私がお風呂に入っている間も、遊んでくれていた。

「楽しいから気にしないで。さっきの件だけど、どうも仕事を始めると波多野さんがまた倒れるんじゃないかと心配だったみたいなんだ」

「え……」

　自分が寂しいからじゃなかったの？

「ママは俺の会社で働くんだから、絶対にそんなことにはならないようにすると指切りした。そうしたら『浅海さんがママを守ってくれるならいいよ』って」

　まだ小さいのに、私のことをそんなふうに気遣っていたなんて。

「でも、仕事が負担になるのならもちろん断ってくれていい。こちらとしては、波多野さんの能力が喉から手が出るほど欲しいし、育児の息抜きになればと思ったけど、やっぱり大変だよね」

　育児の息抜きって……そんなことまで考えてくれていたの？

「私、レーブダッシュのお仕事が本当に好きだったので、またあの現場に戻れると思ったらうれしくて」

「それならよかった。沖も言ってたけど、掃除なんて多少しなくても生きていけるし、俺もできる限り手伝うよ」

　私は家政婦なのよ？

「家のこともちゃんとします」

「真面目だなぁ」

　彼はクスクス笑っていたが、ふと私に視線を絡ませる。

「和宏くん、本当に優しい子に育ってるね。それも、波多野さんが一生懸命彼に愛情を注いでいるからだと思う」

　至近距離でまじまじと顔を見つめて口にされると、照れくさくてたまらない。やっぱり床に座っておけばよかった。

「あの子を産んだのは私ですから、愛情を注ぐのは当然です」

　たとえ父親がいなくても、この世に誕生してほしいと私が望んだのだから、できる限り不自由なく、そして幸せに暮らしてほしい。

「波多野さんのそういう真面目なところ、本当に素晴らしい。母親って強いんだなと何度思わされたことか。でも、自分も大切にして」

　宏希さんはそう漏らしたあと、膝の上の私の手をそっと握る。

「母親が子に注ぐ無償の愛は美しいし、真似できないなと思う。でも、子供はママが幸せじゃないと幸せにはなれないんだよ」

　そんなふうに考えたことがなかったので、衝撃だった。

「私が？」

「そう。和宏くんは波多野さんの笑顔が好きなんだ。だから、肩の力を抜いて。ひとりで頑張らなくていいし、なんでも完璧にこなす必要もない。申し訳ないなんて思わずに、もっと俺を頼ってくれないか」

　もっと？

　もう十分助けてもらっているのに、これ以上を望むなんて、そんな。

「もちろん、ただの同居人としてでもいい。頑張りすぎる波多野さんが心配なんだ」

「浅海さん……」

　彼の優しい発言はいちいち心を揺さぶるから困ってしまう。

　目頭が熱くなりうつむくと、彼はさらに手を強く握りしめてきた。

「あぁ、ダメだ。やっぱり抑えられない。俺……波多野さんのことが好きだ」

「え……」

　思いがけない告白に胸がざわざわと音を立てる。

「記憶は戻らなくても、今の波多野さんにもう一度恋をした」

　ゆっくり顔を上げると、彼の強くそして艶あでやかな視線につかまって、拍動が勢いを増していく。

「和宏くんのことを第一に考えて、なんでも全力。頑張りすぎてハラハラするときもあるけど、記憶がないことに落ち込んで下を向いてばかりだった俺とは違った。波多野さんはいつも未来を見てる。しかも、運命は自分で切り開くというような強さも感じる」

「それは……母親なら皆そうです」

　しかもシングルで産むことを選んだのだから、強くなるのは必然だった。

「そうかもしれない。でも、波多野さんの子育ての姿勢から学ぶものもたくさんあって……」

「学ぶもの？」

　そんなたいそうなことを考えて和宏を育てているつもりはない。

「あぁ。まだ小さい和宏くんの話でも適当に流したりしない。絶対に嘘をつかないよね」

「それは……そうですけど」

　どんなに小さなことでも、嘘をつかないことだけは心がけている。父親がおらず、他に相談できる人がいないのだから、私を信じられなくなったら不安でいっぱいになると思ったからだ。

「忙しいときに、『あとで遊んであげる』なんてその場しのぎの嘘をつくことも多いのに、波多野さんはそうじゃない。そう言ったなら必ず約束を守る。波多野さんが絶対に欲求を満たしてくれるとわかっているから、和宏くんも駄々をこねたりしない」

　和宏は髪を振り乱して働く私に気を使って、わがままを言わないのだとばかり思っていたけれど、違うの？

「再会した頃、俺がうっかりサッカーチームに入ればいいと漏らしたことがあったよね」

「はい」

　そういえば公園でそんな話をしたような。

「あのとき、適当に『考えようね』とでも言えたはずなのに、難しいことを正直に伝えていただろ？　実はちょっとびっくりしたんだけど、これが波多野さんの子育てなんだなと思った。和宏くんを子供扱いせず、ひとりの人間として接してるんだと」

　それほど難しいことを考えて和宏と接しているわけではない。ただ、和宏にとってたったひとりの家族である私が、彼の心のよりどころになるべきだとは常々思っている。そうすると、おのずと適当な発言でごまかすことはできない。

「そう、でしょうか……」

「うん。俺はそれを見て、自分の仕事のありようも考えた。戦略的にはったりをかますこともあるけど、それはあくまで自信を示すための誇張であって、できないことをできるとは決して言わない。そうしていると信頼を獲得できるようになる」

　私は実際にクライアントと対峙したことがないのでよくわからないが、彼の言うことは理解できる。『できます』と伝えられていたにもかかわらず、あとで『やっぱりダメでした』と言われるよりずっと誠実だ。

「そういうことを無意識のうちにやってはきたけど、改めて大切なんだと思った。部下にも伝えていくべきだと。目先の利益だけ考えたら、嘘をついて契約をもぎ取るのもありだ。でも、レーブダッシュの将来を考えるなら、安易な契約を結ぶより信頼を得るほうが大切だ」

　きっと、それが経営者の視点なのだろう。

　私はいつしかうなずいていた。

　こういう思慮深い彼のことをずっと尊敬していたのだと、一緒に働いていた頃の記憶が鮮明に浮かび上がる。

　やはり、彼が大切にしているレーブダッシュの隅でいいから働きたい。

「波多野さんと一緒にいると、自分がどんどん高まっていくんだ。こんなに真剣に人生と向き合っている人の前で、適当なことはできないと気持ちが引き締まるというか……。でもそれが窮屈でもつらくもなくて、自然とそうなる」

　再び私の話に戻り、目が泳ぐ。

「以前、もう一度始めてほしいと口にしたときは、波多野さんに拒否されても仕方がない状況だった。俺の心の中には、もし和宏くんが自分の子だとしたら責任を取るべきだなんて間違った正義感があったから」

　彼は私をまっすぐに見つめて続ける。

「でも一緒に暮らし始めて、和宏くんが誰の子であれ、俺には忍と和宏くんが必要なんだと思うようになった」

　彼の目は真剣だ。それに〝波多野さん〟から〝忍〟に呼び方が変わったのに気づき、頬が赤らんでいく。

「俺に守らせてくれないか？　記憶が戻らなくても、忍のことを好きだという気持ちをもう抑えられない。それに和宏くんがかわいくてたまらない」

「宏希さん……」

　彼の中に、責任だけでなく、私たちに対する〝愛〟があると知り、胸がいっぱいになる。

　今すぐ彼の胸に飛び込みたい。そんな強い衝動を抑えるのに必死だった。

　大事なのは、私より和宏の気持ち。それに……彼の両親の反対という高いハードルがある。

「ごめん。俺、また暴走してる。忍や和宏くんの気持ちのほうが重要だと頭ではわかってるんだけど、忍を前にすると冷静になれなくて」

　彼は大きなため息とともにそう吐き出したかと思うと、不意に私の腕を引いて抱きしめた。

「返事はしなくても構わない。ただ俺の気持ちは伝えたかった。少しだけ、こうしていてくれないか？」

「……はい」

　何度も何度もこうやって抱きしめられて、そのたびに幸せを感じてきた。

　一度はあきらめたはずの恋がまた花咲きそうなのを知り、どうしたって胸が高鳴る。

　しかし、自分の気持ちだけで動くわけにはいかない。以前付き合っていた頃とはまた状況が違うのだ。

　でも今は……今だけは、宏希さんの愛を感じていたい。

　私は彼の腕をギュッとつかみ、目を閉じた。




　翌日。私の仕事復帰を宏希さんから沖さんに伝えてもらった。

　すると、宏希さんから【営業統括部の皆が大喜びしてる】というメッセージが入り、ホッとした。しかも私の復帰が社長の耳に入らないように配慮してくれるらしく、ありがたい限りだ。

　ただ宏希さんは、折を見て社長と話し合いを持つと言っている。それはおそらく……これから三人で生きていくという、私生活での未来を見ているからだ。

　彼の本気が伝わってきて、私はうれしかった。










何度記憶をなくしても




　そしていよいよレーブダッシュへの初出勤。

　和宏を幼稚園に預けてから、久しぶりに営業統括部のドアの前に立った。けれども緊張が高まってきてなかなかドアを開けられない。

「どうした？」

　すると、うしろから宏希さんの声がした。

「あ、えっと……」

「一緒に入ろうか」

「お願いします」

　カチカチになっている私に気づいた彼は、頬を緩めて先に入っていく。

「おはよう」

「おはようございます」

　宏希さんへの挨拶が続いたそのあと……。

「波多野さんだ！」

「おかえり」

　ここを辞める前に仕事をともにしていた人たちから次々と声があがり、なんだか照れくさい。しかも『おかえり』だなんてありがたい。

「皆、落ち着いて。前からいた人はもちろん知っているな。波多野忍さんだ。今日から週に三日、午後一時まで勤務してもらう」

　宏希さんは一番奥の自分のデスクまで行くと、私を手招きして部の皆に紹介してくれた。

「波多野です。どうぞよろしくお願いします」

「波多野が優秀だからって、全部頼るなよ。俺がにらみを利かせてるからな」

　隣の席の沖さんが立ち上がって言う。

「沖さんが一番頼りそうじゃないですか」

「なんでバレたんだ」

　笑い声が広がる。この和気あいあいとした雰囲気は変わらない。

「早速だが会議を始める。波多野はとりあえず聞いて、進捗中の仕事について把握してほしい。席はあそこ」

　宏希さんが指さしたのは、以前私が使っていた席だった。同じ席を用意してくれているとは。

　会議室に移動して端の席に座ると、沖さんの進行で会議が始まった。

　週に一度の会議では、それぞれの進捗を報告し合うだけでなく、困っていることについて全員で知恵を絞るのがここの習わし。そのおかげで団結力が強くなっていく。

「それでは、まず各おの々おの進捗状況の報告を始めてくれ。横よこ浜はまのスタジアムの件から」

　沖さんが手際よく話を進め、宏希さんが重要な提案をする。ふたりは昔から営業力や分析力を高く評価されていたが、それに磨きがかかっていて、レーブダッシュの未来は明るいと感じた。

　会議が終わり、営業統括部に戻る。

　取締役会議にも顔を出さなければならない宏希さんが去っていったあと、以前一緒に働いていた営業の人たちが私の周りに集まった。

「復帰するって聞いて待ち遠しかったよ」

「波多野さんがいなくなってから、修羅場だったんだよ。波多野さんが涼しい顔してこなしてた仕事がこんなに大変だとは知らなくて。本当にありがとう」

「いえ、とんでもないです」

　まさか、これほど温かく迎え入れてもらえるとは。緊張していたものの、ホッとして力が抜けた。

「波多野がかわいいからって群がりすぎ」

　そこへ沖さんがやってきて、冗談を言いながら皆を追い払ったあと、私に書類を差し出してくる。

　それにしても、かわいいって……。冗談だとわかっていても照れくさい。

「早速だけどここに挙げた選手のデータ、ピックアップしてもらえるかな」

「はい。卓球選手ですか……」

「うん。うちが弱い分野にも目を向けようってことで、新しいラケットを開発中なんだ」

「わかりました」

　どの競技の選手であっても、私がやるべきことは同じ。戦績をはじめとして、どんな用具を好んで使っているのか、ときには好きな食べ物まで調べられることは調べ尽くす。そのデータをどう使うかは営業の担当者次第だ。

「これだけで指示が通るのは助かるな、ホント」

「ありがとうございます」

　優秀な沖さんに褒められるのはくすぐったい。

　短い時間の勤務でも集中して、できるだけ期待に応えようと気合いを入れた。




　私の仕事はデータ収集だけでなく、経費の精算や電話の取次ぎなど多た岐きにわたる。しかし、ずっと携わっていた仕事なので問題なくこなすことができて安堵した。

「波多野、そろそろ上がっていいぞ」

「はい」

　沖さんに声をかけられてハッとした。気がつけば十三時を過ぎている。集中していたらあっという間だった。

「お先に失礼します」

　皆が仕事をしているのに抜けるのは気が引けるが、これが今の生活スタイルなのだから慣れなくては。

　正面玄関に向かうと、横付けされた高級車の後部座席から宏希さんが降りてくるところだった。

　彼は、助手席にいた秘書らしき男性とすぐさま話しだし、こちらに歩いてくる。

　邪魔にならないよう少し横によけたが、彼は私に気づいて一瞬視線を合わせて微笑んでくれた。

　宏希さんが通り過ぎたあと、そっと振り返って見ると、彼は秘書にはわからないように背中のうしろで手を振っている。

　なんだか秘密の関係のような背徳感があり、耳が熱くなるのを感じた。

　告白の返事はいらないと言われた。しかしはっきりと彼の胸の中に自分という存在がいるのだと知り、苦しいほどドキドキしている。

　もし私たちの気持ちが再びつながったとして……この先歩く道が重なることはあるのだろうか。

「簡単じゃないよね……」

　でも、考えていても事態は変わらない。

「おやつ買って帰ろ」

　初出勤で不安だったのは、おそらく和宏も同じ。

　宏希さんが最近はまったという、とあるコンビニの牛乳プリンを買って皆で食べようと考えていると、自然と頬が緩んできた。




　週に三日の勤務はとても働きやすかった。普通ではありえないような好条件は、宏希さんや沖さんの配慮があってのことだと感謝している。

　好きな仕事に携われているおかげか、和宏には「ママ、元気だね」と言われることが増えた。

　多分……宏希さんの告白があったことも大きいけれど。

　あれから彼は、今までと変わらず私にも和宏にも接してくれる。

　牛乳プリンにどっぷりはまり、二日に一回は食べるというルーティーンができた。私もお風呂上がりのお楽しみとして、三人で顔を見合わせながら頬張るのが楽しくてたまらない。

「浅海さん食べるの早ーい」

「おっ、和宏くんの残ってるな」

「ダメッ！」

　わざとスプーンを和宏のプリンに向ける宏希さんは、知らない人が見れば完全に父親だ。

　いつか、本当に父親として接してもらえる日がくればいいのに……。

　私はそんなことを考えながら、微笑ましい光景を眺めていた。




　幼稚園では十月に運動会がある。早々に宏希さんに見に来てとねだり、「もちろん」という返事をもらった和宏は、張り切ってダンスの練習中だ。

　他にもかけっこや玉入れがあるらしいが、かけっこは練習でいつも一番なのだそう。どうやら宏希さんも小さい頃から足が速かったらしく、血は争えないなんてこっそり思っている。

　再びレーブダッシュで働き始めて三週間経った私は、生活のリズムが作れるようになってきた。

　今日も朝から沖さんと、若い営業マンの坂さか田たさんと一緒に、会議室でプレゼン資料の修正作業をしていた。

　坂田さんは今、とあるフィギュアスケートの大会の協賛についての話し合いをしており、スケート連盟の担当者にレーブダッシュの魅力をアピールしたいのだとか。初めてのひとり立ち案件ということで、沖さんも丁寧に指導している。

「波多野の仕事をよく見ておけ。坂田は自分の主張ばかり押しつけすぎだ、波多野はクライアントがレーブダッシュのなにを知りたいのかを考えて、必要な情報をチョイスしているぞ」

　思いがけず褒められて、照れくさい。

「なるほど。いらない情報がありすぎてもいけないんですね」

「そう。もっと冷静に周りを見渡す余裕を持て」

「でも、坂田さんのような情熱は絶対に必要だと思います。レーブダッシュのことが大好きだと伝わってきますから気持ちがいいです」

　口を挟むと、沖さんはクスッと笑っている。私がフォローを入れたことに気づいたのだろう。

「坂田。とにかくお前は熱すぎる。でも、浅海はそこを買ってうちに引っ張ってきたんだから、いいところはなくすなよ」

「難しいですね……」

　相反することを言われて坂田さんはしかめっ面をしているが、そのうちちょうどいいバランスを身につけていくと思う。沖さんが導いてくれるはずだ。

「あっ！　波多野、そろそろ帰る時間じゃ……」

　沖さんに指摘されて初めて気づいた。白熱しすぎて十三時を回っている。

「本当ですね。いつもお先にすみません」

　修正作業は終わったものの、今日はこの作業にかかりっきりで他の仕事ができなかった。

「十分だよ。遅くなって悪かった。気をつけて帰れ」

「ありがとうございます」

　私は先に部に戻り、バッグに荷物をしまい始めた。すると、スマホの着信ランプが光っているのに気づく。履歴を確認すれば、二十分ほど前に幼稚園から電話が入っていた。

　片手で荷物をしまいながら留守番電話を再生すると、先生の切迫した声が飛び込んでくる。

『和宏くんが高熱を出しまして、けいれんを起こしました。救急車をお願いしましたので折り返し連絡をください』

「え……」

　けいれん？　救急車？

　頭が真っ白になり、体が震える。

　和宏……。

　私は挨拶もせず部を飛び出し、廊下で電話をかけ直す。

「波多野です。和宏は……」

『よかった……つかまった。今、救急搬送されるところです。野上総合病院が受け入れてくれるそうなので、そちらに来られますか？』

「わかりました。和宏は？」

　無事なの？

　祈るような気持で尋ねる。

『けいれんからは回復しています。でも、意識がまだもうろうとしていて……』

　もう心配はいらないという返事ではなかったため動揺したものの、グッと歯を食いしばる。今はとにかく和宏のそばに行かなくては。

「波多野」

　走りだそうとしたとき、沖さんが戻ってきた。

「どうした？　顔が真っ青だぞ」

「和宏が……けいれんを起こして救急車で搬送されると」

「けいれん？　どこの病院だ」

「野上総合だそうです」

　和宏の妊娠が判明したあの病院だ。ここからだと電車の路線を二本乗り継がなければならない。タクシーのほうが早い？

「すぐに車を出す。玄関で待ってろ」

「えっ？」

「急げ」

　まさか沖さんが手を貸してくれるとは。藁わらにもすがりたい私はうなずいて玄関へと向かった。




　病院に到着すると、救急受付に駆け込んだ。

「お母さん！」

　付き添ってくれた幼稚園の速はや水み先生が駆け寄ってくる。

「いろいろありがとうございます。和宏は？」

「今は落ち着いているようです。園でマイコプラズマが流行していますので、その検査の結果待ちです」

　落ち着いているという言葉を聞いて腰が抜けそうになり、沖さんが支えてくれた。

「本当にありがとうございました。経過はご連絡します」

　ようやく声を振り絞り先生に挨拶をして、帰ってもらった。

　それから五分。処置室に呼ばれて和宏に会うことができた。

「和宏……」

　高熱のせいか顔は真っ赤なのに真っ青な唇をしていて、呼吸も苦しそうだ。

「お母さんですね。熱性けいれんで間違いありません。少しけいれんが長めだったようですが、おそらく問題ないと思います。ただ、検査の結果マイコプラズマが検出されて肺に影があります。肺炎を起こしかけているので、入院して治療をしましょう」

「はい。お願いします」

　入院と聞き動揺したが、ここはお医者さまに任せるしかない。

　フーフー唸っている和宏の手を握って励ます。

「和宏、ママだよ。気づいてあげられなくてごめんね」

　今朝、食欲がなかったのが兆候だったのだろう。もっと体調に気を配るべきだったのに、特に熱もなさそうだったので園に送り出してしまった。

「ママ」

　目を閉じたままのか細い声が痛々しい。

「うん。なに？」

「ママ」

　和宏はそう繰り返すだけ。つらいのだ。

「そばにいるから安心して」

　そう伝えると和宏は小さくうなずいた。

「沖さん、本当にありがとうございました。お仕事……ごめんなさい」

「緊急事態なんだから気にしない」

「はい」

　彼は私を励ますように肩をポンポンと二度叩く。

「浅海、得意先みたいですぐに連絡が取れなくて……」

「そんな。浅海さんにまでご迷惑はかけられません」

　けいれんを起こしたと聞いたときは血の気が引いたが、もうひとりで大丈夫だ。

「浅海が迷惑だと言うと思う？　もっと、頼ってもいいんじゃない？　アイツもそれを望んでると思うよ」

「沖さん……」

　宏希さんに再会するまでずっとひとりでやってきたからか、上手な頼り方がわからない。宏希さんも『申し訳ないなんて思わずに、俺を頼ってくれないか』と言ってくれたのに。

「俺も頼りないけど力になるから。仕事はしばらく心配するな。和宏くんが元気になったら、またよろしく」

「はい。ありがとうございます」

　沖さんは和宏が病室に移るのを見届けてから戻っていった。

「和宏。頑張れ」

　代わってあげたいのに代われないのがもどかしい。

　発熱は今までに何度も経験したが、さすがにけいれんと聞いたときは心臓が止まりそうだった。




　小児科病棟に移ってから一時間。ベッドサイドのイスに座り、和宏の様子をうかがっていると、ノックの音がしてドアが開いた。

「忍」

「宏希さん……」

　走ってきたのだろう。息が上がっている。

「沖から連絡をもらって。けいれん起こしたんだってな。容態は？」

　立ち上がった私の横まで歩み寄った彼は、心配そうに和宏の顔をのぞき込んで眉間にシワを寄せている。

「熱性けいれんだったようです。発熱のときのけいれんは珍しいことではないですし心配いらないと。でも、マイコプラズマに感染していて肺炎を起こしかけているそうで。気づいてやれなかった……」

「今朝、大好きなバナナを残してたね。でもそれ以外は普通だったじゃないか。俺もわからなかったよ」

　彼は優しい声色で話しかけてくる。

　そのとき、再びノックの音がして看護師さんが入ってきた。入院手続きもすべてやってくれた高たか原はらさんだ。

「そろそろ夕食の時間なんですが、無理そうですね」

　高原さんは和宏のところに歩み寄り、首筋に触れている。熱を診ているのだろう。

「和宏は、大丈夫でしょうか？」

「点滴でお薬を入れてますし、すぐによくなりますよ。お母さん、焦られたでしょう？」

「……はい」

　正直に答えると、高原さんは優しい笑みを浮かべる。

「実は私にも一歳半になる女の子がいまして。看護師をやってますけど、熱を出すたびにヒヤヒヤなんです。それで、あのとき体を冷やしたせいだとか自分を責めたりして……。自分の子となると冷静にはなれません」

　医療に関わる人でもそうなるの？

「お父さん。母親はいつも〝初めて〟と闘っています。経験したことのない事態が起こっても、なんとかして乗り越えなくてはなりません」

　高原さんは、宏希さんを父親だと勘違いしているようだ。しかし、宏希さんは否定することなく神妙な面持ちでうなずいている。

　私は同じ母親としての言葉に共感して、胸がいっぱいになった。

「お父さんも育児に奮闘されていると思いますが、母親はなにかあるとどうしても責任を感じてしまうものです。どうか支えてあげてくださいね」

「はい。肝に銘めいじておきます」

　迷うことなく返事をした宏希さんに驚いた。

　和宏が彼の子だと告白していないのに、こんなにきっぱりと……。『俺に守らせてくれないか？』と言ったのが嘘ではないと伝わってくる。

「夜勤のナースと交代しますが、なにかあればすぐにナースコールしてくださいね。それでは」

　高原さんは小さく頭を下げてから出ていった。

「忍。怖かっただろ？」

「はい」

　強がろうとしてやめた。きっと宏希さんに頼ってもいいところだ。

「すぐに来られなくてごめん。もう大丈夫だ」

　彼は私を腕の中に誘い、閉じ込めた。

　そのとき初めて涙が流れた。声を殺して泣いているのに彼は気づいたらしく、私の背中を優しくトントンと叩いて励ましてくれる。

「忍のせいじゃないよ。和宏くんは大丈夫だ」

「宏希さん……。はい」

　優しい声は、緊張で荒ぶった私の心を穏やかな状態に導く。

「ずっと、こうやってひとりで奮闘してきたんだな。不安、だったね」

「……はい」

　私は素直に返事をした。

　和宏が無事に誕生して喜びがあふれたが、不安は常にあった。今でこそもりもり食べて困るほどだけど、小さな頃は食が細くて心配したし、今日のように突然高熱を出して夜中に病院に走ったこともある。いつも気を張り詰めて生活していたような気もする。

　それから彼はなにも言わずにしばらく泣かせてくれた。

　泣くという行為が、これほど心を落ち着けるものだと知らなかった。

　しばらくして離れると、彼は私の頬を伝う涙を大きな手で拭い、安心させるかのように緩やかに口角を上げる。

　それから私たちは、ベッドサイドにイスを並べて座り、和宏を見つめていた。

　薬が効いて体温が下がってきたようだ。苦しそうな呼吸音もおさまり、ようやく胸を撫で下ろした。

「和宏くん、よく頑張ってる。忍に似て頑張り屋さんだ」

　そういえば、ここに飛び込んできてからずっと〝忍〟と呼ばれている。だから私もつい〝宏希さん〟と。ずっとこれが自然だったから違和感がなくて、受け入れていた。

「運動会、楽しみにしていたんですけど、無理そうですね」

　運動会は今週末。あと三日しかない。

「そうだね。よくなったら公園でたっぷり遊んでやろう。それに運動会は今年だけじゃない」

　彼は布団からはみ出している和宏の手を握る。

「今まで、仕事で行事に参加できないことも多くて……寂しい思いをさせてきました。だからか、宏希さんまで来てくれるからと気合いが入っていたのに」

　保育園では母親が仕事を抱えているのが当たり前なので、行事に出席できないのは私だけではなかった。でも、やはりお遊戯会も運動会も全部見てほしかったに違いない。

「うん。あのお尻フリフリするダンス、めちゃくちゃキレッキレだったもんなあ。また踊ってもらおう」

「ふふふ。はい」

　リビングで宏希さんがテレビを見ているにもかかわらず、テレビの前でお尻フリフリダンスを披露していた。何度私が『ダメよ』と注意しても。

　もちろん宏希さんは迷惑な顔ひとつせず、一緒に踊ってくれたけど。

　彼が子供好きでよかった。

　両親の反対を押し切るために計画的に妊娠を試みたが、結婚のためだけでなく、本当に子供が欲しかったのだとわかる。

　誰がなんと言おうと、和宏を産んでよかった。




　和宏の熱は翌日にはすっかり下がった。しかし点滴は続いていて、思うように動けないので不機嫌顔だ。

「ねー、お外行きたい」

「なに言ってるの？　昨日、倒れたんだよ」

「でもつまんない」

　彼は口をとがらせるが、本調子ではまったくない。トイレに行くだけでもふらふらしている。

「しょうがないなぁ。浅海さんが、いいもの持ってきてくれたよ」

「わっ！　やったー」

　宏希さんは夜通し付き添ってくれたが、朝方家に戻り、和宏の着替えとサッカーの本を持ってきてくれた。運動会を頑張ったらご褒美にプレゼントするつもりで用意してあったとか。

「浅海さんは？」

「お仕事だよ。でも頑張って早く終わらせて、また会いに来てくれるって」

「ホント？」

　白い歯を見せる和宏は、本当に宏希さんのことが大好きだ。

「ホントだよ。また一緒に遊べるように早く治そうね」

「うん！」

　その日は一日ベッドで寝そべりながら本を読んだりテレビを見たりして過ごした。やはり体が重そうでうとうとする時間も多く、心配は尽きない。

　私も昨晩まともに眠っていないせいか、夕方になりベッドに突っ伏して眠ってしまっていた。

　夕食の配膳の音がして目を覚ますと、肩にはジャケットがかけられていて、宏希さんが眠っている和宏の手を握っていた。

「あっ、ごめんなさい」

「いいんだよ。少し寝ておかないと、波多野さんが倒れる」

　そう言う彼も昨晩はほとんど眠っていないのに。

　しかし呼び方が〝波多野さん〟に戻っていることに、少し落胆した。




　和宏はすぐによくなり、土曜日に無事に退院することができた。

　運動会に参加できないと知った彼はそれはそれは驚くようなへこみ方で、しばらく口もきいてくれなかった。でも、元気になったら公園でサッカーやるぞという宏希さんの誘いに乗り、ふたりでサッカーの本をのぞき込んでいる。

　土日はおとなしくしていたら、水曜からは幼稚園にも登園できてすっかり元通り。私も仕事に復帰した。

「沖さん、ご迷惑をおかけしました」

「いやいや、全然。元気になったんだって？」

「はい、おかげさまで」

　営業統括部の人たちは皆、私が未婚のシングルマザーであることを知っているが、誰も父親について深く追及してこない。だからとても助かっている。

　ただ……和宏の件で沖さんが突然仕事を抜けたり、そのあと宏希さんも病院に駆けつけたりしたため、どちらかが父親なんじゃないかという噂が立ち始めてしまった。

　廊下ですれ違う別の部署の人たちが、私を見てひそひそ話をしている。

　父親を明かさないからにはそうした噂を立てられることも覚悟の上で和宏を産んだのだから、私はなにを言われてもいい。しかし、宏希さんや、まったく関係のない沖さんにまで火の粉が降りかかるのは困る。それに、噂が広まって社長の耳に入ったら……。

　レーブダッシュに復帰したのは、やはり間違いだったのだろうか。

　私がなにか言えば余計に事態は大きくなりそうな気がして、ため息をつくだけでなにもできなかった。




「波多野さん、プレゼンうまくいきました！」

　沖さんの指導の下、一緒に作ったプレゼン資料が役立ったようで、坂田さんが報告に来てくれた。

「よかったです。契約にこぎつけたんですか？」

「はい。ただちょっと……『君は熱いね』と言われてしまいましたが」

　それを聞いて噴き出した。沖さんの言った通りだ。でも、そこが彼のよさでもあるのだから、やはりその気持ちも忘れてほしくはない。

「外、暑かったですか？　アイスコーヒー淹れましょうか？」

　もう十月とはいえ、晴天の今日は二十九度まで気温が上がると今朝のニュースで言っていた。坂田さんの額に汗が見えたので、一旦手を止めて立ち上がる。

「そういうところなんでしょうね」

「はっ？」

「いやー。沖さんが、波多野さんは周りがよく見えてるって、いつも褒めてるんですよね。営業の動きをよく観察していてまさに必要な資料をスッと出してくれるし、大まかに頼んでおくだけで、それぞれの営業が使いやすい資料を作ってくれると言ってましたよ」

　沖さんがそんなことを？

　彼は今、席を外している。

「大げさですよ。他の皆さんの分も淹れてきますね」

「俺も手伝います」

　坂田さんは給湯室に付き合ってくれた。

「そういえば、今朝バカな噂を聞きまして。波多野さんのお子さんが、浅海専務の隠し子だとかなんとか。そんなわけないだろって一喝しておきましたけど」

　彼は屈託のない笑顔を見せるが、私は顔が引きつっていた。やはり、その話は広がっているんだ。

「ありがとう、ございます。……あっ！」

　しどろもどろになりながら返したが、動揺してコーヒー豆を落としてしまった。

「大丈夫ですか？」

「ごめんなさい」

　慌てて掃除しようとモップに手を伸ばしたとき、「波多野さん」と私を呼ぶ男の人の声がして顔を上げる。

　銀縁メガネをかけた背の高い人だ。誰だろう。

「はい」

「社長の秘書をしております佐さ藤とうです。ちょっと社長室までよろしいですか？」

「えっ……。はい」

　予期せぬ人からの呼び出しに、完全に思考が停止する。

　私がパートとして復帰していることは社長に秘密にしてあるはずなのに、もう知られているということだ。しかも、おそらく噂について問いただされるのだろう。

「あっ、ここは俺がやっておきますから」

「ごめんなさい」

　坂田さんの声で我に返った私は、モップを渡して佐藤さんのあとに続いた。

　重役フロアは最上階。宏希さんの部屋もあるはずだ。しかし、一介の社員に用はないので足を踏み入れたことすらない。

　立派な花が飾られ、きちんと掃除が行き届いた長い廊下を緊張しながら歩く。

　なんと言われるだろうか。

　専務室と掲げられた部屋の前を通ったとき、思わず目が向く。

　宏希さん、助けて……。

　しかし心の声が届くはずもなく、ドアが開くことはなかった。そもそも忙しい人なので、社内にいるかどうかもわからない。

「こちらです」

　社長室のドアの前で足を止めた佐藤さんは、事務的にそう言ったあとノックをした。すると「はい」と社長の声がして、背筋が自然と伸びる。

「波多野さんをお連れしました」

「入りなさい。佐藤は外して」

「かしこまりました」

　社長室に足を踏み入れると、佐藤さんは去っていった。

　大きなデスクのイスに座る社長は、ため息をつきながら背もたれに寄りかかる。

　そのデスクの前には、ダークブラウンの革張りのソファとテーブル。ここで、お客さまをもてなすこともあるのだろう。

　社長室は広く、落ち着かない。私は数歩入ったところで直立不動だった。

「久しぶりだね」

　好意的な発言のように聞こえるが、声に怒気が含まれているのを感じる。

「はい。ご無沙汰をしておりました」

　私は視線を合わせることができず、目を伏せたままお辞儀をした。

「舞い戻ってくるとは、どういうつもりだね」

　声に抑揚がなく冷静に話しているように聞こえるが、さっきからイスの肘かけを指でトントンと叩いている。イライラしていることはすぐにわかった。

　ピリピリした空気が漂い、息が苦しい。

「私はただレーブダッシュのお仕事が好きで。特に深い意味はありません」

　どう答えたら一番差し障りがないかなんてわからない。きっとなんと言っても許してはもらえないのだろう。

　せっかく調子を取り戻してきたところなのに、また辞めなくてはならないのか……。

「子供がいるそうだね」

　やはり耳に入っているんだ。

「……はい」

「宏希の子だとくだらん噂が飛んでいるらしいが、言語道断。アイツには相応の嫁を用意する。はっきり言って迷惑だ」

　相応の嫁、か。よい家柄の人という意味なのだろうけど、宏希さんはそんなことを気にする人じゃない。

「金を渡したはずだが。受け取っただろう」

　そう言われて視線を向けると、眉尻が上がった社長の顔が飛び込んでくる。

　まるでお金で別れを選択したとでも言われているようだ。

　お金と宏希さんを天てん秤びんにかけられるわけがない。私はただ和宏を産みたかったから引き下がっただけだ。お腹の子の存在が知られて、堕ろせと言われるのが怖かった。

「お金は宏希さんに――」

「なにしてるんですか！」

　そのとき、ノックもなく突然ドアが開いて宏希さんが入ってきた。

　振り向いた瞬間、彼と視線が絡み合い、一気に酸素が肺になだれ込んでくる。

「彼女になんの用です？」

　私の隣に立ち腰を抱いた宏希さんは、社長に鋭い視線を向ける。

「それはお前が一番よくわかっているだろう。今日を以って解雇だ。今後いっさい会社にも宏希にも関わるな」

　宏希さんは私から離れ、冷たい言葉を吐き捨てた社長の目の前まで歩いていく。

「彼女の仕事ぶりを見たことすらないですよね。有能な社員を切るなんてトップの目が腐っていると評判が立ちます」

「それでも構わん。彼女だけは許さん」

　社長の声がグサグサ突き刺さり、歯を食いしばる。

　私はこれほど非難されることをしたの？　ただ宏希さんと恋に落ちただけなのに。

「営業統括部の指揮は任せていただいているはずです」

「間違っているから正したまでだ。お前、わかっているのか？　この女は金を受け取って消えたんだぞ？　今さら子供をちらつかせて、また金か？　どうせ別の男の子なんだろ？」

　――ドン！

　社長の言葉が終わるやいなや、大きな音がして体が震える。宏希さんがデスクを思いきり叩いたのだ。

「金はあなたが無理やり渡したんでしょう？　それに、その金は私が預かっています。封さえ開けられていなかった封筒ごと」

　こんなに怒っている宏希さんを初めて見た。部下を叱ることはあれど、これほど感情を丸出しにする姿は記憶にない。

　宏希さんの迫力に驚いたのか、社長は黙り込んだ。

「あなたは、なにも教えてくれなかった。俺が忍との結婚を望んでいたことを知っていたくせして、彼女とは短期間付き合っていただけで、別れたいとの申し出があったとしか言わなかった。沖に聞かなければあのマンションも知らない間に処分して、なにもなかったことにしたんでしょう」

「それはお前のことを思ってだ。お前はいつかこのイスに座るんだぞ？　そんなどこの馬の骨とも知れぬ女なんて……」

「さっきから、失礼がすぎます。忍は子供をネタに金銭を要求したことなど一度もないし、それどころか俺の子じゃないと言う。どうしても一緒になりたくて、子供を作ろうと持ちかけたのは俺なの――」

　えっ……。今、なんて言ったの？

　途中で口を閉ざした宏希さんも自分の発言の意味に気づいたらしく、それきり黙り、振り向いて私を凝視する。

「そうだ。反対を押し切るために子供を作ろうと俺が……」

　思い出したの？

　大きく目を見開いた宏希さんの声が微かに震えている。

「和宏は、俺の子だ」

　そして彼がそう吐き出した瞬間、体がガタガタと震えだし、熱いものがこみ上げてくるのがわかった。

　こらえきれない涙がポロポロとこぼれて、慌てて拭う。すると彼は私の隣まで歩み寄り、そっと抱き寄せてくれた。

「彼女に感謝してください。俺の血を引いた子を、他人を思いやれる優しい子に育ててくれました。罵ば声せいを浴びせていい人じゃない。改めて機会を作りますので、失礼します」

　宏希さんは私を促して社長室から出してくれた。そしてそのまま専務室に入り、カギを閉めたあと強く抱きしめてくる。

「忍……。和宏くんは、俺の子、だよな」

　確信を持った聞き方に、返事はひとつしかない。

「……はい。宏希さんの子です。あの事故の日、妊娠がわかって……」

「すまない。そんなに大切なことを俺……」

　私の背中に回った手に力がこもる。私は彼のジャケットを強くつかみ、もう離れたくないとしがみついていた。

「宏希さんは私と和宏を守ってくれたんです。突き飛ばしてくれなければ、私が車にひかれていました。私も和宏もこの世にいなかったかもしれないんです」

　記憶が飛んでしまったのは、彼のせいではない。責任を感じてほしくなくて必死に訴える。

「けど、あんまりだ……」

　彼の苦しみが伝わってきて、私もつらい。しかし、彼から離れた私はあえて笑顔を作り、視線を合わせた。

「宏希さんのおかげで、和宏が産まれてくれました。それ以上に望むことなんてありません。それに……和宏に対しても責任を感じないでください。産むと決めたのは私です」

「忍はまだ俺を拒むの？」

「えっ……」

　彼は私を壁に追い詰め、挟み込むように両手をついた。

「もし記憶が戻らなくても、忍と和宏が大切だと言わなかったか？　和宏が俺の子でなかったとしても、家族になりたいと本気で思ってたんだ」

　彼の気持ちに偽りがないことに気づいていたのに、私は怖かったのかもしれない。愛される幸せを覚えると、失ったときの絶望に耐えられなくなる。

「お父さまが、許してはくださいません」

「大切なのは忍と和宏だ。必ず説得する。俺を信じろ」

　真摯な視線を向けられて強い口調で諭されたら、うなずくしかない。

「宏希さん……。はい」

　私が返事をした瞬間、熱い唇が重なった。




　高ぶった気持ちを落ち着けたあと、宏希さんと一緒に営業統括部に戻った。

　部署に入った途端、沖さんの腰が浮いたのがわかる。おそらく、私が社長室に連れていかれたことを坂田さんに聞いて、宏希さんに連絡してくれたのだろう。

「悪い。ちょっと波多野借りてた」

「まあ、専務さまがされることでしたらいいですけど」

　茶化してくれるのは沖さんの優しさだろう。きっと、皆が不思議に思っている。

「はー、よかった。俺はまたあの噂のことで呼ばれたのか――」

「坂田」

　あからさまに顔をしかめた沖さんの様子を見て、坂田さんがまずいことを言ったと悟ったらしい。

「す、すみませ……」

「いや、いいんだ。俺の子かもしれないという噂は間違ってるから」

「そうですよね。そんなわけないですよね」

　宏希さんの発言に安心したような笑顔を見せた坂田さんだったが、その目がこぼれ落ちそうになるのはそのすぐあとのことだった。

「〝かもしれない〟じゃなくて本当のことだ。波多野の子は俺の子だ」

　潔すぎるカミングアウトに、静寂が訪れる。

　私も腰が抜けそうなほど驚き、視線が定まらなくなった。

「男前だな……」

　沖さんがボソッとつぶやくと、「当然」と宏希さんは涼しい顔で答える。

「ということで、俺たち近々結婚するから。波多野に邪よこしまな考えを持って近づくヤツがいたら容赦しない。ひねりつぶす。仕事するぞ。坂田、例の契約結べたらしいな」

　大きな爆弾を落とした宏希さんが、一番冷静に坂田さんと仕事の話を始めた。

　他の人たちはしばらく呆然としていたが、再び仕事に戻った。

「よかったな」

　私のところに書類を持ってきた沖さんが小声でささやく。

「はい」

　まだお父さまに許されたわけではないけれど、『結婚する』ときっぱり言いきった宏希さんのことを信じよう。

　それからしばらく様々な案件の進捗を確認したあと、アポイントがあるという宏希さんは、私に一瞬視線を合わせて微笑んでから出ていった。




　帰宅後はいつも通り。家の掃除をしたあと、バタバタと和宏のお迎えに向かう。

　宏希さんの記憶が戻ったことで心は弾んでいた。両親の説得という高いハードルはあれど、これほどうれしいことはない。

　もしかしたらすべての記憶が戻ったわけではないのかもしれない。でも、和宏の父親だという肝心な部分を思い出してくれたのだから、あとはこれから埋めていけばいい。

　宏希さんが父親だと知ったら、和宏はなんと言うかな……。

　彼にはまだ黙っておこう。大好きな宏希さんのことを拒否する可能性は低いと思うけど、慎重にならなければ。

　一番大切なのは和宏の気持ちだ。私たちの想いが先走ってはならない。

「ママー！」

　幼稚園に迎えに行くと駆け寄ってきた和宏が抱きついてくる。

「おかえり。和宏、ケガしたの？」

　膝に絆ばん創そう膏こうが貼ってあるのに驚いて、抱き上げる。

「転んじゃった」

「波多野さん、こんにちは。すみません。園庭で遊んでいたら、転びそうになったお友達を助けようとして、和宏くんまでケガをしてしまって。それほどひどくはなかったのですが、注意不足でした。申し訳ありません」

　速水先生が、顔をしかめる。

「そうだったんですか。ケガはつきものですから、大丈夫です。和宏、優しいね」

　このくらいの歳なら、かすり傷は日常茶飯事。お友達をかばったなんて、なかなかやるじゃない。

「和宏くん、本当に偉いんです。いつも困っているお友達に手を貸してあげられますし、泣いている子がいたらスッと近づいて頭を撫でてあげたりして」

「そうでしたか」

　そんなことができるなんて知らなかった。

　速水先生と挨拶をして園を出たあと、手をつないだ和宏に話しかける。

「和宏はすごいね。お友達、うれしいと思うよ」

　褒めると彼は白い歯を見せる。

「ママもうれしい？」

「ん？　和宏に優しくされるとすごくうれしいよ」

「僕じゃなくて、浅海さんが助けてくれると」

　思いがけず宏希さんの名前が出て、目がキョロッと動く。

「……もちろん、うれしいよ。浅海さん、優しいもんね」

「うん！」

　笑顔での大きな返事を聞き、頬が緩む。

　宏希さんが、もうすでに私たちの生活にいなくてはならない存在になっていると感じ、近い将来、父親だと打ち明けられると確信した。




　夕飯は、和宏のリクエストで大好きな唐揚げ。大量の唐揚げを揚げていると、宏希さんが帰ってきた。

　記憶が戻ってからの初めての帰宅でなんとなく緊張が走ったが、揚げ物をしている私の代わりに和宏がすっとんでいき、玄関のカギを開錠してくれた。

「浅海さん、おかえりー」

「ただいま。おー、唐揚げの匂い」

　にんにくの香りでわかったらしい。宏希さんのいつもと変わらない声が聞こえてくる。

「そうだよ。今日は僕が好きなものを作ってくれるって！」

「あはは。いつも好きなものを作ってくれるだろ？」

　そんなふたりの声が近づいてくる。

「膝どうした？」

「ちょっと血が出ちゃった。洋よう子こちゃんを助けたら、僕が転んじゃって……」

　あれっ、助けたのって女の子だったの？

「洋子ちゃんを助けたのか。偉かったな」

　そこでリビングのドアが開いて、ふたりが入ってきた。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　宏希さんはキッチンに立つ私の目をしっかりと見つめて、微笑む。

　互いの心が再びつながった今日は、特別な挨拶のような気がした。

「すみません。もうすぐできます」

「ありがとう。和宏くん、その間に洋子ちゃんの話聞かせて」

　宏希さんはネクタイを緩めながら、和宏をさりげなく誘ってベッドルームに着替えに向かった。

　おそらく、私の調理の邪魔にならないように連れ出してくれたのだと思う。さりげない気遣いに、いつも助けられている。

　ちょうど唐揚げができあがった頃、ふたりは戻ってきた。

「ママ、遠足のときの写真ある？」

「写真？　クローゼットにあるアルバムに貼ってあるよ」

　知らせると、和宏はあっという間に走り去り、アルバムを持ってきてソファに座る宏希さんに見せている。

「この子が洋子ちゃん」

「かわいいな。手をつないでるじゃないか」

「うん」

　照れくさそうに返事をしている和宏に、宏希さんが優しい眼差しを送っている。

「それで、告白したの？」

　宏希さんの言葉に、料理をテーブルに運んでいた足が止まった。

「してないよぉ」

「そっか。でも、言わないと気持ちは伝わらないぞ」

　まさか……洋子ちゃんのことが好きなの？　そんなこと考えてもいなかったので、目が点になる。

「えー。なんて言うの？」

「そうだなぁ。ストレートに『好きです』でいいと思うぞ。真剣な気持ちは伝わるものだ」

「浅海さんも言ったことある？」

　恥ずかしげもなく質問する和宏に、宏希さんは苦笑している。

「あるよ。それに、今もすごく伝えたい人がいる」

　淡々と進む会話に、心臓の拍動が勢いを増していく。それって……。

「ご飯ができたみたいだ。手を洗おうか」

「うん」

　話を変えた宏希さんは、私に微笑みかけてから和宏と一緒に手を洗いに行く。そのとき、ほんの一瞬視線が絡まっただけなのに、頬が上気するのを感じた。

　三人で囲む食卓は、本当に楽しい。

「ちょっと、和宏。唐揚げ食べすぎ」

　どんどん食べ進む和宏にストップをかける。

「豪快だな。ほっぺにご飯粒ついてる」

　向かいの席から手を伸ばして和宏の頬のご飯粒をとってくれる宏希さんの優しい眼差しは、父親そのもの。

　彼は自分の子の存在すら知らなかったのに、和宏をすんなりと受け入れ、惜しみなく愛を注いでくれる。それだけでなく、お父さまにはっきりと私との関係を主張してくれてうれしかった。

「波多野さん、どうかした？」

「えっ？　なんでもありません」

　箸が止まっていた私を、宏希さんがまっすぐに見つめている。

「幸せだね」

　そして放ったひと言に、息が止まりそうになった。

「はい。とっても」

　なんだか泣きそうになりながら返事をして、また唐揚げに手を伸ばしている和宏に視線を移した。




「よく食べたなぁ、和宏くん」

　和宏を寝かしつけたあとリビングに行くと、宏希さんがクスッと笑っている。

「ごめんなさい、宏希さんの分まで……」

「そんなことは構わないよ」

　和宏のお皿にのっていた唐揚げはすぐになくなり私から分けたが、宏希さんからももらっていた。

「紅茶、飲みますか？」

「うん、お願い」

　こうして和宏が寝たあとにふたりで話すことは何度もあったのに、今日は必要以上に緊張する。

　キッチンに行き、ふたり分の茶葉をガラス製のティーポットに入れてお湯を注ぐ。蒸らしている間にカップを二客出したが、手が滑って落としてしまった。

　――ガシャン。

「あっ……」

　割れてしまったカップに手を伸ばすと、慌てたせいか破片で指を切った。

「忍、大丈夫か？」

　すると、宏希さんが飛んできて私の手を握り、うっすらと血が出ているのを見て、ためらいなく口に運んで舐なめる。

「平気、ですから……」

　ドキドキして息苦しく手を引こうとしたが、かえって強く握られてしまった。

　傷は浅かったようで、もう血は止まっている。

「忍はなんでも平気って言うんだな。ずっと、そうやって強がってきたんだろ？　もう、俺に手伝わせて。俺が守るから」

「宏希、さん……」

　胸に熱いものがこみ上げてきて、声がかすれる。

「忍。好き、なんだ」

　そのまま強く腕を引かれて彼の胸に飛び込んでしまった。

「忍」

　私の名前を確認するように何度も口にして、背中に回した手に力を込める彼にしがみつく。

　もう離れたくない。ずっと一緒にいたい。

「俺はきっと、ずっとこうしたかったんだ」

　宏希さんの声が震えている。

　はっきりとは思い出せずとも、心の中のなにかが動いていたのだろうか。公園で再会したとき、私の心が震えたのと同じように。

　求め合っていた心が自然と共鳴し合い、なにかの拍子に記憶が少しずつ引き出されてきたのかもしれない。

　私は彼の腕を強く握り、広い胸にすっぽりと包まれながら、幸せを存分に感じていた。

　耳に伝わる彼の心音が、ドクドクと速い。それに呼応するように私の拍動も速まっていく。

　しばらくして腕の力を抜いた彼は、私の体を離して真摯な視線を送ってくる。

「好きだ。何度記憶をなくしても、忍のことを必ず捜し出す」

「宏希さん……」

　どちらからともなく重なった唇は、たまらなく熱くて胸がいっぱいになった。

　割れてしまったカップは、宏希さんが片付けてくれた。その間に別のカップに紅茶を注ぎ、彼のリクエストではちみつも垂らした。

　何度も繰り返された光景だけど、改めて心がつながった今日は感慨もひとしおだ。

　いつものようにソファに並んで紅茶を口に運ぶが、妙に照れくさくて会話が弾まない。しかし、彼が空いたほうの手で私の腰を抱くので、言葉はなくとも幸せだった。

　紅茶が半分くらい減ったところで、ようやく宏希さんが口を開いた。

「和宏くんも初恋か……」

「まさか、女の子を助けたとは知りませんでした」

「あはは。なかなかやるな。忍の初恋はいつ？」

　初恋、か。いつだろう。

「覚えてないです。宏希さんは？」

「俺も幼稚園のときのクラスメイトだったような。血は争えないな」

　クスッと笑みを漏らす彼は、カップをテーブルに戻した。

「和宏のこと……ごめんなさい」

「なにを謝ってるの？」

　彼は目を大きくして私の顔をのぞき込む。

「宏希さんの意思も聞かずに産みましたから」

　ずっと胸につかえていたことを吐き出すと、彼は私を優しく胸の中に誘い包み込んだ。

「なにも言わずに消えたのは、和宏を守りたかったからじゃないのか？　親父に知られたら、堕ろせと言いかねないと思ったんだろ？」

　どうしてなんでもわかってしまうのだろう。手切れ金まで渡されていたのだから、それで気づいたのかな。

「……はい」

　もう隠し事はしたくない。

「つらい思いをさせてごめん。和宏を守ってくれて、本当に感謝してる。もう一度忍に会えたばかりか、宝物まで増えていたんだ。最高の気分だよ」

　和宏を歓迎してくれているのは伝わってきていたが、こうしてはっきりと言葉にされて、ようやく肩の荷が下りた。私の選択は間違ってはいなかったのだと。

「これからは俺が全力でふたりを守る。必ず幸せにする」

「ありがとう、ございます」

　彼の両親の反対はあるけれど、説得するという宏希さんを信じよう。

「和宏には、折を見て話そう。彼の気持ちが一番大切だ。嫌われないようにしないと」

「和宏は、宏希さんが大好きなんです。嫌われるなんてそんな……」

　ここに来てから、ううん、公園で出会ったあの瞬間から、まるで親子だとわかっていたかのようにふたりの息はぴったりだった。

「いや。ただの友達とはわけが違う。俺はずっとふたりを放っておいたひどい父親だ。許してもらえるか……」

　珍しく落胆した声色なので驚き、彼から離れて顔を見つめる。

「ひどい父親だなんて言わないでください。私たちを捜しに来てくれたじゃないですか」

　結果論かもしれないが、捜し出しただけでなく、私たちの生活が疲弊していることにも気づいて、こうしてここに住まわせてくれた。

　シングルでも和宏を立派に育ててみせると必死だったが、苦しくなかったわけではない。レーブダッシュに勤めていた頃のようにお給料は入ってはこないし、和宏にも寄り添わなくてはならなかった。まさに体がいくつあっても足りない状態で、しかもなにがあっても自分の責任ですべて決断しなければならず、本当は心が悲鳴をあげていた。

　そんなときに差し出された救いの手が、どれほど温かかったか。

「どうしてだろうな。忍の記憶がすっかり抜けていたのに、沖から話を聞いたり、ここにある忍の私物を見ていたりしたら、息が苦しくなって。どうしても捜し出して会わなくてはと強く思った。俺のここが、忍を強く求めていたんだろうな」

　彼は自分の胸をトンと叩いて、苦しげな顔をする。

「私……宏希さんの記憶の中に自分がいないとわかったとき、正直涙が涸かれ果てるまで泣きました。でも、お腹に宿った命はどうしてもあきらめられなかった。宏希さんとの赤ちゃんだけはどうしても……」

「あぁ」

　彼は神妙な面持ちで小さく二度うなずく。

「だけど、子育ては簡単じゃなかった。誰にも頼れず、孤独だった……」

　ダメだ。泣くまいと思っていたのに、勝手に涙があふれてくる。

　それを見た彼は、大きな手で優しく拭ってくれる。

「宏希さんがあの公園に現れたとき、気持ちが揺れました。私が勝手に産むと決めたのに、宏希さんに責任を押しつけてはいけないと。でもその一方で、すがれるものならすがってしまいたいという、弱い心もあって……」

「弱くなんてない。和宏はあんなに優しくて強い子に育っているじゃないか。ここまでひとりで育ててきた忍は、十分すぎるほど強い。俺ではできなかったかもしれない。でも、もうひとりじゃないんだ。三人でゆっくり歩いていこう」

　胸がいっぱいでなにも言えず彼の腕の中に飛び込むと、強く抱きしめられる。

　彼が記憶をなくした日からずっと、この温もりを求めていた。

「俺、まだすべてを思い出したわけじゃないんだ。でも、忍への気持ちは前より強くなっている気がするよ」

「そんな……」

　最高にうれしい言葉をもらえて、今までの苦労が吹き飛んでいく。

「抜け落ちている記憶はできるだけ思い出したい。だから、些細なことでもいい、全部教えて」

「はい」

　これからまた始めればいい。互いの気持ちさえつながっていれば、他はちっぽけなことだ。










五年越しのプロポーズ




　あっという間に、冷たい北風が吹きつける十二月に突入した。

　父親であることをカミングアウトしたあの日から、宏希さんはさらに積極的に和宏と関わるようになった。どれだけ疲れて帰ってきても、幼稚園であった出来事に耳を傾け、少しでもよいことがあれば大げさなほどに褒めた。

　宏希さんが目いっぱい愛情を傾けてくれるおかげか、幼稚園の速水先生が、「和宏くんがお友達に優しくしているのを見て、周りの子たちも影響され始めています。本当に素敵なお子さんですね」と称賛してくれるまでになっている。

　レーブダッシュには、相変わらずパートとして勤めている。

　御曹司である宏希さんとの結婚を見据えているのなら、経済的には働く必要はない。しかし、私がレーブダッシュの仕事が好きなんだと彼は気づいている。

　宏希さんが目を光らせてくれているからか、社長からの接触はあれからない。

「波多野。悪いんだけどお使い頼める？　浅海にハンコもらってきて」

　沖さんに依頼されて、宏希さんの決済が至急必要な書類を持ち、重役フロアに足を向ける。

　社長室に赴いた日の記憶が緊張を誘うものの、沖さんが宏希さんの在室を確認したと言っていたので、大丈夫。

　専務室の前でノックをすると、「はい」とすぐに返事があった。でも、宏希さんの声ではないような……。

　ドアを開けると、見覚えのある人が宏希さんのデスクの前に立っていた。社長秘書の佐藤さんだ。もちろん、仕事のいくつかは社長と連携しているはずなので、佐藤さんがここにいてもおかしくはないが、息を呑んだ。

「あぁ、沖が来るかと思ったよ。パシリにされたのか……」

　宏希さんは一歩入ったところで動けなくなった私に気づいたらしく、柔和な笑みを浮かべて歩み寄ってくる。

「こちらの書類に決裁印をお願いします」

「うん」

　彼と会話を交わしている間も、佐藤さんに凝視されていて落ち着かない。

「先日の陸上の中距離選手の調査、完璧だったと沖が褒めてたよ」

　彼は書類を持ってデスクに戻り、印を捺おしながら言う。

「ありがとうございます。早速、営業の稲いな垣がきさんが選手と折衝しています。シューズを任せていただけそうです」

　もしかしたらもう耳に入っているかもしれないが、一応報告をする。

「それはよかった。彼は多分マラソンに転向するだろうからね。期待の星だ」

　今回選んだのは、ここ最近の記録が一番よい選手ではなくその次の選手。一番有力視されている選手は記録はいいが、所属する大学のチームメイトとの関係があまりよくない。おまけにＳＮＳでの発言が過激だとわかった。

　いずれ有力な選手に成長した暁あかつきには、会社名を背負って活躍してもらうスポンサー契約を目論んでいるので、素行が不良では困る。企業イメージも悪くなるからだ。

〝あの選手が使っているシューズを自分も使いたい〟と思ってもらえるような選手でなければならない。そのため、今回は二番手の選手と接触することに決まった。

　記録以外にもそうしたことを調べ尽くすのが私の仕事になっている。

　相変わらず佐藤さんがとがった視線でにらんでいるので緊張したが、今度は私のほうからデスクに歩み寄り、書類を受け取った。

　すると、宏希さんのデスクの上に、お見合い写真のようなものが置かれていることに気がついた。表紙が閉じられているのではっきり断言できないが、立派な台紙だったのと、佐藤さんがここにいることでなんとなくピンときた。お父さまから、見合い話を持ち込まれているのだと。

「悪いけど、坂田のフォローも頼める？　時々突っ走るから冷静にうしろから糸を引く人間が必要なんだ。今は沖がやっているけど、アイツにはまた新しい仕事を頼みたくて」

「私でいいんですか？」

「もちろん。おそらく営業統括部で一番冷静に物事を見られるのは波多野だ。沖もそう言うと思うよ」

　私がお見合い写真に気づいたことがわかったのだろうか。宏希さんは、台紙の上にさりげなく別の書類をのせて隠した。

「承知しました。できるだけのことはします」

　たしかに坂田さんには、『ひと呼吸おいて！』と言いたくなることが多々ある。仕事がうまくいっているときは特に。そういうときほど調子に乗らず慎重にというのが、宏希さんの信念だ。

　専務としての仕事が増えたため、営業統括部は沖さんに任せがちで気になっていると漏らしていたので、できれば宏希さんの信念を新しく入った人たちにも伝えたい。

「それでは、失礼します」

　用が済んだ私は、宏希さんに一礼してから部屋を出た。すると続いて佐藤さんも退室してくる。

「波多野さん」

「はい」

　呼び止められてため息が出そうになったものの、無視するわけにはいかない。笑顔を作ってから振り返った。

「なんでしょう？」

「うまく専務に取り入られましたね。あなたの解雇を社長が指示なさったら、専務も退職すると言いだされて、大変迷惑しております」

　宏希さんが退職？　まさかそこまで？　私なんてただのパートなのに……。

　唖然としていると彼は眉尻を上げて続ける。

「専務のことを考えるなら、身を引い――」

「佐藤」

　突然ドアが開き、宏希さんが顔を出した。大切な会議のときのように鋭い眼光で佐藤さんをにらみつける。

「もうすぐ会議のはずだが？」

「申し訳ありません」

　佐藤さんは宏希さんに会釈してから秘書室のほうへと歩みを進めた。

「波多野はなにも気にしなくていい。自分の能力を発揮してくれ」

「はい」

　宏希さんは上司として事務的に私に声をかけた。けれども、その悲しそうな瞳からは私への気遣いが見て取れた。

　複雑な気持ちを抱きながら、営業統括部に戻る途中で考えを巡めぐらせる。『専務のことを考えるなら』という佐藤さんの発言が頭から離れない。

　まさか私と和宏を守るために、自分の進退までかけてくれたとは知らなかった。お父さまはそれで私をクビにできなくなり、次はお見合いなのかも。

　結婚を認めてもらえそうになくて、妊娠を選んだ彼の気持ちがよくわかる。お父さまは、宏希さんの気持ちなんてまったく眼中にないのだ。

　彼は『説得する』ときっぱり言ったが、簡単ではなさそうだ。

「身を引く……」

　やっと彼の記憶が戻って、和宏と三人での幸せな生活を夢見られるようになったのに、そんなことはしたくない。どうしたらいいのだろう。

　宏希さんは和宏と暮らすことを望んでいると、毎日一緒にいてひしひしと感じる。それなら、宏希さんを信じればいい？

「なるようにしか、ならないか……」

　家族三人の生活を守りたいなら闘うしかない。

　宏希さんは御曹司という立場すら捨てて、私たちを守ろうとした。それなら、私がもっと強くならなければ。佐藤さんになにか言われたくらいで揺らいでいてはダメだ。

　私も宏希さんを守りたい。もちろん和宏も。

　どうしたらいいのかわからないけど、負けたくない。

　私は自分にカツを入れ、気持ちを切り替えてから営業統括部に戻った。




　その日、幼稚園のあとは和宏と公園に直行して、夕方までお友達三人と遊んだ。

　園が終わってから友達と約束をしてきたのは初めてで、成長を感じる。

　他のお母さんと一緒にベンチから仲良く遊んでいる姿を眺めながら、こうやって親離れしていくのかな、なんて考えるともう寂しい。

　たくさん走り回った和宏は、宏希さんと一緒にお風呂から上がった頃には眠そうでフラフラしていた。なんとかパジャマは着せたがコテンと寝てしまった。

「ははっ。風呂に入りながら寝そうになるとか……」

　濡れた髪をタオルで拭きながらリビングにやってきた宏希さんは、白い歯を見せる。ほんのり赤く上気した頬のせいか、妙な色気が漂っている。

「そうですよ。小さい頃はご飯を食べながら寝てしまって、皿に顔からダイブなんてこともありましたし」

「え！」

　私にとっては日常茶飯事だったが、彼には驚愕だったようだ。

「ホントか……。子供っておもしろい。そういう時間を一緒にいられなくて、残念だったな」

　彼は笑いながらも肩を落としている。

「これからまだまだ成長します。私、本当に一緒にいても――」

「ずっと一緒だ。絶対に離さない」

　佐藤さんの言葉が頭をよぎり、弱気が顔を出した。するとそれに気づいた彼は、私を安心させるように抱きしめて、甘い口づけを落とす。

　宏希さんの唇が熱くてたまらないのは、風呂上がりで体温が上昇しているからなのか、それともたっぷり愛がこもっているからなのか……。

　一度は離れていったが、熱を孕はらんだ視線を私に注ぐ彼は、すぐさまもう一度キスをする。しかも、今度は彼の舌が唇を割って入ってきた。

「ん……」

「止まんない」

　切なげな声でそう吐き出した彼は、私の頭を抱えるようにして何度も何度も唇を貪むさぼり、私をソファに押し倒す。

　激しいキスのせいで体がとろとろに溶けそうになった頃、テーブルに置かれていた彼のスマホが鳴りだした。

「宏希さん、電話……」

「放っておけばいい」

　キスをやめない宏希さんは、私の腰に手を滑らせて首筋に舌を這わせる。

　その間、電話は切れたり鳴ったりを繰り返すので、どうしても気になる。重要な連絡かもしれないのに。

「宏希さん」

「はー」

　大きなため息をついた彼は私から離れ、スマホの画面を見て顔をしかめる。そして私にチラッと視線を送ってから電話に出た。

「なんでしょう？　あの話はお断りすると言ったはずですが」

　もしかして、お父さま？　あの話というのは……お見合いのことだろうか。

　そばで聞いているのがいたたまれなくなりキッチンに行ったものの、やはり声は筒抜けだ。

「なんと言われても、忍と結婚します」

『忍と結婚します』とはっきり宣言され、胸が熱くなる。

「ＤＮＡ鑑定？　どうしてそんなものが必要なんですか？」

　和宏のこと？

　ハッとして振り向くと、宏希さんの顔が赤くなっている。風呂上がりのせいではなくて、きっと怒りのせいだ。

「そんなことをしなくても、和宏は俺の子です。それと、なにを勘違いしているのか知りませんが、結婚を望んでいるのは俺のほうです」

　ヒートアップしていく会話に、立ち尽くすことしかできない。

　そのうち宏希さんは思いきり眉をひそめて、脱力した。話が平行線なのかもしれない。

「俺はレーブダッシュを大切に思っています。それは、一緒に戦ってきた仲間や、俺を信用して契約してくれた選手たちがいるからです。だから、これからも会社を守っていきたい。でも、もっと大切なものが俺にはあるんです」

　宏希さんはそう言いながら、私をじっと見つめる。

「忍と和宏が大切なんです。それを失うくらいなら、会社はいらない」

　とんでもない覚悟を口にしているのに彼の表情は驚くほど穏やかで、私は彼の選択を素直に受け入れればいいと感じた。

　三人で生きていくことこそ、宏希さんの願いなのだと。

　もうつまらない意地は張らない、遠慮もしない。彼の腕に飛び込んで、どんな困難も一緒に乗り越えていけばいい。

　どうやらそれで電話を切られてしまったようで、彼はスマホを耳から離し、肩をすくめている。

「宏希さん……」

「おいで」

　両手を広げられ、私は思いきり腕の中に飛び込んだ。

「忍。必ず幸せにする。約束する」

「ありがとうございます。私はどうしたらいいですか？」

「えっ？」

「どうしたら、宏希さんが幸せになれますか？」

　彼は人生をかけて私と和宏を守ろうとしてくれている。それなら私も相応の覚悟で、彼を守りたい。

「俺の幸せか……」

　体を離して私にまっすぐな視線を注ぐ彼は、うれしそうに頬を緩める。

「忍と和宏が一緒にいてくれることかな」

「そんなことでいいんですか？」

　それじゃあ、彼が犠牲にするかもしれないものと、到底釣り合わない。

「そんなこと、じゃないぞ。それが最高にうれしい」

　宏希さんは、つい先ほどまで顔を真っ赤にして怒っていた人とは思えないほど優しい笑みを浮かべ、私の顎に手をかけて甘い唇を重ねた。




　久々に和宏が早く寝てくれたので、ふたりでワインをたしなむことにした。

「忍はそれだけ？」

「もうずっと飲んでないので、酔ってしまいそうで」

　私が一杯だけでやめたところ、彼に驚かれてしまった。和宏を授かるまでは、もう少し飲んでいたからだ。

「和宏のためだよね」

「それもありますけど、忙しくて、私も一緒にコテンと寝てましたし」

　妊娠から出産、そしてなんとか出た母乳を飲ませていた間は、アルコールは一滴も口にしなかったし、その後も忙しくて飲んでいる暇なんてなかった。

「そっか。本当にありがとう」

　彼は隣に座る私をねぎらい、肩を抱く。

　記憶がなかった上に、私のほうから消えたのだから罪の意識にさいなまれる必要はないのに、彼の優しい性格からして無理なのだろう。

「でも、今日は酔ってもいいよ。忍が酔ったら、和宏の面倒は俺が見るから」

　これが夫婦というものなのかな、なんて漠然と考える。

　どちらかが疲れたらバトンタッチしてしばし休憩。子育てに休日はないのだから、たまに息を抜きつつやっていくのが理想的なのかもしれない。

「それじゃあ、ちょっと飲んじゃおうかな」

「うん」

　彼は私の返事に笑みを浮かべて、白ワインを注いでくれた。

「これ、甘くて飲みやすいですね」

「そうだろ？　沖のおすすめなんだよ。女の子は、こういうのが好きだぞって」

「沖さんが？」

　沖さんの彼女の好みだったりして。

「そう。だから今日は忍が飲んで」

　宏希さんは空いたワイングラスをテーブルに置いてしまった。

「えっ、ひとりで？」

「寂しい？」

　そう問われても、とっさに返事ができない。

　ひとりでは寂しい。でも、恥ずかしくて言えない。

「俺、今日は大切なことを忍に言おうと思って。だから酔いたくないんだ」

「大切なこと？」

　首を傾げると、彼は一旦リビングを出ていく。

　どうしたのだろう。

　少し開いたままのドアを見ていると、すぐに戻ってきた宏希さんは、ソファに座る私の前に膝をついて視線を合わせた。

「忍と一緒にいると、少しずつ記憶の欠片かけらが戻ってくる」

　彼は手に持っていたものを私の目の前に差し出した。

「これ……」

「忍に渡すつもりで用意してあった」

　それは小さな宝石箱だった。彼が蓋を開けると、まばゆいばかりの大粒のダイヤがキラキラきらめく指輪が入っている。

　婚約指輪？　用意してあったって……記憶がなくなる前に？

「忍。俺と結婚してほしい。本当はあの日渡そうと思って、レストランを予約してたんだけど、事故に遭ってしまって……」

　あぁ、どうしよう。本当に過去と現在がつながったんだ。

　胸がカーッと熱くなり、自然と笑みがこぼれる。

「はい」

　承諾の返事をすると、彼は指輪を取り出して私の左手薬指にはめた。そしてその手を持ち上げて、指先にキスを落とす。

「ありがとう。忍のご両親にも挨拶に行かないと……」

「あ……」

　両親には出産を反対されてから一度も会っていない。宏希さんの両親の承諾はもちろんだけど、私の両親もなんと言うか……。

「もしかして、和宏のこと言ってない？」

「出産を反対されて……でも和宏をどうしても産みたくて、黙って姿を消しました。だから、出産後、元気にしてると時々手紙を送りますが、もうずっと実家に帰ってもいません」

　正直に告白すると、彼は目を見開いている。

「そっか。本当にひとりで踏ん張ってきてくれたんだね。ありがとう。ご両親には俺が誠心誠意頭を下げる。和宏を抱きしめてもらおう」

　私は胸がいっぱいになりながら、大きくうなずいた。




　それからは、宏希さんと一緒にワイングラスを傾けた。

　やはり私はずっと飲んでいなかったせいで、三杯目を空ける頃にはほろ酔い気分。

　ちょうどいいおつまみがなくて、和宏のおやつに買ってあったチョコレートを出したが、かなりおいしい。

「チョコって白ワインにも合うんだ……」

「チョコ好きの忍は、なんにでも合うだろ？」

　さりげなく放たれた言葉にドキッとする。

　再会してから、エール・ダンジュのチョコレートケーキが好きだと言ったことはあったが、それ以外でチョコ好きをアピールしたことがないのに。

　でも、以前はおいしいチョコレートを探して、よくお取り寄せをしていた。

　やはり記憶が少しずつよみがえってきているのを感じる。

「あはは。バレました？」

　こんなふうにふたりで談笑できる日が戻ってきたなんて、感無量だ。

「和宏の誕生日プレゼント、サッカーシューズにしようと思ってるんだけど、どう？」

「もしかして、新作の？」

　今月発売したばかりのスパイクは、実際に何人ものＪリーガーに提供して使ってもらっている。

「そう。スパイクなしのほう」

「喜びます。すぐに成長しちゃって、もうきつそうなんですよね」

　以前奮発したブルーのシューズはかなりお気に入りのようだが、そろそろサイズアウトだ。

「それじゃあ、そうしよう」

「わー、楽しみ」

　和宏の成長をともに喜べる幸せは、なにものにも代えがたい。大好きな唐揚げや、ケーキも用意して盛大にお祝いしよう。

「少しずつ、距離を縮めてみてもいい？」

「和宏との？」

　彼はうなずく。

「そうですね。宏希さんを拒否するなんてありえませんけど、ずっとパパがいなかったから、彼の心の中でどんな反応が起こるか予想もつかなくて」

　宏希さんのことは好きだけど、父親としては拒否反応を示す可能性がないわけではない。しかし、父親という存在を求めている気もするし……。どうなるかわからない。

「もちろん、無理やり入り込むつもりはないよ。記憶がなかったとはいえ、俺はずっとふたりを放っておいたわけだし。恨まれても仕方がない」

「恨むなんて……」

「でも、あきらめるつもりはないんだ。時間がかかっても、和宏と家族になりたい」

　彼の表情にはこれっぽっちも悲愴感が漂ってはいない。強い決意と、未来への期待のせいだろう。

「そうですね。ゆっくり進めたらいいですね」

　私たちの都合で、和宏にはつらい思いをさせてきた。それを責められても、甘んじて受け止めるつもりだ。

　ただ、この先の未来は絶対に明るいと彼にわかってもらいたい。宏希さんと一緒なら、必ず幸せをつかめる。

「あぁ。三人で歩いていこう」

　口角を上げてささやく宏希さんは、私を抱き寄せてもう一度キスを落とした。




　和宏の誕生日は土曜日で、私も宏希さんも朝から張り切っている。宏希さんが用意してくれた例のサッカーシューズを、私が丁寧に梱包してスタンバイ済みだ。

　夜は和宏が眠くなるからと昼にお祝いをすることにしたので、午前中からせっせと料理を作っていた。その間、宏希さんが近所の公園に和宏を連れ出してくれている。

　和宏は運動神経がいいとはとても言えない私より、宏希さんと体を動かして遊ぶことのほうが好きなようだ。

「ただいまー」

　一時間半ほどして、和宏は元気に戻ってきた。

「おかえり。寒くなか……ったみたいだね」

　最近は雪が舞う日もあるというのに、リビングに飛び込んできた彼の額には汗がにじんでいる。宏希さんも「はぁ」と大きなため息をついてお疲れのご様子だ。どれだけ走り回ったのだろう。

「大変でしたよね……」

「いや、楽しかったよ。ただ、若いパワーに圧倒されただけ」

「若いって……」

　思わずクスッと笑ってしまう。たしかに若い。

「和宏くん、風邪ひくから一緒にシャワーで汗を流そう」

「はーい」

　まったく違和感のない微笑ましい光景に、頬が緩む。

　ふたりのタオルを用意してから、できた料理をテーブルに並べ始めた。

　今日は和宏の好物ばかり。唐揚げやエビフライはもちろんのこと、ふわふわたまごのオムライスも忘れずに用意した。これは、宏希さんと和宏をつないだ最初の食べ物だ。

　御曹司で、高級レストランの味を知っているはずの宏希さんも、昔から何度もオムライスを私にせがんだ。同じ遺伝子を持つから和宏の味覚も似ているのかと思っていたけれど、そうだとうれしい。

　しばらくすると、和宏がニコニコ顔で飛び込んできた。

「オムライス！　浅海さん、オムライスだよー！」

　和宏はせわしなく動き回り、宏希さんを呼びに走る。そんなに急がなくてもとは思ったものの、それだけ喜んでいる証拠だと思えばにやけてくる。

「やったな」

「うん！」

　リビングに並んで入ってきたふたりは、息ぴったりにハイタッチ。

　早速、誕生日会が始まった。

　いちごがたっぷりのったホールケーキも、頑張って自作した。スポンジはなかなかうまく焼きあがったが、やはり売り物に比べるとクリームの塗り方はいまいちだ。

　それでもろうそくを立てると、和宏は目を輝かせて喜んでくれた。

「和宏、フーして？」

　お誕生日の歌を歌ったあと和宏にろうそくを消させると、宏希さんが大きな拍手。そして「おめでとう」とサッカーシューズをプレゼントしてくれた。

「うわー！　新しい靴だ」

「これ履いて、またサッカーやろうな」

「うん！」

　こんなに弾けた笑顔が見られる誕生日会は初めてだ。全部宏希さんのおかげ。

「ママ、かっこいい？」

「うん、とっても」

　早速、真っ赤なシューズを試し履きする和宏は、自慢げに私に見せる。

「浅海さん、ありがとう！」

「よーく似合ってるぞ。さて、オムライス、いただこう」

　和宏は靴がよほどうれしかったのか脱ごうとせず、そのまま食事をすることになった。

　オムライスのたまごにナイフを入れ、とろとろのそれが流れだすと、和宏が手を叩いて喜んでいる。

　裕福とはとても言えない生活の中で、ちょっとした楽しみだったこのオムライス。この先もずっと食べ続けていく気がする。

　和宏は欲張って唐揚げも口の中に放り込むので、宏希さんがずっと肩を震わせている。

「取らないから、ゆっくり食べな」

　そうは言われても、好きなものを目の前にしてはセーブが利かないようだ。唐揚げやオムライスをたっぷり堪能して、ケーキを切り分けた頃には、「お腹いっぱいだー」と叫んでいた。

　でも、ケーキは別腹らしい。いちごにカプッとかじりついた和宏に優しい眼差しを向ける宏希さんが、私にチラッと視線を送ってから口を開く。

「和宏くん。お父さん……いてほしい？」

　彼がこんな質問をしたのは、少しずつ父親としてのアプローチをしていこうと話し合ったから。

　仕事ではどんなことがあっても動じない宏希さんが、珍しく緊張の面持ちで何度も瞬きを繰り返している。私も息を呑んで、和宏の返事を待った。

「パパなんていらないよ」

　和宏のひと言が胸に突き刺さる。

　父親がいないのが当たり前になっているからだろうか。

「そうか……」

　肩を落とし気味に声を振り絞った宏希さんだけど、和宏を思ってか笑顔を作る。

「そうだよね。変なこと聞いてごめん」

　三人で家族として暮らしていくのは無理なのかな。それとも、時間が解決してくれる？

　そんなことを考えながら、和宏の頬についたクリームを拭うと、ゴクンとケーキを飲み込んでいる。

「和宏、あのね……」

「波多野さん」

　なんとか取り付く島がないかと口を開いたが、宏希さんが首を横に振っている。

　焦っちゃダメだ。

「ママの作ったケーキ、最高だな」

「うん！　浅海さん、ケーキ作れる？」

「無理だなぁ。和宏くんたちがここに来てくれる前に、オムライスが食べたくて何度もチャレンジしたけど、焦げ焦げになっちゃってさー。ケーキなんて作り方もわかんないよ」

　付き合っていた頃は料理なんていっさいしなかったのに、オムライスを作ろうとしたの？　それも、記憶の奥のなにかがそうさせていたのだろうか。

　私は驚いていた。

　大きめに切ったケーキもペロリと平らげた和宏は、「お腹パンパン」と満足そうにつぶやいている。そしてようやく靴を脱ぎ、ソファに寝転がった。

「和宏、お行儀が悪いわよ」

「いいよ。俺もお腹いっぱい。ママのお手伝いの前にちょっと休憩」

　宏希さんは和宏が寝転がるソファを背もたれにして床に座った。

　すると和宏は、彼に甘えるようにうしろから首に手を回してつかまっている。

「僕、パパより浅海さんがいいな」

　突然の和宏の言葉に、テーブルを片付けていた私の手が止まった。そして、宏希さんと顔を見合わせる。

　それって……。パパはいらないけど、宏希さんにはいてほしいってこと？

　宏希さんは大きく目を見開いたあと眉間にシワを寄せ、泣きそうな、それでいてうれしそうな複雑な顔をする。

　私が唖然として動けないでいる間に、宏希さんは和宏を抱き上げて自分の膝の上に座らせ向き合った。

「和宏くん。俺と、家族にならないか？」

「家族？」

「そう。ママと和宏くんと俺と、ずっと一緒に仲良く暮らしていくってことだ」

　和宏の反応を、息をするのも忘れて見守る。宏希さんは和宏を見つめたまま動かない。

「浅海さん、ママと結婚するの？」

　家族という言葉からすぐに結婚に結びつくのにはびっくりしたけれど、和宏ははっきりと尋ねている。幼稚園で家族ごっこをするとは聞いたが、そういう話もするのだろうか。

「和宏くんがそうしてもいいなら、結婚したい。ママのこと、大好きだから」

　子供相手だからといって適当にごまかさず真摯に話す宏希さんは、私への想いまで打ち明ける。

「ママー」

　和宏は突然立ち上がり、私のところに駆け寄ってくる。

「浅海さん、ママのこと好きだって。結婚したいって」

「えっ……。うん」

　それは聞こえていたけれど……。もしかして嫌だという意思表示？

　緊張で手に汗握る。

　しかし、私の焦りとは裏腹に和宏の表情は明るい。

「僕と家族になってくれるって。ママは浅海さんのこと好きじゃないかなぁ？」

「和宏……」

　それって……。

　私はしゃがみ込み、彼の目をしっかり見つめる。

「ママも浅海さんのことが大好きだよ。和宏と浅海さんと家族になりたいよ」

「ホント？」

「うん」

　返事をすると、バタバタとまた宏希さんのところまで走っていく。

「浅海さん、ママも大好きだって」

　聞こえているのに。

　小さな伝言係の行動に、鼻の奥がツーンとしてくる。

「うん。ありがとう」

　宏希さんの声が微かに震えている。私と同じように胸がいっぱいなのだろう。

「結婚する？」

「いいの？」

「うん！　浅海さん、パパになってくれる？」

「もちろんさ」

　ふたりの会話を涙なしで聞いていることができなくなり、座り込んで目頭を押さえた。

「和宏くん。もうひとつお話があるんだ」

「なあに？」

　ニコニコ顔の和宏は、宏希さんの膝の上にちょこんとまたがり、甘え声を出す。

「俺、和宏くんが産まれる前に事故に遭って記憶がなくなったんだ。でも、その前からママのことが大好きで……」

　宏希さんが一瞬口をつぐむ。

　私にも緊張が走り、喉がからからに渇く。けれど、この告白は避けては通れない。

「和宏くんの本当のパパは、俺なんだ。ずっと一緒にいられなくてごめん」

　宏希さんは神妙な面持ちで和宏に頭を下げている。

「パパ、なの？」

「そう。事故でママのことも思い出せなくなってしまって、和宏くんが産まれてきてくれたことを知らなかった。でも、間違いなく和宏くんのパパは俺だ」

　和宏は理解できなかったのか、呆然と宏希さんのことを見つめている。しかし、しばらくして口を開いた。

「ママのこと、思い出した？」

「うん。全部じゃないけど、ママのことがすごく大切だったことははっきりと思い出した。今ももちろん大切だし、大好きだよ」

　ゆっくり噛みしめるように話す宏希さんは、真剣な表情をしている。

「浅海さんがパパなら、ちょうどいいね」

　和宏が笑顔でそう言うと、宏希さんがハッとした顔をする。

「和宏くん、怒ってもいいんだよ。パパがいなくて大変だったこと、いっぱいあったよね？」

　父の日の絵もそうだ。それだけじゃなく、もしかしたら私の知らないところで傷ついたこともあったかもしれない。

「うーん。でもママがいたから平気！　あっ、でもママはサッカーが上手じゃないから、浅海さんとやりたい」

「もちろん。いっぱいやろうな」

　宏希さんは喜びが弾けたような、それでいて泣きそうな表情で、和宏を強く抱きしめている。そして私に視線を送り、小さくうなずいた。

　止まらなくなった涙を拭い続けていると、和宏がそれに気づいて飛んでくる。

「ママ、浅海さんがパパだと嫌なの？」

「違うよ。これはうれしい涙なの。ありがとう、和宏」

　私はたまらず和宏を抱き寄せた。すると宏希さんもやってきて、私たちふたりを一緒に抱きしめてくれる。

　ここまで随分遠回りをしてしまった。しかし、しかるべき場所にすべてが収まったような結末に、神さまに感謝せずにはいられない。




　それから、新しいサッカーシューズを履きたがる和宏に付き合って、もう一度公園に繰り出すことになった。今度は私も一緒だ。

「ねぇねぇ、これかっこいい？」

「かっこいいよ」

　公園に向かう道中で、何度も靴を自慢する和宏がかわいくてたまらない。

「おそろい買おうかな」

　宏希さんがボソッと漏らすと、和宏が白い歯を見せる。

「ママも」

「えーっ、ママはちょっと……」

　さすがに真っ赤なサッカーシューズはねぇ……。

　とんでもない提案に、宏希さんが笑いを噛み殺している。

「なんだぁ。浅海さんも一緒がいいよね」

　和宏はそう言いながら、自然と宏希さんの手を握る。

　今までもこういうことはあったし、手をつなぐどころか抱きつくこともあった。けれども、親子だとカミングアウトした直後のせいか胸が熱くなる。

「そうだなぁ。おそろい用意するか」

「ちょっ、なに言ってるんですか」

　宏希さんに慌てて反論すると、彼はとうとう声をあげて笑い始めた。




　遊び疲れた和宏は、その晩、また倒れるように眠りについた。重大な話をした日だというのに、いつもと変わりなくてこちらが拍子抜けしているくらいだ。

「忍。これでよかったんだろうか」

　寝かしつけてリビングに戻ると、ソファの宏希さんが私を隣に呼んでささやく。

「なにが？」

「俺……もっと責められる覚悟だった。どうして一緒にいなかったのかとか、忍ひとりを苦労させたのかとか……」

　そんなふうに思っていたのか。

「記憶がなかったということを理解したかといえば、ちょっとあやしいです。でも、少なくともここに来てからの宏希さんとの生活が楽しくて、宏希さんと一緒にいたいと思っていることは嘘じゃない」

　そうでなければ、あんな笑顔は見られない。

「忍……」

　切なげな表情を浮かべる彼は、私を抱き寄せる。

「俺、こんなにふたりに苦労させておいて、幸せになりたいなんて身勝手だとわかってる。でも、三人で生きていきたい」

　彼も十分苦しんだはずだ。記憶がないことを嘆き、和宏の存在を知ってからは懺ざん悔げを胸に抱いて。

　もう、そんな苦しみからは解放してあげたい。私たちは彼に再会して、十分すぎるほどの幸せを感じているから。

「私も和宏もそう望んでいます。ずっとそばに――」

　声がかすれて続かない。すると彼は背中に回した手にいっそう力を込めた。そして不意に私を抱き上げてリビングを出ていく。

「宏希さん？」

「しーっ。和宏が起きるから」

　向かったのは彼のベッドルーム。

　大きなベッドに私を下ろすと、顔の横に両手をつき、色気漂う瞳で見下ろしてくる。

「忍。もう一度始めよう。愛してる」

　顔を傾けて近づいてきた彼は、熱い唇を重ねた。

　ついばむようなキスが何度か続いたあと、唇を割って舌が入ってくる。

「ん……」

　鼻から抜けるような甘いため息が漏れてしまったが、彼は気にしている様子もない。

　互いの熱を伝え合うような激しいキスのあと、彼の舌が首筋をツーッと下りていく。

「あっ……」

　大きな手で胸の膨らみに触れられて声が漏れると、彼はもう一度唇を覆った。そして、耳元で欲望をあおるようにささやく。

「声は我慢して。和宏に聞こえる」

　そんなこと言ったって……。

　フルフルと首を振って〝無理です〟と伝えたのに、彼は私の手を強く握ってくる。

「もう止まれないよ。忍が欲しくてたまらない。俺をこんな気持ちにさせた責任は取って？」

「責任って……あんっ」

　あっという間に私のパジャマのボタンを外した宏希さんは、荒々しく焦るように私の胸を揉みしだく。これほど余裕のない姿を見たのは初めてかもしれない。

「忍。もうどこにも行くな」

「行きません。ずっと一緒に……」

　視線を絡ませて互いの意思を確認したあとは、彼の愛あい撫ぶに悶えた。長くて関節の太い指に胸の頂を弾かれると、勝手に体がビクッと震える。

「忍を抱けるなんて、たまんない」

　もう何度も体を重ねたことがあるのに、初めてのときのように恥ずかしさで頬が赤らむ。

　それから彼は体の隅々まで執しつ拗ように愛撫を繰り返し、私の全身を真っ赤に染め上げた。

　胸のとがりを舌で転がされながら秘部に触れられ、もう声を我慢できない。

「ひ、宏希さん、ダメッ」

　小声で伝えると、彼は再び私の唇を覆い、イジワルな笑みを浮かべる。

「我慢してる忍、そそられるな」

「えっ、あぁっ……」

「声はダメだって」

　そうは言っても、これほど情熱的に愛されては、我慢の限界というものがある。

「俺……忍のいいところ、全部覚えてる」

　情欲を纏った声で恥ずかしいセリフを吐いた彼は、意外にも真剣な顔をしていた。

「ずっと、こうしたかった」

　私の頬に優しく触れた彼は、深いキスを落としてゆっくり入ってきた。

「はぁっ」

　私が声をこらえきれないことをわかっているのか、彼は唇をつなげたまま激しく腰を打ちつけてくる。甘い叫びは、すべて彼の唇が吸い取っていった。

　ふたりで絶頂に駆け上ったあと、広い胸に包まれて乱れる彼の拍動に耳を傾けていると、じわじわ幸せがこみ上げてくる。

「俺、もしかしたら全部は思い出せないかもしれない。でも、もう一度、全部やり直してもいいかな？」

「もちろんです。宏希さん……私を捜してくれてありがとうございます」

　彼が記憶にないはずの私を捜し求めてくれなければ、こんな幸福はなかった。

「お礼を言うのは俺だ。俺たちの大切な和宏を立派に育ててくれてありがとう」

　もう一度重なりあった唇は、私の感涙を誘った。




　その晩は、和宏と一緒に寝たいという宏希さんの提案で、私たちは部屋を入れ替わって眠りについた。

　和宏は寝相が悪いので熟睡できないかもしれないと伝えても、「親子の絆きずなを感じたいんだ」と優しい声で言うので、任せることにした。




　翌朝、朝食の準備をしていると、バタバタと足音がして勢いよくリビングのドアが開いた。

「ママ！　浅海さんが一緒に寝てくれた！」

「よかったわね」

　どうやら目覚めたら隣に宏希さんがいて、びっくりして飛んできたとか。

　私の足に抱きついて喜びを露わにする様子を見て、うれしくなる。

　いつか〝浅海さん〟が〝パパ〟に変わる日が来るといいが、そこは焦らないでおこう。

　そう心に決めた幸せな朝だった。










雪解けのち幸福




　今年最後の日曜日。三人そろって私の実家を訪れることにした。

　反対を押し切って和宏を産んだ私は、緊張を隠せない。けれども、宏希さんが「俺に全部任せて」と言うのでうなずいた。

　和宏は、クリスマスに宏希さん――いや、サンタさんからプレゼントされたばかりのベンチコートを羽織り、表情をこわばらせて彼にしがみついていた。

　訪問することを伝える電話ですら私は手に汗握ったが、電話口の母は私を責めることなく泣いていた。心配をかけたことは重々承知しているので、きちんと頭を下げなければと思っている。

　父親である宏希さんを伴うことでどんな反応をされるのかと顔が引きつる。妊娠を伝えたとき、父親を頑かたくなに明かさなかったからだ。

　婚約指輪を左手にはめた私は、深呼吸してから五年八カ月ぶりの我が家のインターホンを鳴らした。

「忍！」

　焦るように玄関から出てきた母は、私の隣に立つ宏希さんに視線を移して目を丸くしている。

「あなたはたしか……」

「浅海です。ご無沙汰して申し訳ございません」

　ふたりの間で結婚を決め、覚悟の妊娠をする前に、彼は一度ここに来ている。そして、結婚させてほしいと申し入れた。でも、妊娠を告白したとき彼の名前は出さなかったので、別の男ひととの子を身ごもったと思われていたのかもしれない。

「それじゃあその子は……」

「私たちの子です。和宏と言います」

　母の質問に私が答えると、あんぐり口を開けて呆然としているが当然だ。

「和宏くん、ね。と、とにかく、入って……」

　腰を抜かさんばかりの様子で私たちをリビングに通してくれた母は、「お父さん！」と興奮気味に父を呼んだ。

「忍……。どういうことだ？　この男は、あのときの……。この子の父親なのか？」

　すぐにリビングに顔を出した父も、宏希さんと和宏を見つめて、眼球が落ちそうなほど目を見開き固まっている。

　すると、宏希さんがソファから下りて正座をし、深く頭を下げた。

「突然申し訳ありません。さぞ驚かれたことと思いますが、聞いていただきたいことがございましてお邪魔させていただきました」

　それから宏希さんは、私と和宏に別室で待つように伝えた。和宏には聞かせる必要のない話があるからだ。

　玄関を挟んで西側にある和室に移動すると、和宏が首をひねる。

「浅海さん、どうしたの？」

「さっきのふたりはね、ママのお父さんとお母さんなの。結婚して家族になりたいですとお話ししてるんだよ」

　不穏な空気を感じ取っているのか、和宏の表情は硬い。

「浅海さん、怒られるの？」

　床に正座したからだろうか。和宏が心配している。

「大丈――」

「どういうことだ！　忍がひとりで育ててきたと？　お前はなにをやっていたんだ！」

　安心させようとしたのに、父の怒号が聞こえてきたせいで和宏が体を震わせてしがみついてきた。

「ごめん。大丈夫だからね」

　どう説明したらいいのかわからず、ただギュッと抱きしめる。しかし和宏は体をそらして私から逃れ、なんとリビングに向かって駆け出していく。

「和宏？」

　リビングに飛び込んだ和宏は、首を垂れる宏希さんにすごい勢いで突進して抱きついた。

「浅海さんを怒っちゃ嫌だ。僕といっぱい遊んでくれるし、一緒にお風呂も入ってくれるんだよ。かっこいい靴も買ってくれるし、サッカーも教えてくれる」

「和宏……」

　まさか和宏が宏希さんをかばうなんて。

「僕は浅海さんと家族になりたいよ。三人で、またお誕生日会したいの」

　健気な和宏の姿を見て、涙を我慢することなんてできない。

　私は頬の涙を拭ったあと宏希さんの隣に行き、同じように正座をした。

　泣いていても伝わらない。私たちが真剣に愛しあった結果、和宏が産まれてきたことをわかってもらわなければ。

「宏希さんは、私とこの子をかばって事故に遭ったの。そして記憶をなくしてしまった。だから宏希さんがいなければ、私は今頃生きていなかったかもしれません」

「忍……」

　母の悲痛な面持ちが視界に入り、胸が痛い。

「私は和宏を守りたくて、宏希さんの名前も出さずにひとりで産みました。そのことで、お父さんやお母さんに心配をかけて申し訳なかったと思っています」

　深く頭を下げると、和宏を抱えた宏希さんも同じようにしている。

「自分も親になってみて、どれだけ親不孝をしたかはわかっています。でも、和宏が大切だったの。ごめんなさい」

　必死に謝罪を繰り返す。

　ちっとも姿を見せない私のことで、父や母がどれだけ気を揉んだか理解しているつもり。時折、無事を知らせる手紙を送っていたのは、ほんの少しでも安心させたかったからだ。

　しばらく沈黙が続き重い空気が流れたが、母が突然立ち上がり、宏希さんに抱きついたままの和宏に歩み寄る。

「和宏くん、初めまして。おばあちゃんよ。クリスマス、過ぎちゃったわね。おばあちゃんからもプレゼントをあげないとね」

「お母さん……」

　和宏はキョトンとして母をじっと観察している。

「お父さん。こんなにかわいい孫に会えたんだから、もうなにもかも水に流しましょうよ。浅海さんにも仕方がない事情があったんですし、なにより忍の命の恩人じゃありませんか」

　母は口元を緩めて穏やかな表情をしている。

「それに忍。ひとりでよく頑張ったわね。あなたが妊娠を打ち明けてくれたとき、頭ごなしに反対してごめんなさい。でもね、これからは頼ってちょうだい。あなたが和宏くんを大切に思うように、私たちもあなたが大事なの。一番の味方でいたいの」

　出産を反対されてひとりで和宏を産むと決めたとき、この先も父と母には絶対に許されないと思い込んでいた。それなのに……。

「心配かけてごめんなさい」

「いいのよ。忍が幸せなら、それで」

　母の優しい笑みを見たら、胸に熱いものがこみ上げてくる。

「浅海くん、本当に忍を守ってくれるのか？　私たちはこれ以上、忍が苦労する姿なんて見たくないんだ」

　父が苦しそうに吐き出す。

「もちろんです。忍さんも和宏くんも、一生お守りします。どうか、結婚を許してください」

　宏希さんは、もう一度深く頭を下げている。

　今日、ここに来るには並々ならぬ覚悟があったはずだ。こうして罵倒されることも想定内だったはず。けれども、逃げることなくまっすぐにぶつかってくれた彼となら、ずっと一緒に生きていける。

「和宏くん、パパとママのこんな姿見たくないわよね。おばあちゃんとおやつ食べようか。ケーキ買ってきてくれたんでしょ？　どれがいいか選んでね」

「うん」

　母の明るい声は救いだった。

　ためらいがちに返事をする和宏に、「一緒に行っておいで」と促すと、キッチンに向かった母のあとをついていく。

「まったく。母さんは甘い」

　難しい顔をして視線をそらす父がつぶやく。

「あら、ひとりで怒っていればいいじゃないの。和宏くんと仲良くできなくても知りませんけど」

　母の平然とした声がキッチンから聞こえてくる。

　表向きは亭主関白に見える我が家だが、実は母のほうがいい意味で強い。母の鋭い指摘に、父は表情を曇らせた。

「和宏くん。頑固なおじいちゃんは放っておいて、ケーキ食べようね。ママとパパはどれがいいかしら？」

　それを聞いて深いため息をつく父は、再び宏希さんに視線を戻した。

「二度と忍を泣かせないと誓ってくれ」

「もちろんです。忍さんにどれだけ負担をかけたか、わかっているつもりです。今後、必ず恩返しします」

「それと、時々和宏くんを連れて顔を出しなさい」

　眉間のシワは相変わらずなのに、照れくさそうに言う父に、目を瞠る。

　許してくれたの？

「お父さん？」

「仕方ないだろ。あんなにかわいい子を連れてこられて、嫌と言えるか！」

　怒っているのか喜んでいるのか、ちょっとふてくされたような顔で言い放つ父に、もう一度頭を下げる。

「ありがとう。もちろん、また来ます」

　私の返事にうなずいた父の表情からは、怒りが完全に消えていた。




　三人で迎えた初めてのお正月は、洋風のおせちを作って食べた。

　宏希さんは日本酒を口にしながら、甘える和宏を膝に抱く。和宏は今まで一緒にいられなかった時間を埋めるかのように、いっそうべったりとくっつくようになったのだ。

「浅海さん、それおいしいの？」

「おいしいよ。でも大人になってからだな」

　お猪ちょ口こに興味津々の和宏は自分からのぞき込んだくせに、「くさーい」と顔をしかめている。

「あはは。まだ早い」

　些細なことで笑い合える幸せ。こんな日がやってくるなんて。

　宏希さんの両親にはまだ許しをもらえていない。けれども、こうして三人で暮らすのにこれだけ時間がかかったのだから、焦らずに進もうと決めていた。




　正月明けの勤務は、なかなかハードだった。

「波多野、ちょっと頼む」

　沖さんがなにやら頭を抱えて私を呼んでいる。その傍らには坂田さんが立っていた。

「なんでしょう？」

「これ、明日クライアントに提出する資料なんだが、足りないところだらけなんだ。俺、ちょっと別件があって。手伝ってやってくれない？」

「わかりました」

　私は一旦今の仕事を止めて、坂田さんと一緒に会議室に向かった。

「沖さんはなんと……」

　持ち込んだパソコンを立ち上げながら尋ねると、九十度の位置に座った坂田さんは浮かない顔をしている。

「説得力が足りないとひと言。クライアントが食いつく資料を作れと」

　そんな抽象的？

　資料を見ると、新たなスポーツ用品のチェーン店との契約資料のようだ。契約してしまえばそれぞれの店舗をリテール営業部がフォローするが、本部との交渉は営業統括部が行う。

「波多野さんに見せれば、なにが足りないのかすぐに指摘してくれると言われました。俺、リテールのときはそこそこの成績を残してたのに、ここに来てからは叱られてばかりで……」

　肩を落とす坂田さんを見て、少し気の毒に思う。営業統括部の求める水準は高く、他部署で優秀と言われる人でも叩きのめされることも多いのだ。

「以前浅海さんが、芽が出そうにない人間を叱る暇はないとおっしゃっていました。沖さんもおそらく同じ考えをお持ちかと」

　宏希さんが事故に遭う前、後輩にそう諭していたことを思い出した。

「そう、でしょうか……」

「はい。この資料、おそらく主張の根拠が足りないんだと思います。〝他社より優れている〟という言葉だけでは伝わりません。もっと具体的な数値をちりばめたり、実際に使っていただいている選手の声を盛り込んだりすれば説得力が出ると思いますよ。今、使えそうなデータを出しますね」

　ざっと見たところではそう感じたので、パソコンの中のめぼしいファイルを開き始めた。

「波多野さん、事務なのにすごいです」

「私は……浅海さんの資料をいつも見ていましたから。それを真似ているだけです」

　私の視点は、宏希さんならこれをどう仕上げるだろうというところにある。だから私がすごいのではなく、宏希さんがすごい。

「浅海さん、親の七光なんてまったく感じないですもんね。沖さんが唯一認める男だと言ってました。彼女までこんなに優秀で……」

「あっ、いえっ……」

　そう言われると照れくさい。宏希さんの仕事を尊敬しているので自然と彼の話が口から出たが、パートナーを自慢しているように聞こえただろうか。

「聞いていいかわかりませんけど、浅海さんが独立するって話、本当ですか？」

「独立？」

　そんな話は初耳だ。

「あれっ、違うんですか？　噂では沖さんもついていくとか。そうしたら営業統括部はどうなるんだろうと、皆話してますけど」

　もしかして、私との結婚のため？

「私には、わかりません。あっ、これなんて使えそうじゃないですか？　このあたりに入れ込んで――」

　私は動揺しながらも、資料作りに没頭し始めた。




　すっかり修正を終えて部に戻ると、宏希さんが来ていた。

　彼は沖さんとテニスラケットを持ってなにやら話し込んでいる。あれはおそらく、昨年から開発している新しいラケットだ。

　坂田さんに独立なんて話を聞いたせいか、チラチラ宏希さんを見てしまう。本気、なのだろうか。

「それじゃ、あと頼んだぞ。坂田、資料よくなったか？」

「波多野さん効果でばっちりです」

「そうか。クライアントとの折衝は任せたからな」

　専務としての仕事の比率のほうが高くなっているが、宏希さんはこうして部員に声をかけることも忘れない。

　彼は出ていくときにチラッと私を見て微笑んだ。

「波多野、サンキュな。そろそろ上がれ」

「はい、お先に失礼します」

　私は沖さんに促されて席を立った。

　玄関に向かう途中で社長秘書の佐藤さんと出くわしたものの、特に話すこともないので、小さく頭を下げて通り過ぎようとした。

「社長がご立腹です」

　しかしすれ違いざまにささやかれ、足が止まる。

「専務が会社を離れるなんてとんでもない。あなたは疫病神です」

　やはり、独立を目論んでいるのは本当なんだ。

「私は……疫病神かもしれません。ですが、私にも大切なものがあります。それは守り通します」

　和宏も、宏希さんとの三人の生活も。

　事故のあと、お父さまから投げつけられた『疫病神』という言葉を再び浴びてしまい胸の傷が疼いた。しかしあの頃の弱い私とは違う。宏希さんは私と和宏との生活をはっきりと選んでくれたし、和宏が宏希さんと一緒にいたいと望むなら、それをあきらめるつもりはない。

「ふてぶてしい女だ。専務はだまされている」

「なにをだますと言うのでしょう。専務の目は、私の嘘を見破れないほど節穴ではありません。失礼します」

　啖たん呵かを切って離れたが、心臓がバクバク音を立てている。でも、もっと強くならなければ。宏希さんは私たちとの生活を守るために必死に動いてくれている。私も、三人の未来のために踏ん張りたい。

「笑顔、笑顔」

　幼稚園にお迎えに行く前に、買い物を済ませないと。

　私は佐藤さんの嫌みを頭から追い出して、顔を上げて歩いた。




　その夜。和宏を寝かしつけたあと、宏希さんと紅茶を飲むことにした。

　今日の茶葉はダージリンのセカンドフラッシュ。〝紅茶のシャンパン〟とも言われており、フルーティな香り漂うかなり贅沢な茶葉だ。沖さんにクライアントからの差し入れだからといただいた。

「いい香りだ」

「はい。これはストレートがいいと聞きましたので」

　今日は、はちみつはなし。

「うん。はちみつを垂らしたらもったいないまろやかさだ」

　彼は目を細めてリラックスした表情をしている。

「このフィナンシェ、食べたことがある気がする……」

　紅茶に添えたフィナンシェを見て、首を傾げている。

「実はエール・ダンジュのもので、以前よく食べていたんです。せっかくの紅茶ですので、用意しました」

　彼と再会するまで長らく口にしていなかったエール・ダンジュの洋菓子は、昔から変わらない品質を保っている。

「そっか。やっぱり覚えてるんだな」

　彼の記憶を突っつければと思い購入してきたが、正解だったかも。

　宏希さんも私も、すべてを思い出さなくてはという焦りはなく、新たな人生を積み重ねていけばいいと考えている。とはいえ、彼は記憶の欠片を見つけるたびに幸せそうな表情を見せるので、時々思い出の品を登場させているのだ。

　気持ちが和んだところで、私は話し始めた。

「宏希さん、独立するというのは本当ですか？」

「もう耳に入ったのか……」

　ということは、事実なんだ……。

「……私は反対です。宏希さんはレーブダッシュを愛しているじゃないですか」

　私と和宏を守るための提案だということは承知しているし、本当にありがたい。その一方で、誰よりもレーブダッシュの仕事に情熱を注ぎ続けてきた彼のことも理解しているつもりだ。

　レーブダッシュを去ることが得策だとはどうしても思えない。他に道はないの？

「あはは。忍には敵わないな。忍と和宏と一緒にいられるなら会社を出ても構わないという気持ちはある。なによりも大切なのは忍と和宏だから」

　彼はお父さまとの電話で、私たちを失うくらいなら会社はいらないと、きっぱり口にした。その強い気持ちはわかっているし、うれしくてたまらない。

「でも、レーブダッシュの仕事を続けながらふたりを守ることができないかと考えていて……」

　頑なに独立と言っているわけではないんだ。よかった……。

　けれど、そう思っているのに独立の話が広まるのはどうして？

「わざと噂を流したんだよ」

「わざと？」

　どういうことなのか不思議に思っていると、彼は私を見つめて口角を上げた。

「そう。俺が沖を引き抜いて新会社を設立するっていう噂をわざとね。もちろん、沖にも承諾をもらってある。親父を揺さぶろうと思って」

「揺さぶるって？」

「少し前までは、本気で独立を考えていた。沖に相談したら、お前が本気なら一緒に出てもいいと言ってくれた。でも心にくすぶるものもあって……」

　それは、レーブダッシュへの熱い思いだろう。

「沖にそれを打ち明けたら、『両方手に入れればいいじゃないか』と言うんだ。『戦わずして逃げるみたいで、お前らしくない』と」

　宏希さんは私たちを守るために、早々に試合を下りようとしてくれていたんだ。でも、それはやっぱり宏希さんらしくない。

「それに、和宏と過ごしているうちに気持ちが変わってきた」

「変わった？」

　彼は大きくうなずいて続ける。

「最初は、会社を去って親父と二度と会えなくなったとしても構わないと思ってた。けど……親子の絆ってそんな簡単なものじゃないんだなと思って」

　和宏と過ごした日々が、彼の心を溶かしたの？

「俺の意思なんて完全に無視で、自分に都合のいい見合い話ばかり。俺が記憶をなくしたあと、忍の存在を葬り去ろうとした親父を許せなかった。今でも怒りがないと言ったら嘘になる。でもやっぱり……俺の親父なんだ」

　彼は申し訳なさそうに私を見つめ、顔をしかめる。

「そうですよ。私の両親も、突然消えて心配をかけた私を許してくれました。和宏のことも大切に思ってくれます。それでいいんです」

　彼はおそらく、お父さまが私に向けた凍るような冷たい言葉や態度を、申し訳なく思っているのだろう。でも、それは宏希さんが大切だという気持ちが根底にあってこその言動だと思うのだ。私だって和宏が不幸になるかもしれないと思ったら、全力でその行動を阻止するだろうから。

　ただ、私たちは不幸にはならない。お父さまにそれをわかってもらわなければ。

「和宏がかわいくてたまらない。和宏のためなら鬼にも蛇じゃにもなれる。親父のしたことは俺のためにはならなかったけど、それと似たような気持ちがあってのことだったんじゃないかと思えた」

「そうですね」

　きっとその通りだ。

「だから、和解の道を探りたい。かといって、親父が忍を傷つけた事実は消えない。それを忍に許してもらわなければならない」

　彼は悲痛の面持ちで私の手を握り、「すまない」と声を振り絞る。

「謝ってもらうことなんてなにもありません。私も賛成です。お父さまにもお母さまにも、和宏を愛してもらいたいです。私も和宏も宏希さんについていきます」

　彼がしたいようにすればいい。

「忍……ありがとう」

　彼はすこぶる優しい笑みを浮かべたあと、私をギュッと抱き寄せた。




　宏希さんが仕掛けた揺さぶり作戦は、会社中に衝撃をもたらした。

　というのも、求心力と行動力が抜群の宏希さんのことを上層部も認めていて、彼が抜けることによる損害を危惧しているのだ。

　今やレーブダッシュを中心となって支えている彼が、懐刀の沖さんを連れて出ていくとなれば、戦々恐々とならないわけがない。

　噂は流れているものの涼しい顔をしてなにも言わない宏希さんにしびれを切らした佐藤さんが、沖さんに接触してきたのを偶然目撃してしまった。しかし、沖さんも強つわ者もの。「さあ、どうでしょう」とニヤリと笑うだけで、不安をあおる。

　宏希さんがこんな作戦に出たのは、社長を交渉のテーブルにつかせるためだ。私との結婚を宣言してから、話し合うことすらままならない状態をなんとかしたいという強い思いの表れだった。




　二月の終わりの土曜日。宏希さんはとうとう実家に呼び出された。

　私は和宏を母に預けて、一緒に行くことにした。和宏が母と会うのはまだ三度目だったが、さすがは育児経験者。すっかり彼の心をつかみ、仲良くなっている。

　必ず三人の未来を勝ち取るという強い気持ちで宏希さんの実家に向かったが、緊張しないわけがない。宏希さんが運転する車の助手席で、顔が引きつるのを感じていると、「忍」と優しい声で呼ばれた。

「はい」

「俺……今度こそ守るから」

　ハンドルを握り前を見据えたままの彼だけど、その声は凛としていて確固たる決意を感じる。

「はい。信じてます」

　彼のたったひと言で、ピリピリしていた気持ちがすとんと落ち着いた。

　高級住宅街の一角にある浅海家はとんでもなく大きくて、目が飛び出そうだった。

　仕事のときと同じようにスリーピースのスーツをビシッと着こなし、背筋をピンと伸ばして颯爽と歩く宏希さんの姿は、いつ見ても堂々としていて頼もしい。

　私がそんな彼の少しあとを続くと、五十代くらいの白髪交じりの女性が玄関で出迎えてくれた。お手伝いさんだろう。

「宏希さん、いらっしゃいませ」

　淡々とした口調は、歓迎しないという気持ちの表れなのか、もともとこういう人なのかわからなくて緊張が走るが、宏希さんが「ご無沙汰しています。お元気ですか？」と尋ねると、彼女の頬が緩んだ。

「はい。宏希さんもご立派になられて……。さあ、どうぞ」

　どうやら彼女も緊張していただけらしく、ホッと安堵の胸を撫で下ろした。

　お手伝いさんに促され、広い応接室に通された。

　バーントアンバー――黒味がかかった濃い茶色の重厚なソファに緊張しながら座っていると、すぐにお父さまがやってきて私たちは立ち上がった。

「お時間をとっていただきありがとうございます」

「君まで来たのか」

　宏希さんの挨拶のあと、私のことを一瞥して吐き捨てたお父さまは不機嫌顔だった。しかし今日は話し合いに来たのだからと思い、「申し訳ございません」と素直に首を垂れる。

　それからお母さまも顔を出した。事故のとき病院で対面しているが、口元が宏希さんにそっくりで、肩下で切りそろえられた髪は艶つやがある。奥ゆかしさが漂う上品な女性だ。

　お父さまとお母さまが向かいのソファに座ると、私たちも腰を下ろして話が始まる。

「お前はなにを考えているんだ。独立なんて言語道断。この人にそそのかされたんだろう？」

　お父さまにあきれ顔で侮蔑の眼差しを送られたが、私はゆっくり呼吸をして心を整える。

「独立は私が言いだしたことです。なんでも彼女に責任を被せるのはやめていただきたい」

「まったくお前は。なにもわかっていない。それで、退社すると？」

　お父さまの声に怒気が混ざり、張り詰めた空気が漂う。しかし、宏希さんは焦る素振りも見せない。

「実は彼女に反対されています。彼女は、私がどれだけレーブダッシュを大切に思っているかよく知っているからです」

　思わぬ展開に、眼球がキョロッと動いてしまった。

　お父さまは唖然として、私と宏希さんに交互に視線を送る。

「彼女は、私よりずっと冷静で強い女性です。そんな彼女と心を通わせられた私は、とんでもなく幸せ者だと思っています」

　宏希さんの言葉がありがたすぎて、胸がいっぱいだ。一緒にいられて幸せなのは、私のほうなのに。

「仕事の面でも、周りがよく見え、判断力が抜群なので、営業統括部では新人のサポート役には欠かせません。もし私が会社を継ぐことになっても、必ずや支えてくれるでしょう」

　彼が大げさに伝えていることはわかっているものの、気持ちが引き締まる。

「そんな人間は他にもいる」

「いいえ。内助の功を一番感じているのは、父さんではありませんか？　私が中学生の頃、大きな損害を出して会社が傾きかけたのを救ったのは、母さんです」

　宏希さんが指摘すると、お父さまは目を見開き、お母さまは視線を落とした。

　どういうこと？

「あきらかに動揺して取り乱していた父さんを、母さんは一度だけ叱りましたよね。『あなたひとりで闘っているのではありません。従業員も私たち家族も一いち蓮れん托たく生しょう。信じています』と。そのとき私は、レーブダッシュのために生涯を捧げようと決意しました」

　お母さまがそんなことを？

　一見、控えめでお父さまに意見することなんてなさそうに見えるのに。いや、一度だけと言うのだから、その印象は間違いではないのだろう。

「それは……」

「そのあとですよね。レーブダッシュがＶ字回復を遂げて、業界一位まで駆け上がったのは。母さんは仕事にはノータッチですけど、心はひとつなんだと胸に刻まれました」

　お父さまは、チラッとお母さまに視線を送る。それを見た宏希さんはさらに続けた。

「忍は母さんに似ている。胸に熱い信念を秘め、いざとなったら強い。だからこそ、和宏は元気にすくすくと、そして優しい子に育ちました」

　苦々しい顔をしているお父さまは、先ほどまでの勢いはどこにいったのか、反論してくることはない。思うところがあるのだろうか。

「私の記憶がない間も、レーブダッシュを愛し続けてくれました。再会したとき、彼女はスポーツ用品店に勤めていて、和宏はレーブダッシュの靴を履いていました。私以上に、会社を愛してくれているんです」

　宏希さんが言うほどの強さではなかったかもしれない。でも、レーブダッシュのことを忘れたことはない。

　部署の皆と必死に契約をもぎ取った時間は、私の人生を彩り豊かにしてくれた。あの充実した日々があったからこそ、宏希さんと恋に落ちて、和宏を産みたいと思った。私の人生は、レーブダッシュなくして語れない。

「私は忍と一緒にレーブダッシュの未来を作っていきたい。どうか、結婚を許してください。いつか和宏が私と同じ気持ちを抱けるように、全力でふたりも会社も守りますから」

　宏希さんが首を垂れる横で、私も同じようにした。

　彼の言葉は私の胸にも響いた。

　単に好きだから一緒に生きていくというだけではない。互いが互いに影響を与え、よりよい結果が生まれるように高め合う。きっとそれがベストな関係だ。彼となら、そうなれる気がしている。

　私は頭を下げながら熱くなる目頭をそっと押さえた。

「宏希はそれで後悔しないんだな」

　顔を上げるとお父さまが問いかける。

「もちろんです。忍と和宏の手を離したら、後悔どころでは済みません。もう二度と彼女を泣かせたくないし、私も苦しみから解放されたい」

　そう。彼も苦しんできた。記憶がない自分を責め続けて生きてきたのだ。しかし、もうおしまいにしたい。

「波多野さん。和宏くんはたしかに宏希の子なんだね」

「はい。宏希さんとの間にできた子です。私は、宏希さんしか愛せません」

　突然振られた質問に驚いたものの、きっぱりと答える。するとお父さまはもう一度宏希さんを見つめた。

「お前を慕う部下が多数いることは聞いている。しかも、各部署に。三年後をめどにに社長の席を譲る。そのつもりでいなさい」

　それって……。

「それと、今度孫の顔を見せに来なさい。母さんも会いたいだろうし」

「そう、ですね。今までできなかった分、うんと甘やかさなくちゃ」

　お母さまの目からポロリと涙がこぼれたのを見て、すべてが許されたのだと悟った。




　足を踏み入れたときの緊張とは違う温かな感情に包まれて、浅海邸をあとにした。

　車に乗り込むと宏希さんは口を開く。

「和宏にお土産買っていこうか」

「はい。エール・ダンジュのケーキがいいかも」

　聞けば、〝エール・ダンジュ〟とは、天使の翼という意味らしい。私たちのところに飛んできてくれた天使にぴったりのお土産だ。

「そうしよう。忍はまたチョコレートケーキ？」

「当然です」

　笑顔を作ったのに、許されたという安堵で声が震える。すると彼は、身を乗り出してきて私を抱きしめた。

「忍、ありがとう。俺に未来をくれて……ありがとう」

「宏希さん……」

　それは私のセリフだ。

「捜してくれてありがとうございます。和宏と私に幸せを――」

　それ以上言えなかったのは、熱い唇が降ってきたからだ。

　彼は下唇を甘噛みしてから離れていくと、私の頬を両手で包み込み、真摯な眼差しを注ぐ。

「もう、離さない」

「はい」

　うなずくと、もう一度唇が重なった。




　それからの私たちは順風満帆。すぐに入籍して、晴れて家族になった。

　宏希さんの両親に結婚を許された直後、社長秘書の佐藤さんが私を訪ねてきたので身構えた。

　けれども、思いがけず彼が「失礼なことを言ってすみませんでした」と頭を下げるので、一瞬頭が真っ白になった。どうやら宏希さんが彼に、私への謝罪を要求したようだ。

「もう気にしていませんから」と伝えると、「波多野さんの強さを私も見習います」と言われて、さらにびっくり。

　彼の発言に傷ついたこともあったけど、この先はよい関係を築いていけそうだと感じた。




　宏希さんが結婚指輪をするようになって、営業統括部でも冷やかしが入る。

「新婚ボケの部長さん、書類決済溜まってますけど」

　部に顔を出した宏希さんが、沖さんから嫌みをひと言食らった。

「もう、沖の決済でいいだろ」

「一応、部長印がいるもので」

「だから、お前が部長をやればいい」

　書類を手にしてさらっと口にした宏希さんを、部屋にいる皆が注目している。

「そういうことは、もっと内密に打診するもんだ」

「もう全員わかってるんだから問題ないだろ」

　宏希さんは社長を継ぐべく業務が増えたので専務業に専念することになり、沖さんが部長に就任することになっている。しかも、部員全員がそれを薄々察している。

　最近では〝浅海、沖ライン〟とかいう、出世コースの直下に入りたいと躍起になる社員が続々と名乗りを上げていて、仕事が厳しくて有名な営業統括部への配置換え希望者が続出しているとか。

「はー。結婚も昇進も電撃的」

「ワクワクするだろ？」

　ニヤリと笑って余裕の返事をしている宏希さんに、沖さんが苦笑いしている。

　営業統括部の人たちは皆、このふたりが昔からこんな感じだと知っているので動じることもないが、他部署の人たちが見たら焦るかもしれない。

「それで、この前の契約だけど……」

　それからふたりは真剣な顔つきで別件について話し始めた。

　沖さんは宏希さんが社長に就任したら、間違いなく右腕となって動いてくれるような人。私はこのふたりの活躍を近くで見ていられるだけで幸せだ。










エピローグ




　幼稚園が春休みに入った三月下旬。桜の花が咲き誇る頃に、私たちは結婚式を挙げることになった。

　ブランピュールの極上のドレスを纏い、控室で宏希さんを待つ。

　今日は和宏もおめかしをして、蝶ネクタイなんてつけちゃって……。先ほどドレスを着る前に会ったが、何度も自分の姿を鏡に映して一人前にポーズをとっているので噴き出しそうになった。今は宏希さんのお母さまと私の母が一緒に面倒を見てくれている。

　準備が整った頃、白いフロックコートに身を包んだ宏希さんが入ってきた。

「忍……。本当にきれいだ」

　目を細めて吐き出すように言う彼に穴が空くほどの勢いで見つめられて、照れくさくてたまらない。

「ありがとう、ございます」

　なんでも着こなす彼には敵わないのに。

「長い間待たせてごめん。その分、幸せを何倍にもして返すつもりだから」

「はい」

　化粧が崩れるので泣いてはいけないのに、熱い感情がこみ上げてきて瞳が潤む。

　彼と和宏と三人で、幸せになる。

　そのとき、ノックがして返事をする間もなく和宏が飛び込んできた。

「ママ！　ふわふわだー。かわいい」

「ありがとう」

　ドレスのスカートに恐る恐る触れる彼は、私を見上げて満面の笑み。

「パパもすごくかっこいい」

　えっ、今……パパって？

　宏希さんも気づいて、目を丸くしている。しかしすぐに笑顔になり、和宏を抱き上げた。

「ありがとう。和宏もかっこいいぞ」

　うれしそうで、それでいて泣きそうな複雑な表情の宏希さんは、和宏を愛おしそうに抱きしめて頬ずりしている。

　私はその様子を見て、こっそりと一粒涙を流した。




　結婚式から一週間後の日曜日の午後。私たちはサッカーの試合の観戦に出かけることとなった。

　宏希さんが記憶をなくす前に二人三脚でスポンサー契約をもぎ取ったチームの試合だ。Ｊ１に昇格後大躍進中で、現在も契約は続いてる。うちが手がけたユニフォームにはスポンサーとして社名が入っていて、かなりの宣伝効果を生んでいる。

「うわぁ！　広いね、パパ！」

　挙式の日をきっかけに、すっかり〝パパ〟がなじんできた和宏は、広いピッチに大興奮。

「そうだろ？　あの中を選手が走り回るんだ。和宏もいつかここに立てるといいな」

　和宏の夢はＪリーガー。最近、サッカーチームに入部して、毎日泥だらけになっている。

　試合は一進一退の大接戦。しかしラスト三分で応援していたチームが追加点を入れ、大歓声が巻き起こり観客が総立ちとなる。

　もちろん、私たちの間に挟まって観戦していた和宏も身を乗り出して拍手喝かっ采さい。

　私と宏希さんはその姿に顔を見合わせ、微笑みあう。そして……不意に腕を強く引かれたかと思うと、唇が重なった。

　ちょっと……こんなところで！

　慌てて和宏を見たが、彼は選手たちに釘づけでまったく気づいていない。

　抗議の意味で宏希さんに強い視線を送ると、彼は悪びれもせず口の前に人差し指を立てて笑いを噛み殺している。

「大丈夫、誰も見てない」

「ん？」

　宏希さんの声に反応した和宏がふと私たちを見上げるので、焦りに焦り瞳が右に左に動き回った。

「あはは。なんでもないよ。このまま勝てるかな」

「うん！」

　朗らかな和宏の笑顔は、私たちの幸せの象徴だ。

「次のプレーが始まるぞ」

　宏希さんに指摘された和宏は無意識なのか彼の手を強く握りしめて、再び食い入るようにピッチに視線を送る。

　こうした温かで充実した時間を積み重ねて、少しずつ進んでいこう。

　なくした記憶も時間もすっかり取り戻すことはできなくても、私たちの新たな歴史を築いていけばいい。

　私は茜あかね色に染まる西の空を見上げて、果てしなく続く幸福の詰まった未来へと思いを馳せて微笑んだ。
















特別書き下ろし番外編










秘密のはずの熱いキス　Ｓｉｄｅ宏希




　忍と和宏と俺との家族としての生活が始まり、今まで感じたことがない多幸感に包まれている。和宏に拒否されることも覚悟していたのに、パパと呼んでもらえる上に、いつも抱っこをせがまれて感無量だ。

　そんなかわいい和宏の父親参観日がやってきた。父の日に合わせて日曜日に行われるもので、昨年は忍が出席した。しかし今年は当然俺の出番だ。

　といっても、夫婦そろっての出席が多いらしく忍も一緒に行くことになった。

　和宏は朝からとんでもないハイテンションで走り回るので、忍が叱らなければならないほどだ。父親という存在がいなかった彼にとっては初めての経験なのだから、その気持ちもうなずける。なぜなら俺もソワソワして落ち着かないからだ。

　おそろいの赤いシューズを履き、和宏の右手を俺、左手を忍が握っていざ出発。

　園までは徒歩で十五分ほどの距離だけど、こうして三人で歩けるのがうれしくてたまらない。




　最初の催し物は園庭での鬼ごっこ。親のお尻に尻しっ尾ぽのような紐ひもをつけ、それを園児たちが追いかけて取るというルールだ。

　忍には見学してもらい、俺が他の父親に交ざって鬼になることとなった。

「和宏、頑張って！」

　やる気満々の和宏に忍が声をかけると、ニッと笑って手を振っている。

「それでは、よーいドン！」

　先生のかけ声とともに、全員が一斉に走り始めた。

「あれっ」

　すると和宏をはじめとした十人ほどの園児が、なぜか脇目もふらず俺をめがけて飛んでくる。

「ちょっ……」

　最初は余裕で走りだしたが、四方八方から突撃されて本気にならざるを得なくなった。こんなに大勢に追いかけられているのは俺だけだが、いったいどういうことだ？

「和宏のパパ、超速い！」

「つかまんない」

　そのうち、ちらほら声が聞こえてきた。

　もしかしたら和宏が、俺の足が速いと自慢した？　それで躍起になってる？

　どうしたものかとチラッと忍に視線を送ると大笑いしているので、俺までおかしくなってきた。

　こうなったら、手加減なしで逃げ切ろう。

　それからは、飛び上がったりフェイントをかけたりして、実に大人げない対応をしつつ、走り回った。

　しかし、他の父親たちの尻尾が取られてしまうと、次第に俺を追いかける人数が増えてきて限界も近い。和宏と他のふたりに追い詰められて観念したそのとき、スルッとうしろから尻尾を取られた感覚があった。

「洋子ちゃん、すごい！」

　まったく無警戒だった和宏の彼女にあっさりと尻尾を取られてしまったのだ。

　和宏は自分が取れなくて残念がることもなく、洋子ちゃんを褒めたたえている。

　うんうん、わかるよ。男は好きな女には弱いもんな。

　しかもそのあと、洋子ちゃんをギュッと抱きしめているので目が点になった。

　おいおい、それはまだ早くないか？

　焦ったものの、洋子ちゃんも満面の笑みを浮かべて和宏と手をつなぐ。なんでも和宏が『好きです』と告白して、晴れてカップルになったらしい。先生たちも公認の仲だとか。告白しろと言ったのは俺だけど、まさかあっさり初彼女ができるとは。

　そのあとは教室に入ることになった。

「お疲れさまです。汗が」

　忍が俺にスッとハンカチを差し出してくれるので受け取った。

「和宏……皆になにを吹き込んだんだろ」

「宏希さんの足が速いことは自慢してるみたいなんですよ。それで、試されたのかもしれませんね。注目の的でしたよ」

　忍は微かに肩を揺らしている。

「いきなりやられた」

「ふふふ。おもしろかったです」

　先に園庭から去った和宏たちに続いて、忍の手を引き教室に向かった。次は、園児たちが父親に向けて書いた手紙を読み上げてくれるとか。

「あー、ホントだ！」

　教室に足を踏み入れると、席に座っている園児たちが俺たちを見てざわついている。

「なんだ？」

「どうしたんでしょう？」

　忍にも心当たりがないようで、ふたりで首をひねりつつ、他の保護者とともにうしろに立った。

　このざわつきの理由がわかるのは、それから十分ほどあとのことだ。

「それじゃあ次は、和宏くん」

　先生に指名された和宏は、ちょっと照れくさそうな笑みを浮かべて立ち上がり、手紙を読み始める。

「パパ、いつも僕と遊んでくれてありがとう。パパはサッカーが上手で、すごくかっこいいです」

「照れるな、これ」

　小声で忍にささやくと、彼女は含み笑いをしながらうなずいている。

「でも、一番かっこいいのは、ママのことが大好きなところです。いつもママと手をつないでいます」

「あ……」

　それでさっき、『ホントだ！』と声があがったのか。あのときも忍の手を握っていたから。ということは……いつもそういう話を、友達としているってこと？

「時々こっそりチューもしています」

　とんでもない爆弾が落とされ、保護者からどよめきが起こる。

　和宏にはバレないようにしていたつもりなのに、いつ見てたんだ？

　隣の忍は顔を手で覆ってしまった。

「仲良しのパパとママが大好きです。いっぱいチューしていいよ」

　和宏は真顔で手紙を読み上げているが、他の保護者も先生もクスクス笑っている。

「微笑ましいですね。それでは次は――」

　先生が進行してくれたので助かった。しかし和宏は俺を見てしたり顔でピースサインを送ってくる。

　きっと、純粋に友達に自慢したんだろうな。ありがとう、和宏。

「ごめんなさい」

　忍が小声で俺に謝るが、首を横に振った。

「本当のことだから、問題ないさ」

　帰ったら、和宏の許可が出たキスをたっぷりしないと。

　ずっと忍とふたりで生きてきた和宏が、忍を独占できなくなったとやきもちを焼くのではという心配もあったが、杞き憂ゆうに終わったらしい。

　すべての催し物が終わり園庭で待っていると、園児たちが帰り支度をして次々と飛び出してきた。

「ねぇねぇ、和宏のパパ。どうして手をつないでないの？」

　あんなことを言われたあとでは忍と手をつなぐ勇気もなく並んで立っていたのに、先に出てきたクラスメイトの男の子に指摘されてしまった。

「そうだな、つながないとね」

「宏希さん？」

　期待に応えて忍の手をそっと握る。すると彼女は顔を真っ赤にして照れている。

「チューはしないの？」

　それはちょっと……。

「す、すみません！」

　おそらく男の子のお母さんだろう。慌てて駆け寄ってきて男の子を連れて去った。

「ませてるな……」

「宏希さん、もう手を離して」

　忍が逃げようとしたが、俺は離さなかった。

「いいじゃないか。もうバレたし」

「でもっ」

　焦りまくる忍もかわいくてたまらない。こんなに好きなんだから手ぐらいつながせてくれ。それに仲がいいのは悪いことじゃない。

「パパ！」

　それからすぐに和宏も園庭に出てきた。すごい勢いで飛び込んできた彼をどんと受け止める。

「和宏、お手紙ありがとう」

「うん！　皆がね、チューしてほしいって」

　恥ずかしげもなく伝える和宏に、忍は目を丸くしている。

　いくら和宏の頼みでも、それはさすがに……。

　俺は和宏を抱き上げて口を開く。

「ママとパパのチューは、皆には内緒なんだぞ。でも……」

　チラリと忍に視線を送り、和宏の頬を指さす。それで忍も意図がわかったらしい。

　俺は和宏のプルプルの左頬に、そして忍が右頬に、同時にキスをする。

「おぉぅ」

　すると、和宏がおもしろすぎる反応をしたので、噴き出してしまった。

「和宏、大好きだよ」

　俺がささやくと、和宏は恥ずかしそうにギュッとつかまってきた。




　家に帰ったあと、和宏は部屋にこもってしまった。

　どうやら友達と手紙交換をする約束をしたらしくせっせとしたためているとか。

「今日はまいったな」

　俺に紅茶を出してくれた忍が、申し訳なさそうにうなずいている。

「来週、先生や他のママたちに、どんな顔して会ったらいいのか……」

「まあ、本当のことだし、堂々としていれば？」

「他ひ人と事ごとなんだから！」

　忍は口をとがらせるものの、本気で怒っているわけでもなさそうだ。優しい表情をしていた。

「でも、幸せな時間だったな……」

　長い間一緒にいられなかった俺のことを、友達に自慢してくれるなんて最高じゃないか。

「そう、ですね」

「和宏、よく観察してるんだなぁ」

　いつ、キスしているところなんて見たんだろう。まあ心当たりはいろいろあるが。

「意外といろんなことに気づいているんですよね」

　照れながら言う忍は、飲んでいた紅茶のカップをテーブルに戻した。

「俺が、忍のことを好きでたまらないことも？」

「えっ……」

「今すぐにでも、抱きたいことも？」

「ちょっ……」

　腰をがっちりつかまえて耳元でささやくと、彼女は目を見開いている。

　仕方ないだろ。記憶をなくしても心が勝手にお前を求めるほど愛しているんだから。

「忍」

　彼女の名前を呼べることが、これほど幸せだなんて。

　視線を絡ませると、彼女は途端に頬を上気させる。

　強くて最高に立派なママだけど、俺にとってはずっと守ってやりたい愛おしい女なんだ。

「愛してる」

　たまらなくなり愛をささやき、唇を重ねた。

「ママ、できたよ！」

　そのとき、大きな声で叫びながら走ってくる和宏の足音が聞こえてきて、慌てて離れた。忍は目を泳がせている。

　リビングに飛び込んできた和宏は、「あー、ずるい。僕も！」とすね始めた。

「紅茶？　和宏はオレンジジュースがあるよ？」

　忍が伝えたが、彼は「ううん」と首を横に振り、ソファに上ってきて俺たちの間に割り込むように座る。

「ジュースは嫌なの？」

「あとで」

　俺も尋ねてみたが、どうやら飲み物が飲みたかったわけではないようだ。

　それじゃあ、ずるいってなんだ？

　忍と顔を見合わせると、和宏は両頬を手で押さえた。

「早くぅ！」

　まさか、キスの催促？

　ずるいって……見てなかったのにどうしてキスをしていたことがわかった？

「よし。それじゃあ」

　忍と一緒に彼の頬にキスをすると、「おぉぅ」とまたおもしろい声をあげて喜んでいる。

「お顔が真っ赤になっちゃうね、ママ！」

「えっ!?」

　まさか、それでわかったのか？

　忍がひっくり返りそうなほど驚いているが、それは俺も同じ。恐るべき観察眼だ。

「真っ赤になっちゃうママ、かわいいだろ？」

「うん、かわいい！」

　素直な和宏と照れ屋の忍は、ずっとずっと俺の宝物。

「なに言ってるの？　和宏、幼稚園で変なことをお話ししたらダメよ」

「変なことは話してないよ。ママとパパがチューしてることしか言わないもん」

　忍、もうあきらめよう。俺たちが深く愛しあっていることは、どうやら相当広まっているみたいだぞ？




【ＥＮＤ】










あとがき




　ベリーズ文庫では『明治禁断身ごもり婚～駆け落ち懐妊秘夜～』に続き二作目のシークレットベビー作品でしたがいかがでしたでしょうか。




　私自身も息子がいまして子育てをしていますが、とても忍のようにいいお母さんではなく……。ゆるゆるで、どちかというと男親のような母親です。息子はとてもへこみやすい性格なので、なにかをしでかしたときは「やっちゃったか……。次は気をつけて」くらいであまり強く叱りません。（もうすでに反省モードなので）ただし、命にかかわるようなことをしたとき、誰かを傷つけるようなことをしたときは、それこそちびりそうになるまで叱ります。だからか、私に叱られるのは相当のダメージらしく、従弟が私の前で悪さをしていたときは「うちのママを怒らせると怖いよ。やめたほうがいいよ」と耳打ちしていたので噴き出しそうになりました。皆さん、ごくたまに雷を落とすほうが効果的ですよ。

　そんな息子は超天然で、顎が外れそうになるようなこともたくさんしてきましたが、彼が私を成長させてくれました。とはいえ経験したくなかったことが多すぎて、消えていなくなりたいと思ったことも。もう一度子育てをしたいかと問われると二度とやりたくないというのが本音ですが、それでも彼は私の宝物です。

　また宏希には理想の父親像を詰め込んでみました。こんな夫、そしてパパがいたら最高ですよね。我が家は育児にはノータッチで、息子の成長の全責任は私にあるという感じなので、精神的な支えになってくれる人がいるのがうらやましいです。

　私の友人にシングルで子供を育てている人が何人もいますが、本当に頭が下がります。子供を抱えての仕事は簡単ではないし、倒れるわけにもいかない。母親は強いと思わされます。頑張っている友人たちの愚痴を聞くくらいのことしかできませんが、彼女たちに優しい社会になってほしいなと願っています。




　最後になりましたが、この作品をお手に取ってくださいました皆さま、出版にご尽力くださいました皆さま、ありがとうございました。またどこかでお会いできることを祈りながら、育児に執筆に精進したいと思います。
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エリート御曹司は溺甘パパでした


～結婚前より熱く愛されています～
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